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富士見ミステリー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　森は白銀に冒おかされつつあった。


　灰はい色いろに濁にごった空から音もなく白点の群れが降ふり注そそいでいる。


　ただの雪だ。雲の中の水分が結晶して生じた、白色の細片。ごくありきたりの自然現象である。どうしようもなく平凡で……そして儚はかなく脆もろい。掌てのひらに載のせれば瞬またたく間に溶とけて消える。一つ一つはそれだけの存そん在ざいに過ぎない。


　しかし。


　それは今や──広大な樹じゆ海かいを征せい服ふくし尽つくさんとしていた。


　白い微び細さいな結晶の群れは、広大な森に満まん遍べん無く舞まい降りて、ありとあらゆる色しき彩さいを塗ぬり潰つぶしてゆく。汚けがれ無く音も無く──そして容よう赦しやさえも無く雪は降る。降り続け、美しいものも醜みにくいものも、白く輝かがやける虚きよ無むの中に埋まい葬そうする。


　冬は仮かり初そめの死が蔓まん延えんする季節だ。


　樹きが。草が。虫が。鳥が。獣けものが。諸もろ々もろのものが死に囚とらわれる。様々な種しゆの息い吹ぶきに溢あふれ、生命の坩る堝つぼとも言うべき喧けん噪そうに満ちていた森の中に、今は静せい寂じやくと停てい滞たいが満ちてゆく。


　何ら特別な出来事ではない。むしろどうしようもなくありふれた──ただそれだけの事実。連れん綿めんと──恐おそらくはこの世の始まりから飽あく事なく繰くり返されてきた出来事だ。そしてこの世の終わりにまで延えん々えんと繰くり返されてゆくだろう。そこに特別な意味など無い。在ある様に観みえたとしても、それは観る者の感傷が捏ねつ造ぞうする幻げん影えいに過ぎない。


　冬はただ冬であるが故ゆえに雪を降らし、雪はただ雪であるが故に降る。


　理由も目的も無い。故に善悪の区別も無い。是ぜ非ひも無い。地を這はう存在の事情など遥はるかに超ちよう越えつした空の彼方かなたから、ただそれが理ことわりであるが故の非情さで以もつて雪は訪おとずれる。そして『降る』という現象の単なる結果として世界を覆おおい尽くす。


「はあっ……はあっ……はあっ……」


　だがそれでも──あるいはだからこそ、それに抗こうする事などできはしない。


　多くの生命が死し滅めつを余よ儀ぎなくされるだろう。それを免まぬがれた生命とて、まさしく屍しかばねの如ごとく身を伏ふせ、縮ちぢめ、春という再生の季節が訪れるまで、己おのれの中の生命力を揮き発はつさせぬ様に耐たえ続けるしかない。


　生せい誕たんと死滅。


　この世界にあって、それらは凡ぼん庸よう極きわまりない出で来き事ごとの羅ら列れつだ。そして凡庸であるが故にそれらはとてもとても強固な──覆くつがえし難がたい普ふ遍へん性せいを持っている。


「はあっ……はあ……」


　虚うつろな目を澱よどんだ空に向けながら──娘むすめは吐と息いきを漏もらす。


　森を冒おかしゆく冷たい死へ異を唱となえるかの様に……その呼吸は激しく、熱い。だがそれとてこの森を覆う寒気の前では大海に垂たらしたインクの一いつ滴てきに過ぎないだろう。白く濁にごった吐息が虚こ空くうに放散してゆく様さまは、まるで娘の命そのものが流出してゆくかの様にも見えた。


「はあっ……はっ……はっ……」


　深い深い樹々の海うな原ばら。


　その中にぽつんと樹木の群生が跡と切ぎれる場所が在る。


　まるで樹海に穴を空けられたかの様に──しかしやはり白銀にまみれて──そこだけが唐とう突とつに開けているのだ。


　丈たけの低い灌かん木ぼくの類たぐいは散見できるが、地面の大部分は大小幾いくつもの岩がん塊かいに占しめられ、いびつな地形を構成している。いわゆる岩場だ。恐おそらくは地面直下に埋うまっている巨きよ大だいな岩の為ために、大型植物が充じゆう分ぶんに根を張はるだけの土が無いのだろう。ひょっとしたらそれらは全すべて部分に過ぎず、地上に見えている部分は全て地下で一つの巨岩に繫つながっているのかもしれない。


「はあっ……はっ……」


　そしてその岩場の真ん中。


　一ひと際きわ大きな岩の上に──娘は一糸まとわぬ姿すがたで横たわっていた。


「はあ……はあ……」


　若い。恐らくは二十歳に達してはいまい。まだ少女と呼んでも差し障さわりのない年ねん齢れいであろう。容よう貌ぼうにも色いろ艶つやよりは可か憐れんさが濃こい。


　美しく、そして愛らしい娘だ。線の細いその容貌は繊せん細さいに過ぎて、観みる角度によって病的にさえ見えてしまう程ほどではあったが──それだけに硝子ガラス工芸品の様な美しさがある。静かに微笑ほほえんでいれば気品さえ感じられたかもしれない。


　しかし今──


「はっ……はあっ……」


　娘の表ひよう情じようはただただ虚うつろであった。


　表情が無い。殺しているのでも隠かくしているのでもない。ただ単に空っぽなのだ。


　双そう眸ぼうなどはその極きわみだろう。何ど処こに焦しよう点てんを合わせるでもなく、無意味に虚こ空くうへと視線を放散させている。理知の輝かがやきを失った眼めはぼんやりと雪空を映うつしているだけだ。此こ処こが何処で、現い在まが何い時つで、自分が誰だれであるのか──そんな事こと柄がらさえ意識の中から消し飛んでしまっているかの様に見える。


　野外で全ぜん裸らを晒さらしているというのに、羞しゆう恥ちの表情を浮うかべるでもなく、要所を隠かくそうとするでもない。肌はだを苛さいなむ寒気に不安や恐きよう怖ふを感じている様よう子すさえない。四し肢しは力無く投げ出され、弛し緩かんしきったその顔の中で口元だけが機械的に動いて、呼吸を繰り返していた。


　無む為いに虚空を見み詰つめ続ける紺こん碧ぺき色いろの瞳ひとみ。


　その隅すみに──


「はっ……はあ……」


　ゆらりと一つの影かげが映うつり込こむ。


　それは──人間に似てはいた。


　脚あしが一対つい。腕うでが一対。首は一つ。数が多い訳わけでもなく、位置が異常な訳でもない。娘の傍かたわらで悠ゆう然ぜんと岩の上に直立するその姿し勢せいも、四つ足で地を這はう獣けもののそれとは明らかに異ことなる。何かに譬たとえろと言われれば確かに人ひと形がたと表するしかなかろう。


　だがそれでもなお──その影を人と呼ぶには誰しもが躊躇ためらわざるを得まい。


　人間に似にているが故にこそ、そのいびつさが際きわ立だつつ。誰しも見慣れた形であればある程、そこからわずかに逸いつ脱だつするだけでも違い和わ感かんがつきまとうものだ。


　最適な言葉はただ一語──『異い形ぎよう』だろう。


　その頭部には一対の突とつ起き物ぶつが伸のびていた。


　人間には本来備そなわる筈はずのないものが、やはり人間には備わるはずのない色しき彩さいの──血の様に紅あかい髪かみの間から突つき出ているのだ。


　しかもその突起物の先せん端たんはまるで凶きよう器きの様に鋭するどく尖とがり、黒光りする表面にはまるで螺ね子じの様な螺ら旋せん状じようの模様が刻きざまれていた。単に『角つの』と表現するには、それはあまりに禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを備えている。紅く垂れ下がる髪と相あいまって、その姿は頭部を内側から凶器で突き破られ、流血し続けている様にも見えた。


　影の異形はそれだけではない。


　全身を鎧よろいの様なものが覆おおっている。


　いや──それはある種の甲こう羅ら、外がい殻かく、そういったものの一種であろう。昆こん虫ちゆうや蝦えび、蟹かになどが備える外がい骨こつ格かくによく似た印象がある。硬こう質しつの表面を見せながら、動きを阻そ害がいせぬ様に、関節では柔やわらかな肉と溶とけ合っている。


　それは顔面とて例外ではない。仮か面めんの様に甲羅は顔面を覆い、その亀き裂れつの様な隙すき間まから紅い眼球が──それも四つ──見えている。しかもそれらの眼球は、相そう互ごに連れん携けいする事もなく、各かつ個こが独立した動きを示しているのである。ぎろりぎろりと眼玉がそれぞれ勝手に動き回る様さまは、ひどく機械的で、まさしく昆虫の感覚器官を想おもわせた。


　人間ではない。だが獣でもない。無む論ろん、昆虫でもない。いずれにも似ていて──いずれにも似ていない。分類さえ不ふ可か能のうなその姿……これを異形と呼ばずして何と呼ぶのか。


　だが──


「はあ……は……」


　それを見る娘の表情には何の変化もない。


　彼女の中から尋じん常じような感性は──怪かい物ぶつの奇き怪かいな姿を恐おそれ忌いむ様な感性は、とっくに消し飛んでいたのであろう。今の娘は呼吸と鼓こ動どうを続けるだけの肉にく塊かいに過ぎなかった。


　怪物は……何をするでもなくただ全裸の娘の側そばに立っている。


　立ち去るでも襲おそいかかるでもない。立って静かにその四つの眼めで娘の下腹部を──白い太ふと股ももの付け根を見み据すえている。


　まるで何かを待つかの様に。そして──


「は……ひあ──は──……」


　娘むすめの呼吸が突とつ然ぜんに変調した。


　空くう虚きよそのものであった娘の表ひよう情じようが、大きく歪ゆがむ。明確な、そして激げき烈れつな苦く悶もんの表情を浮うかべて娘が白目を剝むき、痙けい攣れんする。


　白い腹が大きく波打った。


　内臓そのものが意志を持って暴れ出したかの様に、娘の滑なめらかな腹部が激しく隆りゆう起きと陥かん没ぼつを繰くり返し、そして──


「あ──っ……ひいいいあああああ──っ……」


　──膨ぼう張ちようを始めた。


　まるで風船に空気を吹き込むかの様に──恐おそろしい程ほどの勢いで娘の腹部が膨ふくれ上がってゆくのだ。


「うぎいいいい……あああおおおおお……」


　娘が首を振ふりながら──吼ほえる。


　その光景には一種の喜劇的な不条理さが漂ただよっていた。状じよう況きようが状況なら見る者の眼めには悪あく趣しゆ味みな奇き術じゆつの類たぐいとして映ったかもしれない。


　だがそれが悪ふざけの類でない証しよう拠こに、娘の腹はあちこちから血を流し始めていた。急激な膨張に耐たえかね、皮ひ膚ふが裂さけているのである。だがそれでも膨張は収まらず、その腹は瞬またたく間に臨りん月げつの妊にん婦ぷにも等しい大きさに達してゆく。


「いいひいいいい……ぎいいいいい……」


　いや──それはまさしく妊婦の姿すがただった。


　だが本来ならば十と月つき十とお日かという長い時間を経て至る筈はずの状態に、娘はたった数分で到とう達たつしていたのだ。


　ただでさえ妊娠状態は母ぼ胎たいに負担を強しいる。それに加えてその様な無理──というか不条理──に果たして肉体が耐えられるかどうか。現に娘の頰ほおは何日も絶食していたかの様にげっそりとこけ、幾いくつもの裂れつ傷しようから流れ出る血が白い腹に生々しい斑まだら模も様ようを描えがいていた。


　だが……やはり怪物は動かない。


　異い形ぎようの四つ目は苦悶する娘を冷たく見み据すえている。


　そして──


「──疾ジヤイ！」


　不意に──どこからともなく声が響ひびき渡わたった。


　凄せい惨さんな空気を一いつ喝かつするかの様な、気き迫はくに満みちた鋭するどい声である。


「──っ!?」


　同時に、声にもならない短い叫さけびをその場に残し……怪物の身体からだが吹ふっ飛ぶ。


　まるで巨きよ大だいな見えない鉄てつ槌ついで殴おう打だされたかの様に、怪かい物ぶつの身体は岩場を横切って数十メルトルの距きよ離りを一気に飛び、周囲に生え並ぶ樹木の一本に激げき突とつした。


　壊こわれ打ち捨てられた人形の如ごとく、おかしな角度に四し肢しや首を折り曲げた怪物は、一いつ瞬しゆん、何かの染しみであるかの様に、その幹みきにへばりついていたが……次の瞬間にはずるりと幹に沿って落下する。


　更さらに──追い打ちを掛かけるかの様に、枝の上から崩くずれ落ちてきた大量の雪が覆おおい被かぶさり、怪物の異い形ぎようを完全に埋まい没ぼつさせた。


「……遅おそかったか」


　深い悔かい恨こんを滲にじませる声が呟つぶやく。


　声と共に、森の奥おくの暗がりから一人の老人が歩み出てきた。


　老人とは言っても年ねん齢れいは不ふ詳しようである。若くはないという事は、その顔に刻まれた皺しわで分かるものの、では幾いくつなのかと問われれば答えようがない──そんな顔つきだった。特にその黒い両眼は到とう底てい人生の折り返し地点を過ぎた者のそれではなく、その奥に宿る炯けい々けいとした光は、精気溢あふれる青少年にもひけはとるまいと想おもわれた。


　また、注意して観みれば老人の骨相や肌はだの色は、アルマデウス帝てい国こくの標準的な国民とは微び妙みように異ことなっている。異国の──それも恐おそらくは東方の国の血がこの老人の体内には流れているらしい。


　小こ柄がらな身体に帯びるのは黒いインバネスである。首には白いアスコット・タイを巻き、頭には山やま高たか帽ぼうを載のせ、更に右手には杖ステツキまで携たずさえている。街中で見かけたのならその姿は小こ粋いきな老ろう紳しん士しに見えたかもしれない。


　無む論ろん──この様な森の奥では場ば違ちがいも甚はなはだしい格かつ好こうだ。


　だがその違い和わ感かんに萎い縮しゆくする事無く、押おし潰つぶされる事もなく、老人はむしろ超ちよう然ぜんとそこに在る。その姿は周囲の情景に対して一歩も譲ゆずらず、その存在を主張しているのだ。どちらが間ま違ちがっているのかと問われれば、老人の姿ではなく情景の方──そう答える者さえ居るかもしれない。それは何な故ぜに？──と問われても理由を答えられはしないだろうが。


　単眼鏡モノクルの奥で黒い瞳ひとみが動き、じろりと岩の上の娘むすめに視線を据すえる。


「こちらも──手て遅おくれか」


　老人は呟つぶやくと、左手を杖に添そえた。


　柄えの部分が杖本体と分かれて分ぶん離りし──すらりと音もなく本体部分から滑すべり出てきたのは、鋼はがねの色も露あらわな一本の剣けんであった。


　仕し込こみ杖づえと呼よばれる暗あん器きである。


　現在のアルマデウス帝国では極きわめて珍めずらしい代しろ物ものだろう。いわゆる長剣に比くらべると剣身は短く細い。隠いん匿とく性せいや携けい帯たい性せいを第一に考えて作られたもので、本格的な戦せん闘とうに用いるには脆ぜい弱じやくに過ぎる。剣の体てい裁さいをとってはいてもあくまで暗器──隠かくし武器であり、護身、あるいは暗殺の用よう途とに供されるべき道具であった。


「……許ゆるせとは言わん。だがこれも務つとめだ」


　呟く様にそう言うと、老人は鞘さやを足下に投げ捨て──仕込み杖の剣身に左手を添えて刺し突とつの形に構かまえた。


　仕込み杖の切っ先は娘の腹部に真っ直すぐ向いている。


　嗚あ呼あ。この老人は、ただ無力に岩の上へ横たわり喘あえぐだけの娘を……精神が吹ふき飛び、己おのれの身体からだを庇かばう事さえ忘れた哀あわれな娘を、その凶きよう器きで刺さそうとしているのだ。


　構える老人の黒い瞳に躊躇ためらいは無い。彼はゆっくりと前に踏ふみ出し──


「──!!」


　老人とは到とう底てい思えぬ機き敏びんな動作で彼は突とつ如じよ、旋せん回かいした。


　彼が身体ごと振ふり返って見た先にあるものは、一本の樹木だ。その根元には先さき程ほどから怪かい物ぶつが雪に埋うまったままになっている。見方によってはそれは──怪物を埋まい葬そうした墓標の様にも見えたが──


　その根本が突如として爆ばく裂れつした。


　大量の雪を跳はね飛ばしながら一気に空中へと跳ね上がったのは無む論ろん──先程の怪物である。明らかに激突の衝しよう撃げきで四し肢しや首がへし折れていた筈はずなのだが、最も早はやその痕こん跡せきは全く見受けられない。怒ど号ごうとも悲ひ鳴めいともつかぬ声を迸ほとばしらせながら、怪物は高々と跳ちよう躍やくし、その紅あかい四つの眼めで老人を睨にらみ降ろした。


「馬ば鹿か弟で子しめが……！」


　老人はそう呟つぶやくと仕込み杖を構え直す。


　まさか──彼はこの間合いの短い、しかも耐たい久きゆう性せいにさえ不安のある様な細身の刃は物もので甲こう羅らに覆われた怪物に挑いどもうというのか。


　──ほおおおおおおおおっ!!


　鋭するどい汽笛の様な咆ほう吼こうが怪物の仮か面めんから迸る。


　その声が合図とばかりに──


「──!!」


　突如老人の肉体が爆発四散した。


　まるで爆弾がその体内に埋うめ込こまれていたかの様に、老人の小柄な身体は幾いくつもの破片に引き裂さかれ、四方八方に飛散する。ぼすんぼすんと比ひ較かく的てき大きな残ざん骸がいが音をたてて雪の中にめり込み、仕込み杖を握にぎったまま肘ひじから断たたれた右みぎ腕うでが、着地した怪物の足下に転がってきた。


　致ち命めい傷しようどころの話ではない。怪かい物ぶつの声と共に如い何かなる破は壊かい力りよくが作用したのか──たった一いつ瞬しゆんで老人は完かん膚ぷ無きまでに分ぶん解かいされていた。


「し……しいいいい……しょおおお……」


　黒い仮面の亀き裂れつからそんな声がこぼれ落ちる。


　だが、それだけが手た向むけとばかりに怪物は老人の残骸を踏ふみ越こえ、岩の上を飛び跳ねるようにして、再ふたたび娘むすめの方へと近づいていった。その所作には何の感かん慨がいも見えない。ただ障害物を排はい除じよしたというだけの様な印象である。無論──怪物に人間の様な心理を期待する事そのものが愚おろかしい感かん傷しようかもしれないのだが。


　ただ……もし怪物に人並みの注意力が在ったのなら気付いたろう。


　あれだけ派は手でに破壊されておきながら、老人の残骸は一滴の血もまき散らしていなかったという事に。


「大層な力は得たが──」


　不意に響ひびいた声に怪物は動きを止めた。


「それを扱あつかう智ち恵えは極きよく端たんに落ちたな」


　怪物が振り返った。


　動どう揺ようする様に四つの眼が激しく動き回り、そして雪面に転ころがっていた老人の腕にその焦しよう点てんを合わせる。腕と剣けんは──そう見えたものは、色を失い、崩ほう壊かいし、次の瞬間にはただの雪となって雪面と混ざり合ってしまった。
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　そして──その向こう。


　爆ばく裂れつ死しした筈はずの老人が、先さき程ほどまでと寸分違たがわぬ黒いインバネス姿で平然と岩の上に立っていた。傷どころか衣い装しように破れ目の一つもない。右手にはやはり抜ぬき身みの仕し込こみ杖づえを携たずさえたままである。


「しいいいい……しい、しい、しいいいいいしょおおおおお」


「馬ば鹿か弟で子しめが」


　老人はそう言って剣を構かまえる。


「……残念だ」


　構えには微み塵じんの隙すきも見せず──だが、ふと老人の表情が感かん慨がいに煙けむった。


「未いまだかつてこれほど残念に思った事はない。あのドーベルンでさえ諦あきらめてしまった境地に、貴き様さまならたどり着けたかもしれん。いや、たどり着けると確信しておった。恐おそらく秘ひめたる才は私以上だったろう。だからこそ──惜おしい。残念に思えてならんのだ。貴様の類たぐい希まれな才能がこのような馬鹿げた潰ついえ方をしてしまうのが」


　剣を構えたまま老人はゆっくりと怪かい物ぶつの横手へと回り込んでゆく。決して平へい坦たんとは言えない岩場であるにもかかわらず、老人の動きは舗ほ装そうされた道を行くかの様な安定感を備そなえていた。武術に熟達した者はたとえ走っても肩かたが揺ゆれないと言われるが──老人もそうした武術家の一人であるのだろうか。


「だが──」


　老人は立ち止まって言った。


「道を踏ふみ外した弟子に引いん導どうを渡わたすのも師の務つとめよな」


　怪物は動かない。


　いや──正確にはその場から移動しようとしない。娘むすめの近くに立ったまま、身体からだの向きだけを小刻みに変えて老人に相対している。怪物は怪物なりの思おも惑わくが何かあるのか、それとも──


「貴様──まさか」


　老人の表ひよう情じように微かすかな動揺が走る。


「……護まもっておる積もりなのか？」


　怪物は答えない。ただ四つの紅眼で老人を睨にらみ据すえるのみだ。


「無意味な事を……」


　老人のその言葉に嘲あざけりの響ひびきはない。


　むしろ深々とした嘆たん息そくにも似て──気け怠だるい感かん慨がいがその口く調ちようには潜ひそんでいた。


「貴様はしくじったのだ。戻もどる事のできぬ道へと踏み出し、そして踏み外した。後は最も早はや、転げ落ちてゆくのみぞ──その貴様が今いま更さら、何をしようというのだ」


「しいいいいい……しいいしょおおおお……」


　怪物が啼なく。


　啼きながら──次の瞬しゆん間かん、怪物は老人へ向けて跳ちよう躍やくした。


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!


「来剣精・宿白刃──」


　同時に雪を蹴け立たてて走りながら老人は口早に唱となえた。


「以為我業・断空撃──」


　老人の両腕が霞かすむ。


　常人の眼めには視し認にんさえ困こん難なんな速さで動いているのだ。


　何の意味があるのか──老人は左手で剣身を叩たたくと、そのまま何かをこすりつけるかの様に掌てのひらを剣身に沿って滑すべらせる。続いて舞まい踊おどるかの様に優ゆう雅がな仕し草ぐさで仕込み杖づえを旋せん回かい。切っ先が円を描えがききって元の位置に戻った瞬間、老人の構えもぴたりと怪物に向けて定まっていた。


　その間──文字通りわずかに一瞬。とんでもない早はや業わざである。


「顕現急々如律法──疾ジヤイ！」


　裂れつ帛ぱくの一声が空を打つ。


　鮮あざやかな弧こを描き、繰くり出される白はく刃じんの一いち撃げき。仕込み杖は怪物の装そう甲こうをものともせず、左の肩から入って右の腰こしへと抜ぬける。怪物の突とつ進しんする力を利用した故ゆえか、あるいは老人の技わざなのか──まるで薄うす紙がみを切るかの様に抵てい抗こうらしい抵抗を受ける事さえなく、刃は怪物の身体からだを真っ二つに切り裂さいた。


　大量の──意外にも人間同様の紅あかい血ち潮しおをまき散らしながら、怪物は老人の両りよう脇わきに倒たおれた。通常の生物であれば即そく死し間ま違ちがいなしの状態だ。


　しかし。


　──ほおおおおおおっ!!


　紅い髪かみを振り乱し、残った右腕で雪を搔かきむしりながら怪物の上半身が叫さけびを発した。


「──むっ!?」


　短く驚おどろきの声を漏もらして老人は横へと跳とぶ。


　だが老人の足が再ふたたび地を踏みしめようとした瞬間、狙ねらい澄すましたかの様にその片方──右足が瞬時に膨ふくれあがり、破裂した。


　びしゃりと鮮せん血けつが雪面にまき散らされる。


「むう──」


　短く呻うめいたところを見ると、今度は実際に被ひ害がいを受けたらしい。


　見ればその右足は完全に破は壊かいされ、ボロ布の様になった皮と肉片が膝ひざの辺りからぶら下がっている。流血は意外に少ないが、常人なら己おのれのそんな惨さん状じようを眼めにしただけで失神しかねない重傷であった。


　しかし──


「尸し解かいが間に合わなんだか──私もまだまだ修業が足りんな」


　そう呟つぶやく老人の口調にさして堪こたえた様よう子すはない。


　しかもどういう平衡バランス感覚をしているのか、彼は片足で平然と雪の上に立っている。その姿し勢せいは揺ゆらぐ様子もなく、右腕の仕し込こみ杖づえも構えたままだ。


「お互たがい治しておる余よ裕ゆうはなし──次の一撃が今こん生じようの別れぞ」


　泣き笑いの様な表情が老人の顔をかすめる。


　だがそれとて一瞬の事──老人は再び剣けん身しんに左手を添そえながら言った。


「さらばダニエル──我わが最後の弟で子しよ！」


　その時。


「ああああああ──」


　絶ぜつ叫きようが冷えた虚こ空くうを震ふるわせた。


「ああああああああああああああああああああああああああああああああ──っ!!」


「──!!」


　今しも再度激げき突とつせんとしていた老人と怪かい物ぶつが動きを止める。


　彼等らの間に割って入ったそれは──腹を膨ふくらませ、岩の上に仰ぎよう臥がしたままの娘むすめから発せられていた。


「あああああああいいいいいいいいぎいいいいいいいいいい──っ!!」


　喉のどが張はり裂さけんばかりの声を娘は絞しぼり出す。


　四し肢しを突つっ張らせ、指先で岩いわ肌はだに積もった雪を搔かきむしり、首を左右に激しく振ふって、娘は声を上げ続ける。そうする事でわずかでも身を苛さいなむ苦痛が薄うすれるとでもいう様に、娘は激しく全身を痙けい攣れんさせて絶ぜつ叫きようを続けた。


　だが。


　そんな娘の苦く悶もんの様子そのものには注意を払はらわず、老人はただその白い太ふと股ももの付け根に痛いたましげな視し線せんを注そそいでいた。怪物もなにやら想おもうところでもあるのか、動きを止めて娘の様子を見守っている。


　そして──


「ああああああああっ!!」


　ひときわ高々と娘が悲鳴をひしり上げた後……





　おあ──っ。





　雪と血に蹂じゆう躙りんされた森の中に、か細い音が響ひびき渡わたった。


　力強くはない。美しくもない。優やさしくさえない。


　だが……その響きはひどく切せつない。むき出しの感情をそのまま音にしたかの様な声だが──それは不思議に聴きく者の心を搔き乱す。単調だが飽あく事も無いかの様に繰くり返され、耳に残る──そんな声であった。


　おあーっ……おあーっ……


　飾かざり気けのない原初の響きが虚空を叩たたく。


　まるで仮かり初そめの死に覆おおわれたこの白い世界に挑いどむかの様に。


　おあーっ……おあーっ……おあーっ……


　それは始まりの音だ。


　死と対ついなす生の証あかし。終しゆう焉えんに抗こうする開始の徴しるし。


　ただひたすらに庇ひ護ごを求めて発せられる、身も世もない最初の嘆たん願がん。暖かな安あん寧ねいから切り離はなされ、存そん在ざいする事そのものへの不安に怯おびえる力無き者の祈いのり。


　それは──


「生まれてしまったか──この苦痛に満ちた世界に」


　老人が呟つぶやく。


　──それは産うぶ声ごえであった。
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　法務省の記録によれば──現在アルマデウスにおいて申しん請せいされ、登とう録ろくされている宗教法人の数は、分派や分宗を含ふくめておよそ十万だという。


　この数は果たして多いのか少ないのか。


　世界的に見れば──特に先進国と呼ばれる国々との比ひ較かくの上では、決して多い数とは言えない。アルマデウスの倍以上の宗教法人が登録されている国も存そん在ざいするし、人口比ひ率りつや国土面積からその存在割合を出したとしても、過か密みつとはいえない状態である。


　だが、比較対象を過去のアルマデウスに定めるとまた印象が異ことなる。


　三十数年前──即すなわち〈イエルネフェルト事変〉以前の記録を調べれば、登録されていた宗教団体はわずかに三万に過ぎない。


　これは元々アルマデウス帝てい国こくには国教たるホルスト教が社会に深く浸しん透とうしており、他の宗教が発生、成長する余地が少なかったからだと言われている。悪名高い異教弾だん圧あつや異い端たん審しん問もんは過去のものとなって久しいが、だからこそ激はげしい拒きよ否ひや抵てい抗こうに遭あう事もなく、ホルスト教は近代アルマデウスにおいて、独どく占せん的てきにその影えい響きよう力りよくを広げていったのである。


　なんにせよ──その状態からわずか三十数年。


　アルマデウスに存在する宗教組織の数は三倍以上に膨ふくれ上がった。


　乱立状態と言っても過言ではなかろう。


　この数字は如によ実じつに世相を示していた。


　かつては誰だれもが当然の如ごとく、明日という日が来る事を疑うたがいはしなかった。昨日よりは今日、今日よりは明日……より良い方へと向かって人は無む限げんに進んでゆけるのだと多くの人々が考えていた。


　だが。


　未来と繁はん栄えいは同じ方向にあるのだと無む邪じや気きに信じていた日々は──信じる事のできた日々は〈イエルネフェルト事変〉と共に終わったのだ。


　希望という言葉は最も早はや欺ぎ瞞まんでしかない。


　あの〈イエルネフェルト事変〉以来──人々の胸には漠ばく然ぜんたる未来への不安が横たわっている。人類社会というものが、実は何かの拍ひよう子しにあっさりと崩くずれ去ってしまいかねない砂上の楼ろう閣かくであったのだと、人々は気付いてしまったのだ。


　だから多くの人々は不安を紛まぎらわせるものを欲した。それまで信じてきた希望の抜ぬけ落ちた穴を埋うめるためのものを求めたのだ。


　そうして──その後の展開は需じゆ要ようと供給の関係に過ぎない。


　人々の不安を紛らわせる為ために数多くの価値観が乱立し、分ぶん裂れつし、そして多様化しながら広がっていった。宗教などというものはその価値観の一形けい態たいに過ぎない。


　ランパル真教もそうした新興宗教の一つだった。


　ランパル真教は、ホルスト教の一派──ランパル派が更さらに分裂したものである。現在信徒はわずかに四千人程度の比較的小しよう規き模ぼな集団ではあるのだが、分かり易やすい教義と教祖のカリスマ性などから熱心な信徒が多く、その数も増加の傾けい向こうにあった。


　しかし──


「ひっ……ひいっ……いいっ……」


　娘むすめの声は老ろう婆ばのそれの様にひび割れていた。


　肺はいの空気を残らず絞しぼり出すかの様な悲ひ鳴めいを上げて、上げ続けて、喉のどを痛いためてしまったのであろう。その口からは最も早はや、途と切ぎれ途切れの喘あえぐ様な声しか出てこないが……本人は今もなお悲鳴を上げ続けている積つもりなのかもしれない。


　娘の周囲には幾いくつもの死体が転がっている。


　血に染まったり焼け焦こげたりしているせいで、判はん別べつし難がたい屍しかばねも多いが、それらはいずれも少女と同じランパル真教の青い信しん徒と服ふくを身に付け、その大半が首に同心二重円の──ホルスト教系列の宗教にしばしば使われる聖印──をあしらった首くび飾かざりを絡からませていた。


　ここはトリスタン市に在あるランパル真教の教会である。


　平屋建てで、そう大きな建物ではないが──ここはつい先さき程ほどまで百名余りの人間で満たされていたのだ。


　これは普ふ段だんの礼れい拝はいの参加率どころか、トリスタン市におけるランパル真教の信徒数をも越こえる数字だ。百名の参加者の中には、信者とは言い切れないような、興味本位の者達も混じっていた。


　教祖であるヨアヒス・ロザムンデが直じき々じきにこの教会を訪おとずれて説法を行っていた為である。


　最近、魔ま族ぞく事件や凶きよう悪あくな犯罪の多いトリスタン市に住む信徒達を、教祖自ら激げき励れいするというのが名目であるが……信徒だけでなく部外者の参加をも呼びかけていた事から、今回の説法が信徒数増加を狙ねらったものであるという事は想像に難かたくない。口の悪い連中に言わせれば、元々ヨアヒスの行うのは説法などというものではなく、ある種の宗教儀ぎ式しきであり、『客寄せ』の為の『見せ物』に過ぎないのだという。


　ランパル真教の教義はある意味で特とく殊しゆだ。


　その基となったホルスト教は、魔ま法ほうという技術そのものに対して何ら公的声明を発していない。〈聖シューマンの実験〉以来、肯こう定ていも否ひ定ていもせず、ただ無む視しするような態度を採とっているのだ。決して好意的な見方はしていない様だが、社会の一部としてその利便性が組み込まれている以上、正面きって批ひ判はんする訳にもいかない……という事らしい。


　だがランパル真教は積極的に魔法について言げん及きゆうしている。


　彼等の教義によれば魔族は心の汚けがれた人間がなるものであるという。


　教祖の教えに従したがい、修業を繰くり返していれば心身共に浄じよう化かされ、たとえ魔法を使っても魔族になどなる事はない……というのが教祖ヨアヒス・ロザムンデの主しゆ張ちようだ。この教義を真実として宣伝するためにヨアヒスはしばしば説法の途と中ちゆうでモールドに拘こう束そくされる事もなく、呪じゆ文もん詠えい唱しようさえせずに簡単な魔法を使って見せていた。


　小規模ではあるものの、魔力計にも反はん応のうする本物の魔法を使って見せる事で、彼は信徒達の畏い怖ふを集め、宗教団体としての結けつ束そくをより強固なものにしていたのである。


　ただし──ヨアヒスが本当に魔法を使っているのだとすれば、それは魔法士ソーサリスト法や都市内魔法行使条例に違い反はんしている事になる。このため、公的機関──特に魔法管理局とランパル真教はしばしば教祖の起こす『奇き跡せき』の是非と真しん偽ぎを巡めぐって対立を続けていた。


　だが──


「ひ……い……い……」


　散らばる死体の真ん中に座すわり込こんだまま、娘むすめは動く事さえできないでいた。腰こしが抜ぬけるどころの話ではない。あまりに衝しよう撃げき的てきな光景を見せられて、心と身体が嚙かみ合わなくなってしまっているのだろう。


　一時間前までは百名以上の人間で溢あふれていたこの教会の中に、今や存そん在ざいする生命はたった二つしかなかった。


　娘と──そしてその眼前に立つ、見るもおぞましい怪かい物ぶつと。


　一いつ般ぱん的にそれを指し示す場合には『魔族メレヴエレント』あるいは『魔法中毒患者ＳＡ』などという単語が便べん宜ぎ的に用いられるものの──その姿すがたの印象を余すところなく表現するには、あまりにもそれらは無力で稚ち拙せつな単語であった。


　限度を超こえて魔法を使ってしまった人間のなれの果て。人という在あり様ようの終しゆう焉えん。


　それはある意味で存在自体が人間性への冒ぼう瀆とくであり、極きよく端たんで不気味な戯画カリカチユアであった。


　魔族の形けい態たいは個体差が激しく、一体とて全く同じ姿の個体は確かく認にんされていない。それぞれが個性的ユニークであり、同時に極端でもある。専門家に言わせれば、その形状差があまりにも激しいため、そもそもそれらを同じ存在として扱あつかう事が──一ひと括くくりにそれらを『魔族』と総そう称しようしてまう事そのものが正しいかどうかさえ疑ぎ問もんが残るという。


「ひいい……」


　娘の前に在るそれは──魔族としてはむしろ小こ柄がらだと言えたろう。成人男性の胸の辺あたりまでしか背せ丈たけがないのだ。女子供と比べても殊こと更さらに大きくは見えない。


　だがその形はでたらめだった。


　全体的にはある種の蜥蜴とかげを思わせる形状をしている。長い尻尾しつぽを備そなえ、いびつな前ぜん傾けい姿し勢せいが人間などとは明らかに異ことなる骨格の存在を証明していた。


　腕うでは小さく指は二本。爪つめらしきものはついているが、凶きよう器きとして使う以外に何の役にも立ちそうにない。表面は濡ぬれたような光こう沢たくを持った蒼あお。しかも何やらイボ状の盛り上がりが全身のあちこちに付ふ属ぞくしている。


　だが、その姿における異常性の極きわみは胴どう体たいや四し肢しではなく頭部にあった。


　顔が──無い。


　代わりにあるのは巨きよ大だいな花か弁べんであった。


　見るからに毒々しい紫むらさき色いろをした巨大な花が咲さいている。まるで何かの冗じよう談だんの様に首から上で開花している。その中心からは雄おしべや雌めしべを思わせる突とつ起き物ぶつが数本伸のびており、昆こん虫ちゆうの触しよつ角かくの様に小こ刻きざみに震ふるえていた。


「おはなあああああ……はなっはなっはなあ……おはなでえええすううううう」


　何ど処こに口があるのかは分からないが、ゆさゆさと花弁を揺ゆらしながら魔族は歌う様に言う。いや──魔族にすれば歌っている積つもりなのかもしれない。多くの場合、彼等の精神は人間の常識など全く及およばない領域に在る。彼等と意志の疎そ通つうを図る位なら、まだ重症の麻ま薬やく中毒患かん者じやと話している方が有ゆう意い義ぎだろう。


「おはなのおやこ～こっこっここ～おみずちょろちょろ～おはなはぱっぱ～」


「あひ……ひ……ロザムンデ様……ロザムンデ様あ……お、おま、おま、お護まもり……ください……どう、ど、どうかお護り……くだ……ください……どうかどうかどうか──」


　娘むすめは唯ゆい一いつ自由になる口を動かし、際さい限げんなく漏もれ落ちる無意味な悲ひ鳴めいの中から、何とか意味のある言葉を絞しぼり出す。この期ごに及んでも、真しん摯しに祈れば教祖の奇き跡せきが自分を救ってくれるとでも思っているのか。あるいは単に、それは絶対的窮きゆう地ちにおいて、信じるものにすがることで恐怖から目を背そむけようとするだけの行こう為いだったのか。娘自身にも恐らくは分かっていないだろう。


　だが何にせよ──この場において、何ら実じつ効こう性せいを持たない。譫うわ言ごとと大たい差さなかった。


　庇ひ護ごと救済を求めても奇き跡せきは起きない。それだけは確かだった。


　何な故ぜならば娘がすがるべき教祖は既すでに黒くろ焦こげの死体となって演えん壇だんの側そばに転がっているからだ。そして──彼の『奇跡』を支ささえてきた力は、今その方向を変えて彼女の前に立ちはだかっているからである。


　魔族は何の脈みやく絡らくもなく──いきなり演壇を突つき破って現れた。


　咆ほう吼こうしながらその四し肢しで、そして魔法でまず近くにいた教祖を殺害し、更さらにはその側そばに侍はべっていた上級信徒を殺さつ戮りくした。哀あわれ教祖は常つね日ひ頃ごろから信しん徒とに説といている奇跡を以もつて身を守る事さえかなわず、十を超こえる部分に解体された上、怪かい物ぶつの発生させた魔法の炎ほのおによって、あっさりと焼き払はらわれてしまった。


　だが。


　もし落ち着いて考える余よ裕ゆうがあったなら、誰だれもが考えたに違ちがいない。


　どうして魔族がそんな場所から？　と。


「おはなさかして～さかして～さかそう～あいのおはなあ～ぴっぴぴ～」


　そう歌いながら魔族は腰こしの抜ぬけた娘の前に立った。


　まるで焦しよう点てんでも定めるかの様に触覚が一いつ斉せいに動いて、娘の顔に先せん端たんを向ける。


「ひ……ひ……ひい……」


　娘が引きつり気味の声を上げる。


　彼女に抵てい抗こうの意志など微み塵じんも無かった。


　信しん仰こうが在ろうと無かろうとこの怪物には関係がない。誰であろうとこの怪物の前では等しく犠ぎ牲せい者しやである事を強しいられる。他ほかに選ぶべき立場などない。信仰も道理も無力だ。ひたすら圧あつ倒とう的てきなこの怪物には通用しない。彼女の目の前に立っているのは、人間の常識の外側に棲すむ狂きよう気きの具ぐ現げんだった。


「へいわへいわへいわ～あいのあかし～おはな～すてきすてきすてっき～」


　そこまで歌ってから。


「しあわせ？」


　そう魔族は娘に尋たずねた。


「──ひっ……ひい……」


　無む論ろん、娘に答えられる筈はずもない。質問だと理解するだけの余裕もないだろう。彼女はかひ、かひ、と息の断だん片ぺんを吐はき出しながら魅み入いられた様に自分の上へとのしかかる巨きよ大だいな花弁を見み詰つめていた。


「しあわせ？」


　再ふたたび尋ねられ──娘は首を振ふった。質問に答えたというより、単に恐怖からの仕し草ぐさであったろう。迫せまり来る恐怖に対する拒きよ否ひの動きであったのだろう。


　だが──


「おはなでしあわせ～せせせええええええへへへへへ」


　微び妙みように魔族の声が変化する。


　みちり──と音をたてて魔族の身体からだに付属しているイボが裂さけた。


　めくれ上がる様にして皮が開き、その中に在あったものをさらけ出す。


　大小幾いくつもの──眼球を。


　イボの中に隠かくれていた眼玉はぎょろりぎょろりと周囲を見回し、そして一斉にぴたりと動きを止めた。角度の違いはあるものの──眼はいずれも娘の方を向いている。


「…………っ！」


　何本もの視し線せんを浴びて、娘は失しつ神しんしそうになった。


　全部、同じだ。その眼にはある種の期待が色づいていた。実は未いまだ男を知らない娘にもそれはなぜかはっきりと分かった。


　情欲である。


　この化け物は、この化け物は──


　戦せん慄りつする少女の眼の前で、花弁が震ふるえる。


　その奥おくから──肉色をした触しよく手しゆが這はい出てきたのは次の瞬しゆん間かんであった。


　触手はゆっくりと執しつ拗ような動きで、嬲なぶるかの様に──あるいは味わうかの様に──信しん徒と服ふくの上から娘の身体に触ふれ、撫なでてゆく。頰ほお。髪かみ。胸。腹。そして──股こ間かん。愛あい撫ぶと呼ぶにはそれはあまりにおぞましい行こう為いだった。


「いや……やだ……やめろ……やめて……」


　娘が哀あい願がんする。無む駄だとは心のどこかで理解していたが、それでも許ゆるしを乞こわずにはいられなかった。こいつに殺されずに済すむのなら何でもできる。できる筈はずだ。なめろと言われれば便器だってなめる。切れと言われれば指だって切り落とす。それで助かりさえするならば。


　だが──それだけは。それだけは嫌いやだ。


　人間に犯おかされるのはいい。まだいい。それは望んだ相手ではないにせよ、人間としての営みであり、いつかは誰かと行う事だ。深い心の傷を負うかもしれないが、それはまだ克こく服ふくできる。克服した女性も少なくない。希望がない訳ではない。


　だが──


「来るな……来ないで……来るな、来るな、来るな……」


　肉色の触手の先せん端たんに切れ目が生じ、それが唇くちびるのように──否いな、瞼まぶたのように開いた。その奥から押おし出されるようにして出てきたものは──やはり眼球であった。


「おはなでしあわせ～おはなですう～」


　突とつ起き物ぶつ先端の『眼』が細まる。


　笑ったのだ。


「い──……」


　そう気付いた瞬間、娘の中で何かが音をたてて弾はじけ飛んだ。必死に抑よく制せいしていた恐きよう怖ふが、爆ばく発はつする。娘の口は裂さけるほどに開かれ──


「やああああああああああああああああああああああああああああ──っ!!」


　絶ぜつ叫きようする。


　肺の空気を残らず絞しぼり出し、喉のどから血を噴ふきながら、娘は叫んだ。痙けい攣れんし、失しつ禁きんし、辛かろうじて残っていた正気を残らず弾けさせながら、娘は叫び続けた。


　だが魔族が、それに怯ひるむ筈もない。


「はなあああああああああああっ!!」


　むしろ歓かん喜きの声を上げながら、怪物は娘に覆おおい被かぶさってゆく。


　娘の絶叫と怪物の歓声と。


　それらは死体が散らばる教会の中で長々と尾おを引いた。





　　　　●　　　●　　　●





　レイオット・スタインバーグは立ち止まって目の前の扉を眺ながめた。


「これは──凄すごいな」


　呟つぶやいて彼は端たん整せいな──しかし、いつも何かを斜ななめから見ているかの様な不ふ真ま面じ目めな表ひよう情じようが染しみついた──顔を、うんざりした様よう子すで歪ゆがめる。普ふ段だんから白々しい程ほどに表オ現ー過バ剰ーで、わざとらしい表情を見せる青年ではあるが、今回ばかりは心底から辟へき易えきしているのか、その顔には疲ひ労ろうじみた陰かげりさえ滲にじんでいた。


　ただし、今はそんな彼の様子を傍はた目めからは見る事はできない。


　いつもの小さなサングラスは外はずしており、髪かみの毛も邪じや魔まにならぬよう全すべて後ろに流して束たばねているのだが、その代わりに黒い樹じゆ脂しと鋼はがねの仮か面めんが彼の顔を覆おおっていた。彼の体たい軀くも同様に樹脂と鋼と革かわによって構成された鎧よろい状じようのものが覆っている。


　それはタクティカル・モールドと呼ばれるものだった。


　魔ま法ほう工学の粋すいを集めて作られた特とく殊しゆ作業服──モールド。


　特に戦せん闘とう用ようとして作られたタクティカル・モールドは、その機能故ゆえか、威い嚇かく的てきな印象が強く、これを帯おびた戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの姿すがたはしばしば鎧よろい装しよう束ぞくの騎き士しに喩たとえられる。


　だが子し細さいに見ればその姿は甲かつ冑ちゆうよりも鋭するどく洗せん練れんされ、その一方で美意識の欠片かけらもない実用本位の形状を示しているのが分かるだろう。装そう飾しよく部品は無く、各部に装そう着ちやくされた金属部品や金具が、まるで人形の機械であるかの様な雰ふん囲い気きをそこに醸かもし出していた。


　そう──これは厳げん密みつには鎧ではない。


　敵からの攻こう撃げきに対する対外的防ぼう御ぎよとしての効能以上に、己おのれの中で暴あばれ出す魔ま性しようを抑おさえ込こむ為ための機能を期待されて作られている作業着の一種だ。それは安全装置であり人間の形を保つための鋳い型がたである。故にこうしたモールドを一いつ般ぱん人じんは侮ぶ蔑べつの意味さえ込めてこう呼ぶ。


『拘束着ストレイト・ジヤケツト』──と。


　ちなみに今レイオットを包み込んでいるのは、彼の愛用のモールド──〈スフォルテンド〉と名付けられた黒いタクティカル・モールドである。


　戦闘用であるタクティカル・モールドは、救急魔法士ＲＳや一部の産業魔法士ＩＳなどと異ことなり、気密性や耐たい熱ねつ性よりも運動性に重点を置いて作られる事が多い。


　故に──


「一人や二人じゃないな……」


　仮面に覆われてはいても、五感はほぼ直接現場の空気に触ふれる。空気中に漂ただよう濃のう密みつな臭においにレイオットは気付いていた。


　血けつ臭しゆうと──そして何かが焦こげた臭い。


　扉とびらの向こうの空気が漏もれ出してきているのだろう。建物の外でこの状じよう態たいなのだから、中がどういう状じよう況きようになっているのかは推おして知るべし、である。


「一人でも生き残ってればいいが」


　呟つぶやいてレイオットはその長大な商売道具を持ち上げた。


　一見すれば機関銃や対戦車ライフルを思わせる形状をしているが、よく見ればより複雑で奇き妙みような形をしている。ライフルに電動鋸のこと火か炎えん放射器を足して割れば近い印象になるかもしれない。


　スタッフと呼ばれる魔ま法ほう装置の一種で、魔法の発動を補助し、同時に収しゆう束そく、増ぞう幅ふくを行う為ためのものだ。独立した機械の様にも見えるが、これはモールドの一部に過ぎない。本体であるモールドに組み込まれている場合もあるのだが、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストのタクティカル・モールドは運動性を重視して軽量化と稼か働どう範はん囲いの確保が設計上の優先事項とされている為、大たい抵ていの場合は分ぶん離り型がたになっている。


「──よっと」


　呟いて装桿ボルトを引く。


　疑似詠唱端子キヤスターが呪文書式板スペル・タグの上をなぞって基き礎そ級きゆう戦術魔法一回分を無音詠唱ダムキヤスト。傍はた目めにはたったそれだけの動作でしかないのだが、同時にモールドを介かいしてスタッフと接続された魔法士ソーサリストの脳のう裏りには、魔法を顕けん現げんさせるための仮か想そう回路──事象誘導機関フエノメナイズ・エンジンの一部が構成され、虚数界面アストラル・サイドにおいて構築された機関本体との同期を始める。


　後はただ撃発音声トリガー・ヴオイスを唱となえれば、魔法士の脳を経路としてスタッフに注ぎ込まれた事象誘導機関の演えん算ざん結果が現実世界──事象界面マテリアル・サイドに『魔法』を発生させるという寸すん法ぽうだ。


「さて──」


　レイオットはスタッフを構かまえその先せん端たんで扉とびらを押おし開いた。


「またこいつは……派は手でにやったな」


　ゆっくり歩を進めつつレイオットは建物──ランパル真教の教会内部を見回した。


　見るも無む惨ざんに破は壊かいされた骸なきがらが、あちこちに散らばっている。恐おそらくはここに集まっていた信徒達なのだろう。焼死体もあれば引き裂さかれたらしい死体もある。磨みがいたように真新しい印象の骸がい骨こつまであるが、これは一体どのような殺され方をしたのだろうか。


「──なるほど、あれか」


　呟いてレイオットは一段高くなった演えん壇だんを眺ながめた。


　真ん中に大穴が空いている。そこから内側を見れば、演壇の下は中空構造になっているのが分かった。破片の飛び散り方からして、演壇を突つき破り、中から何かが飛び出してきたのであろう。


「自じ業ごう自じ得とくか。まあ──あんまり他ひ人との事は言えないが」


　ランパル真教の教祖が使う『奇跡』──つまりは魔法に関しては、一いつ般ぱん社会でこそ真しん偽ぎ不明の謎なぞとされていた。だが、レイオットの様な裏社会に片足を突っ込んだ戦術魔法士の眼めからすれば、秘密と呼ぶのもおこがましいような、馬ば鹿かげた詭計トリツクに過ぎない。手品と呼べば手品師が立腹しかねないような、くだらない代しろ物ものだ。


　要するに──魔法はヨアヒス本人が使っていた訳わけではないのである。


　ちゃんとモールドを身につけ、『奇き跡せき』を演出するための──恐らくはレイオット同様に無モ資グ格リの──魔法士ソーサリストが、演壇の下にいつも隠かくれていたのだろう。その者こそが教祖が信しん徒と達に示してみせる『奇跡』の、言うなれば種であり仕し掛かけであったのだ。


　教祖はもっともらしい仕し草ぐさをして見せるだけ。実際に魔法を使うのは隠かくれている魔法士だ。効果顕けん現げんの位置をずらせば、教祖が自みずから魔法を行使している様に見せかける事もできる。自ら魔法を使っていないのだから、修業云うん々ぬんに関係なく、魔族化しないのは当然だ。


　だが──今回はそれが仇あだとなった。


　教祖にとっての最高機密であるが故ゆえに、モールドの整備を正規のモールド・エンジニアに頼たのむ事もできず、高品質の部品を確保する事もできないまま、魔法士は魔法の使用を余よ儀ぎなくされていたのだろう。そしてその結果、遂ついにモールドの致ち命めい的てきな部分に破は損そんが生じ、その状態を知らずに魔法を使った魔法士は魔族化してしまった──ろくに根こん拠きよもない想像ではあるが、まず間ま違ちがいあるまい。


　教祖にしても魔法士にしても、まさしく自じ業ごう自じ得とくだ。もっともそれに騙だまされたままこの場に居合わせる事になった信徒達にとっては、とんだ災さい難なんである訳だが。


「──ん？」


　レイオットは首を傾かしげて演えん壇だんに歩み寄った。


　巨きよ大だいな花が咲さいている。


　演壇のすぐ脇わきで、異様に大きな花が、毒々しい紫むらさき色いろの花弁を開いているのである。


　たった一輪だが一ひと抱かかえほどの大きさがある。屍しかばねの散乱する惨さん劇げきの現場において狂くるい咲くには相応ふさわしい代しろ物ものかもしれないが──何な故ぜこのような花が此こ処こにあるのか。


「なんだ、こりゃ。教祖来らい訪ほうの祝いわいに誰だれかが持ってきたのか？」


　呟いてレイオットは花に近づく。


　そして──


「──って、んな訳ねえだろ」


　轟ごう音おんが教会内部に跳はね返る。


「はなあああああっ!?」


　花弁の真ん中から血を噴ふきながら、その異様な花は──花に擬ぎ態たいしていた積つもりの魔族は暴れ回った。どうやら騙せる、と思っていた相手からいきなり銃じゆう撃げきを食くらったので、驚おどろいたらしい。


「はなあ、はなあ、おはなあああああっ！」


「分かった、分かった」


　レイオットは左手に構えていた愛用の回転弾倉式拳銃リボルヴア〈ハード・フレア〉カスタムを腰こしのホルスタに戻もどすと、暴れ回る──あるいは地じ団だん駄だを踏ふんで悔くやしがっているのかもしれないが──魔族メレヴエレントにスタッフを突つきつけた。


「充じゆう分ぶん咲いただろ。後は散るのが花の仕事だぞ」


「はなあっ！」


「──顕イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイス。


　瞬しゆん時じに顕けん現げんした魔ま法ほう──〈アサルト〉が魔族に向けて襲おそいかかる。


『猛もう撃げき』と名付けられているこの〈インパクト〉の上位魔法は、言ってみれば『見えない砲ほう弾だん』である。力場に封ふう入にゆうされた衝しよう撃げき波はは着ちやく弾だんの瞬しゆん間かんに解放され、相手を粉ふん砕さいする。


　有効射程が散弾銃や拳けん銃じゆうより短い上に、破は壊かい力りよくの意味では衝撃と加熱の二段構がまえである〈ブラスト〉には及およばないが、火気を伴ともなわないので屋内で使用しても火災原因になる危険性は低く、細かな制せい御ぎよも利きき易やすい。


　下級の魔族であれば一撃で沈ちん黙もくさせるだけの威い力りよくが〈アサルト〉にはある。


　だが──


「はななあっ!!」


〈アサルト〉着弾。


　衝撃が解放され、教会に先さき程ほどの銃声とは比ひ較かくにならない程の轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。


「ちっ──」


　しかしレイオットは間かん髪はつ入れずにスタッフを操作、次の魔法を選せん択たくして無音詠唱ダムキヤストした。


　魔族が高々と跳ちよう躍やくして〈アサルト〉を回かい避ひしたのである。異常な跳躍力は、魔法を併へい用ようした結果であろう。やはりこれも魔法を使っての事か、魔族はそのまま、天てん井じように設けられたステンドグラスに張はり付いて顔を──顔であろうたぶん──レイオットに向けた。


「ひどいわ～おはなだって～いきてるのよおお～」


「……いや、あのな」


「はなの～いのちは～みじかいのよ～とってもとっても～」


「あくまで花だと言い張るその信念には素す直なおに敬けい服ふくするけどな」


　言いながらレイオットが次の攻撃を放とうとした──その瞬間。


「ん──!?」


　ステンドグラスの向こうに影かげが生じた。


　人影……であろう。少なくとも四し肢しと頭部は確かく認にんできるが、魔族の身体からだの向こう、しかも硝子ガラスの色と歪ゆがみを介かいしての事なので、詳しよう細さいまでは見て取れない。


　だが──


「はなっ!?」


　背後の気配に気付いて振ふり返る魔族。


　同時にぴしりとステンドグラスに亀き裂れつが走る。


　魔族の仕し業わざか、それとも人影の仕業か、あるいは別の要因か……次の瞬しゆん間かんステンドグラスが微み塵じんに粉ふん砕さいされ、魔族とその人影は空中に投げ出された。


「おおおおーはあああああーなあああああー……」


「イグジストっ!!」


　落下しながら間ま延のびした声を上げる魔族とは対称的に、切り込むような鋭するどい声が響く。


　撃発音声トリガー・ヴオイス。


　高らかな死し刑けい宣せん告こくと同時に、爆ばく発はつ的てきな力が魔族の内部から弾はじけた。


〈ブラスト〉──通つう称しよう『第一の劫ごう火か』である。


「──えええげぎょおおおおおおおっ!?」


　落下する魔族が、絶叫する。


　至近距きよ離りで〈ブラスト〉をくらった──正しくはその発現点を己の内部に設定された魔族は、全身に無数の裂れつ傷しようを生じさせ、そこから炎ほのおを噴ふき出して悶もん絶ぜつした。


　体内で焼しよう夷い手しゆ榴りゆう弾だんが爆発したようなものだ。


　いかな復元力を誇ほこる魔族とて、これに耐たえられはしない。事実、教会の床ゆかに激げき突とつして跳はねた魔族は身体中のあちこちから炎と煙けむりをたれ流しながら動きを止めている。


　勝負はついたといっていい。だが──


「──ふっ」


　短い息を吐はく音と共に人影の──それがモールドを装備した戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである事は最も早はや疑うたがいの余よ地ちがないが──落下が止まる。どうやら前もってワイヤを何ど処こかに引っかけてあったらしい。


　その戦術魔法士は素す早ばやくワイヤをモールドからはずし、鮮あざやかな体さばきで着地。同時に素早くスタッフを操作して次の魔法を無音詠唱ダムキヤストした。


　更さらに──


「我われ・法ほうを破やぶり・理ことわりを越こえ・殲せん滅めつの意い思しを抱いだく者なり！」


　補助呪じゆ文もんを口頭詠唱リアルキヤストで追加プラグイン。


　大たい抵ていの低位魔族は〈ブラスト〉の一撃でも倒たおせるが、稀まれにこれに耐たえる魔族も存そん在ざいする。結局のところ、魔族を倒せるかどうかは、銃じゆう弾だんであれ魔法であれ魔ま力りよくを司つかさどる脳を回復不ふ能のうなまでに──具体的には五割を破は壊かいできるかどうかにかかっているからだ。他の部分をいくら破壊しても、決定打にはならない。魔族の異常な回復能力は、たとえ肉体の八割を失っていても、脳さえ無事なら完全体に復ふつ帰きさせてしまう。


　故ゆえに、熟じゆく練れんの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは魔族が完全に息絶たえたと確かく認にんするまで、戦せん闘とうの手を緩ゆるめない。


「──グロークン・グロークン・エイテ・イム・シーンス！　〈ヴォルテックス〉──」


　構かまえたスタッフの前方に回転する紅あかい魔ま法ほう陣じんが出現する。


　高こう効こう率りつ稼か動どうする事象誘導機関フエノメナイズ・エンジンの影かげ。本来、虚数界面アストラル・サイド下かにあるそれは、不ふ可か視しの存在である。だが、補助呪文を追加されて強制的に力を増ぞう幅ふくさせられている魔法の回路が、解放の時を待てずに魔力を事象界面マテリアル・サイドに滲にじみ出させているのだ。


　その戦術魔法士はスタッフを構え──


「──イグジストッ！」


　存在そのものを断ち切るような鋭するどい撃発音声トリガー・ヴオイス。


　それを顕現のきっかけとして、魔法は発動する。


　空間に突とつ如じよとして発生した渦うず巻まき──高出力の力場によって構成された強力な渦か動どうは、瞬しゆん時じに目標を捕とらえて収束した。


　無限に小さく絞しぼり込まれてゆく渦の中で、魔族とその身体を包む炎ほのおは、引きちぎられ、押おし潰つぶされ、際さい限げんなく破は壊かいされ続ける。脳の五割──どころの状態ではない。細さい胞ぼうの一個まで残さずすり潰つぶした渦は、次の瞬間、役目を終えて消しよう滅めつした。


　強大な力場によって歪ひずんでいた空間が復元され、大気が爆ばく音おんにも似た響ひびきを発する。


　粉ふん砕さいされた魔族は、塵ちりとなって四方八方に飛散していった。


　後には何も残らない。対魔族戦せん闘とうは基本的に、徹てつ底ていした殲せん滅めつ戦せんだ。


「──わお」


　轟ごう々ごうと唸うなりながら教会内を風が吹ふき荒あれる。


　それをモールドの仮か面めんに受けながら、割り込んできた戦術魔法士は上じよう機き嫌げんに笑った。


　だが──


「なんでお前が此こ処こにいるんだ？」


　何ど処こか疲つかれた様なレイオットの声に──その戦術魔法士は振ふり返った。


　白と紫むらさきという、ある意味ではとても派は手でな彩色カラーリングのモールドに、レイオットは見覚えがあった。背中の側に回れば、何本もの鎖くさりに縛しばり上げられた少女の図案を取り入れた紋章エンブレムが描かかれているのを見る事ができる筈はずだ。


「おや。久しぶり──レイ。元気にしてた？」


　朗ほがらかとも言うべき声がそう応じる。


　モールドの仮面に遮さえぎられてはいるものの、それは明らかに若い娘むすめの声であった。


　フィリシス・ムーグ。


　それが彼女の名前である。レイオットと同じく一流の実力を持つ若き戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストであるが、こちらは女性で、しかも正規の資格を持った、真っ当な魔法使いであった。


「いやまあ、元気は元気だが──」


　レイオットはやや困こん惑わく気味の口く調ちようで言った。


「で──どうして君が此処に居るの？」


「だからそれは俺おれが聞いてるんだよ。今動ける正規の魔法士が居ないってんで俺が駆かり出された筈なんだがな」


「……ははあ。手て違ちがいかな」


「まあそうなんだろうな」


　レイオットはため息混じりにそう言った。


　ケースＳＡ──俗ぞくに言う魔族事件ケースＳＡに関しては、魔族が成長して等級を上げてしまわない内に処理するのが望ましい。全すべての魔族がその究極形けい態たいである〈魔王ルシフエル〉にまで成長するとは限かぎらないのだが、魔族は等級が上がれば上がるほどにその能力は倍加する。このため、とにかく魔族事件に関しては可か能のうな限り早急の処理が行われるのが常つねだ。


　だが、処理を急ぐあまりに戦術魔法士同士や、魔法管理局の監かん督とく官かん同士の連れん絡らくが不十分になってしまう事が、ごくたまにある。今回はそうした事例なのだろう。


　とはいえ──


「こういう場合……俺の報ほう酬しゆうはどうなるんだろうな？」


「──さあ？」


　白と紫のモールドを纏まとった女戦術魔法士は、気楽な仕し草ぐさで肩かたを竦すくめて見せた。
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　北歴一八九九年。


　ユーフォニア大陸にある帝てい政せいの小国アルマデウスにて、後に〈聖シューマンセント・シユーマン・の実験エクスペリメント〉と呼よばれる事となる公開実験が行われた。


　魔法。


　迷めい信しんという壁かべの向こうに潜ひそみ、歴史の裏うら側がわで連れん綿めんと受け継つがれてきた秘ひ儀ぎ──その検証実験である。数多くの著ちよ名めい人じんを招まねいて行われたこの実験で、提てい唱しよう者しやたるジョージ・グレコ教授と彼の率ひきいる研究班は、この常識を大きく超こえる『技術』が現実に利用可能である事を示しめして見せたのである。


　この日を境に、世界の様相は大きく変わった。


　一定の処置を受ければ、ほぼ誰だれにでも使える超ちよう物理的な力。無公害でありながら、ありとあらゆる分野に応用できる画期的な技術。それが魔法であった。


　産業的、経済的、医い療りよう的、そして軍事的──ありとあらゆる活用方法が考えられ、ありとあらゆる方面に魔法は革命を促うながした。新時代の到とう来らいに人々は酔よい、技術は改良に改良を重ねられて急速に進歩した。


　だが──実験から二十五年後の冬。


　人類はその便利な技術の陰かげに隠かくれていた落とし穴にようやく気付く事になる。


　人間の魔族化。


　魔法を使いすぎた人間は、その体内に呪じゆ素そと呼よばれる不ふ可か視しの汚お染せんを溜ため込こみ、これが一定量に達した者は、その人間としての在あり方を冒おかされてしまう。彼等はその肉体と精神の双方に激しく異常をきたし、魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト──俗ぞくに『魔族メレヴエレント』と呼ばれる存そん在ざいへと変へん異いを遂とげる。そしてそれは、人類の天敵ともいうべき、危険極きわまりない存在だった。


　しかし。


　それでもなお人類は魔法を使い続けた。


　既すでに世界は、魔法を既き存そんのものとして己おのれの内に組み込んでしまっていた。それが存在する事を前提として社会構造は変化し、最も早はや後あと戻もどりできなくなっていた。今いま更さら、その技術がもたらす途と方ほうも無い恩おん恵けいを、捨て去る事など人類にはできなかったのである。


　それ故ゆえに人類は事じ態たいに対して二つの対たい処しよ方法を編あみ出した。


　一つは『魔族化を抑よく制せいするための方法を開発する事』。


　そして『魔族化した人間を速すみやかに駆く除じよする事』──である。


　幸さいわいにして、〈イエルネフェルト事変〉以前から、呪じゆ素その存在を察さつ知ちし危険性を訴うつたえてきた一部の人間により、魔族化抑制の技術はある程度の完成をみていた。それが現在、モールドと呼ばれている魔法装置の始まりである。


　肉体的にも精神的にも魔法的にも──人間を人間の形としてとどめおくための鋳い型がた。暴れ出そうとする体内の魔ま性しようを御ぎよするための仕し掛かけ。それが魔法使い達の肉体をまるで締しめ付けているかのようにも見えるため、いつしかモールドをまとった魔法使い達を、人々は〈ストレイト・ジャケット〉と呼ぶようになっていった。


　だがどれだけ注意をしても事故というものは発生する。また不用意に魔法を使って魔族化してしまう人間は、常に一定数存在していた。魔法がこの世界から無くならない限り、魔族もまた根こん絶ぜつされる事は無いのだ。


　こうして──軍ぐん属ぞくの魔ま法ほう使つかい達の流れを汲くみ、戦せん闘とう技術に特化した魔法を使って、魔族や違い法ほうな魔法使いを狩かる事を生なり業わいとする者達が現れた。


　それが戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト──鎧よろいに身を包んだ現代の魔法使い達であった。
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　改めて教会内に散乱する死体を見回してフィリシスは言った。


「これはまた結構な数だね」


　普ふ通つうの人間ならば目を覆おおうどころか、嘔おう吐としかねない惨さん状じようではあるが、フィリシスの口く調ちようは平然たるものだ。戦術魔法士をしている以上、このような場面に出会う事は珍めずらしくない。今更悲ひ鳴めいを発する様な繊せん細さいさなど、彼女には無む縁えんのものだろう。


「トリスタン市のケースＳＡとしては最大の被ひ害がい規模かもな」


　並んで歩きながらレイオットが言う。


　レイオットもフィリシスも、共にスタッフを構かまえたままだ。無音詠唱ダムキヤストも済すませてある。


　彼等が戦闘態たい勢せいを完全に解かないのは、魔族が現場に一体とは限らないからだ。魔族が一体だと思って油ゆ断だんしたところを殺された魔法士も居る。魔法による戦闘直後はその場に残ざん留りゆうする魔力偏へん差さが激しく、魔力計は役に立たないのである。


「ローゼンストックの工場の件は？」


　ふと思いついたような口調でフィリシスが尋たずねてくる。


「聞いてるよ。中級二体相手に頑がん張ばったんだって？」


「施し設せつの損そん壊かいは大きかったが、死者は四十人ほどだったからな──これほどじゃない。しかも今回は全部民間人だ。揉もめるぞ」


「──レイ。あれ」


　ふとフィリシスが立ち止まって壁かべ際ぎわを指さす。


　そこだけがまるで箒ほうきで掃はいたかのように、諸もろ々もろの死し骸がいが除よけられ、更にその真ん中──床ゆかの上で一人の娘むすめが仰あお向むけになっている。その胸がゆっくりと上下しているのを視し認にんして、二人は娘の側そばに歩み寄った。


　恐おそらくはこの事件における唯ゆい一いつの生存者だ。


　歳としはまだ二十歳に満みつまい。着ていた信しん徒と服ふくはずたずたに引き裂さかれ、ほとんど服の体てい裁さいを成なしていない。全ぜん裸らと大差なかろう。剝むき出しの肌はだには幾いくつもの傷が刻きざまれ、全身が血と埃ほこりにまみれている。


　だがそんな事は些さ細さいな問題だった。


　娘の──下腹部。最大の悲劇はそこにあった。


　下腹部だけが急激に肥ひ満まんしたかのように、大きく膨ふくれ上がっていたのだ。


「──犯やられてるな」


　レイオットが物もの憂うげな口調で言った。


　それに応ずるかの様に──それまで死人じみた虚うつろな眼めで天てん井じようを見つめていた娘が、身じろぎする。


「ひ──」


　娘は咳せき込こむような声を上げ、そして……


「ひ、ひ、ひひひ、ひひ、ひ、ひ、ひ、ひひひひ」


　娘は引き攣つるような声で笑い始めた。その眼はやはり天井を向いたままだが、もう何ど処こをも見ていない。完全に壊こわれてしまっていた。


　かくんかくんと人形のように痙けい攣れんしながら、娘は虚きよ無むを見み据すえて笑い続ける。


「ひひ、ひひひ、ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ」


「難なん儀ぎな事だね」


　そう言ってため息をつくフィリシス。


　この娘の身に何が起こったのかは想像がついた。たとえ精神が元に戻もどっても、彼女の一生はこれで終わったも同然だ。


　性周期として受じゆ胎たい可か能のうかどうかをどうやって見分けているのかは分からないが──魔族が人間の女性と性交こう渉しようを持った場合、相手の女性はまず間ま違ちがいなく魔族の子を宿やどす事になる。この娘もＣＳＡ──俗ぞくには半魔族ハーフ・ブルートと呼よばれる子供を産む事になるだろう。堕だ胎たい手術が行われる事もあるが、成功する事は極きわめて稀まれだ。


　父親たる魔族が何らかの魔法を使っているのか、ＣＳＡは受胎から一定時間まで爆ばく発はつ的てきな速度で成長する。個体によって差はあるが──多くの場合、数時間で妊にん婦ぷは妊娠八か月に相当する状態となるのだ。記き録ろくでは受胎から出産まで、たった数分という場合さえあったという。


　このため、魔族が倒たおされ、犠ぎ牲せい者しやが保護された時点では、もう堕胎手術ができないような状態になっている事が多い。胎たい児じの異常な急成長に伴ともない、母体が衰すい弱じやくしている場合も多く、強行すればかなりの高こう確かく率りつで犠牲者は死亡してしまうのである。


　もっとも……そこで死んだほうが幸せだという者も居るだろう。


　魔族の子を宿し、産んだとなれば母子共々施し設せつ行きだ。


　検査と称しようされる屈くつ辱じよく的で長い人体実験の日々に耐たえ、何とか出所する事ができても……表の社会に彼女等の居場所は無い。噂うわさではもう一度入れてくれと収容施設の門を叩たたいた親子すら居たという。


「んー……」


　フィリシスは左手で腰こしのポーチボックスから小型の拳けん銃じゆうを取り出した。


　四本束たばねた短い銃じゆう身しんに銃把グリツプを付けただけの様な単たん純じゆんな形状である。


　カープス社製〈コンパクト・ボックス〉──名前からも分かる通り、携けい帯たい性せいを重視した護ご身しん用よう銃で、精度的にも威い力りよく的にも、対魔族戦闘に使用する様な武器ではない。


　そんな銃をフィリシスが対魔族戦闘の現場に持ち込むのは、それがいざという時の自決用の道具であるからだと──レイオットは知っていた。


「……」


　フィリシスは〈コンパクト・ボックス〉の銃口を娘の額ひたいに向けた。


　娘は銃口を向けられた事にも気付かないのか──ただ痙けい攣れんするような息を吐はきながら、笑い続けている。恐らくその眼は何も見えていないのであろう。


「ひーっひっひっひひひひ……ひひひひひ」


　撃げき鉄てつを起こす小さな金属音が笑い声に重なる。


　フィリシスは引き金に指をかけ──


「──やめとけよ」


　ふと──レイオットが思い付いた様な口く調ちようで言う。


「……余よ計けいなお世せ話わか」


　呟つぶやくように言うフィリシス。


「たぶんな」


「──ん」


　フィリシスは特に異い論ろんを唱となえるでもなく、あっさり撃鉄を親指で押おさえながら安全位置に戻すと、銃を腰のホルスタに戻した。


「後は警察に任まかせればいいだろう。魔族はあの一体だけだった様だし、おつむの修理は専門外だ」


「そうだね」


　頷うなずいてフィリシスはスタッフの解かい放ほう桿かんを操そう作さした。


　ずっと活性状態のまま魔力回路を保持すると脳細さい胞ぼうに負ふ担たんがかかる。故ゆえにこうして無音詠唱ダムキヤストしたものの、使わなかった魔法に関しては、無理なく魔力回路を解放するための操作が必要になってくるのだ。


　レイオットも彼女と同様に解放桿を操作して回路を開放する。


　虚数界面アストラル・サイドで稼か働どうしていた魔力回路がゆっくりと還かん元げんされて消しよう滅めつしてゆくのを感じながら、レイオットは短くため息をついた。いつもの事だが、一気に視し界かいが明るくなった様な感じを受けるのは、やはりそれなりに脳のうが圧あつ迫ぱくされている証しよう拠こなのだろう。


「ところで……レイ？」


　何かに気付いたのか──フィリシスは小さく首を傾かしげて振り返り、仮か面めんの奥おくから探さぐるような視線を送ってくる。


「なんだ？」


「なんかちょっと──変わった？」


「……」


　レイオットは仮面の裏で苦く笑しようした。


　昔から細かい事にはこだわらない性格の女だったが──それは気が付かないという意味では無む論ろんない。むしろ他人に対する観察眼は人一倍鋭するどいと言っていいだろう。身近に居た人間に対してなら尚なお更さらの事である。


「ま……そうかもしれんな」


　そう言ってレイオットは肩かたを竦すくめた。





　　　　●　　　●　　　●





　数時間後。


　結局、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストレイオット・スタインバーグ及およびフィリシス・ムーグの重ちよう複ふく投入については魔法管理局側の手て違ちがい、という事が明らかになっていた。


「──申し訳在りません」


　そう言ってネリン・シモンズ二級監かん督とく官かんは深々と頭を下げた。


　彼女の動きに一いつ瞬しゆん遅おくれて、さらりと長い栗くり色いろの髪かみが肩から流れ落ちる。しばし彼女はそのまま無言で腰を折っていたが、やがて相手の出方を窺うかがうような仕し草ぐさでゆっくりと顔を上げた。


「ええと。その──」


　相変わらずの童顔が今日は尚なお更さらに幼おさなく見える。


　頰ほおを紅潮させて小こ柄がらな身体からだを更に縮ちぢこまらせているその姿すがたが、叱しかられた子供を連想させるのだ。それも普ふ段だんならしでかしそうにない様な、とてもつまらない失敗を犯おかしてしまった優等生……といった風ふ情ぜいである。


　そもそも、元々が魔法管理局支給の制服よりも女学生の格かつ好こうの方が似に合あいそうな娘なのだから仕し方かたない。何ど処こか幼い雰ふん囲い気きを残している彼女が監督官の格好をしていても、衣い装しようを押おし着せられている様に見えるのだ。


　そんな彼女の姿を微笑ほほえましいと評する者も居るかもしれないが──彼女自身はそれを屈くつ辱じよくと受け取りこそすれ、殊こと更さらに喜びはしないだろう。職業人としての信しん頼らい感かんに欠けると言われているのと同じ事だからだ。


「今回の不ふ手て際ぎわについては当方の──私の手違いから起こった事で……」


　少しずり落ちかけた眼鏡めがねを指先で押し上げ、ネリンは台詞せりふを繫つないだ。


「以後、こういう事のない様に、より一層職務に励はげみたいと思います」


「……いや、それはそれで迷めい惑わくな気もするが」


　そんな事を呟つぶやいてレイオットは周囲を見回す。


「それはともかくまず座すわろう、シモンズ監督官。周りの注目を浴あびてるぞ。目立つのが好きだってんなら俺おれは止めないが」


　レイオットの言葉通り──彼の陣じん取どるテーブルへ店内のあちこちから視し線せんが注そそがれている。午後二時という事でそう客の多い時間帯ではないのだが、それでも十人前後の制服を着た男女の姿があった。


　此こ処こは労務省魔法管理局トリスタン支局──その地下に設もうけられた食堂である。


　元々は職員が簡単な食事をとったり喫きつ茶さするための場所なのであるが、一いつ般ぱんにも開放されているのだ。もっとも値段の安さに正しく比例して味も決して良いとは言えず、一般人は無論、職員も時間や懐ふところに余よ裕ゆうがある限かぎり、わざわざ利用しようという者は少ない。ただし何な故ぜか椅い子すやテーブルはそこそこに良い品が並べられているので、職員が非公式の来客に対して応接室代わりに使うという場面はしばしば見受けられた。


　とはいえ──元々レイオットにしてみればあまり居い心ごこ地ちの良い場所ではない。


　無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである彼にしてみれば、魔法管理局はむしろ敬けい遠えんすべき場所の筆ひつ頭とうなのだ。事実上は野放しになっているとはいえ、立場上、絶対に歓かん迎げいだけはされない場所である。


　しかもどうやら店内に居た職員の中に、レイオットの顔を知っている者が居たらしい。明らかに眉まゆをひそめてひそひそと言葉を交かわしている連中も見かけられる。付き合いもない他人からどういう視線を浴びようが、今いま更さら気にする様な性格はしていないのだが……じろじろと珍めずらしい動物でも眺ながめる様な視線を受けて楽しいと思える程ほど、レイオットも達たつ観かんしてはいなかった。


「あ──はい。すいません」


　耳まで真まっ赤かにしながらネリンは頷うなずいてレイオットの向かいの椅い子すに腰こしを下ろした。


　彼女にとって今回の失敗はかなり精神的に痛いものであったらしい。


　元々がコツコツとした努力を惜おしまず、筆記試験などではいつも満点、若くしてそれなりの立場を任まかされる──そんな優等生型エリートタイプなのだが、ネリン自身それを自覚しているだけに、実務経験の無さから来た不ふ手て際ぎわについては、恥はじ入る気持ちが強いのだろう。


　通常、戦術魔法士は二人一組、あるいはそれ以上の人数でチームを組んで行動する場合が多い。これは魔族に比くらべ、魔法の使用回数やその規模、戦せん闘とう時間などについて制限が多い戦術魔法士達が、不利を補おぎなう為ために行っている方式だ。


　だが中には単独行動を流儀スタイルとする戦術魔法士も、ごく少数ながら存そん在ざいする。


　フィリシス・ムーグ戦術魔法士はそういった例外であり、無資格魔法士ながらレイオットも単独行動派だ。もっともフィリシスの場合は狙そ撃げきなどを行う後こう方ほう支し援えん要員を一名抱かかえているので完全な単独とは言えないのであるが。


　なにはともあれ今回──これが手違いの元になってしまったのである。


　フィリシス一人だけの出動だと聞いた魔法管理局の事務職員が、必要な人員が欠落しているのだと勘かん違ちがいし──急きゆう遽きよ、補ほ塡てん要員として戦術魔法士の出動要よう請せいを出してしまったのである。


　無む論ろん、通常はこの様な勘違いがあったとしても、各戦術魔法士担当の監かん督とく官かんが相そう互ごに連れん絡らくをとって状じよう況きようを確かく認にんする為、手違いが起こる余よ地ちはまずないのだが──今回は運悪く、フィリシス担当のモーリス・ロラン監督官もネリンも、それぞれ別件で魔法管理局を留る守すにしていた。


　この為、出先の電話口で不完全な情報だけがやりとりされ、きちんと確認もできないままにレイオットとフィリシスに出動要請が行われ……その結果、レイオットとフィリシスを相互の連れん携けいもないままに、重複投入するという事じ態たいが生じてしまったのである。


　レイオットもフィリシスも現場経験豊富な一流の戦術魔法士であった事が幸さいわいし、大事には至らなかったが──最悪の場合、戦術魔法士の同どう士し討うちなどという事態が発生していた可か能のう性せいもある。


　レイオットがわざわざ魔法管理局まで来ているのは、この不ふ始し末まつに関する事後処理──というよりは口くち裏うら合わせの為である。


　正直に言えば、レイオットは魔法管理局側の書類操作など知った事ではない。恐おそらくレイオットが出動したという事実自体が無かった事にされているのであろうし、それならば彼がわざわざ事後処理に付き合う義理もないのだ。勝手に公式発表でも記録改かい竄ざんでもすれば良いのだが──


「まあ──実害はなかったからな。俺はその事について責める気はないけど」


　レイオットは運ばれてきた香こう茶ちやにミルクを垂たらしながら言った。


　ネリンがどうしても、と言い張はらなければ、さっさと家に帰っていたろう。この若い監督官は、何事も──それが誤ご魔ま化かしであっても──きっちりと辻つじ褄つまが合うように処理しなければ我が慢まんならない性格なのである。


「ありがとうございます」


　ネリンが再ふたたび頭を下げる。


　基本的に何か不始末が起こった場合、その責任は各監督官がとらねばならない。だからこその監督官資格であり、監督官にはかなり大おお幅はばな独どく立りつ裁さい量りよう権けんが認められているのである。


「──必要経費くらいは請せい求きゆうするぞ」


「う……」


　ネリンが呻うめく様な声を漏もらす。


「ひょっとしてあんたの自じ腹ばら？」


「──あるいは」


　顔をしかめてネリンは言った。


　ただでさえここ半年ほどは異常にケースＳＡが多く、魔法管理局の予算枠わくは今年に入って二度目の修正を先日行ったばかりだ。それにしたところで充分な増額とは言い難がたく、トリスタン支局でも経費削さく減げんに余よ念ねんがない。




[image: ]


　最悪の場合は減げん俸ぽうという名目でネリンが自腹を切らされる可能性もあった。


　ちなみに封呪素筒カートリツジと拘こう束そく端たん子しは完全な使い捨てなので、基礎級戦術魔法一回分に費ついやされたそれらの部品と、モールドの簡易整備費用──少なく見積もっても二千ドルクはかかる。いくら上級職とはいえ、一いつ介かいの公務員の給料からすれば、とても痛い臨りん時じ出費だ。


「あの、スタインバーグさん」


　恐おそる恐る……といった様子でネリンが片手を挙あげる。


「なんだ？」


「一つお願いが」


「聞こう」


「……せめて分割払ばらいにしてもらえません？　お恥はずかしい話ですけど、もし私が自腹をきる事になったら、とても一いつ括かつでは……」


「それはいいが──あんた、そんなに給料少ないのか？」


　珍しくすがる様な表ひよう情じようで提案してくるネリンに、むしろ呆あきれた表情を浮うかべてレイオットは尋たずねた。監督官は資格職である分、給料は高い。普ふ通つうの生活をしていればそれなりに貯ちよ金きんはあってもおかしくないし、ネリンに関して言えば、無む駄だ遣づかいの類たぐいにはあまり縁えんが無い様にも見える。


「実は誰かに貢みついでたりしてな」


　何の気なしにそんな事を言ってみる。


　だが──


「わ、悪いですかっ!?」


「──おい？」


　意外な反はん応のうにむしろレイオットの方が驚おどろいた。


「貢いでるのか？　あんたが？」


　生き真ま面じ目め一直線といった様よう子すのネリンを見る限かぎり、恋こい人びとだの愛人だのといった色気のある話はあまりありそうにない。だが──案外、こういう真面目な娘ほど、異い性せいに免めん疫えきがない割には母性本能や妙みような義務感が強いので、つまらないぐうたら男にころっと引っかかったりするものなのかもしれない。


　何にしろ……人は見かけによらない。


　ぼんやりとそんな事をレイオットは思うのだが──


「うちは母子家庭ですから。借金もありますし、私が借りていた奨しよう学がく金きんの返へん済さいもありますし。妹の学費も馬ば鹿かにならないんですよ。母が働けない状態なので、私が大学行っている間は、妹がアルバイトして家計を支ささえてくれましたし、今度は私が……」


「……いや、それは仕送りって言わないか？」


　多少の脱だつ力りよく感かんを覚えながらレイオットは言った。


　まあこちらの事情の方が、ネリンらしいといえばらしい。田舎いなかに母と妹が居るという話は前に聞いた覚えがあるが、仕送りまでしているとは知らなかった。


「そうとも言いますけど」


「ちなみにいくら送ってるんだ？」


「月によって違ちがいますが、千五百から二千ドルクほど……」


　レイオットの想像より桁けたが一つ多い。


「麗うるわしい話だが、あんたそのうち干ひ涸からびるぞ」


　彼女の給料を手取り二千五百ドルクだと仮か定ていしても、貧びん乏ぼう学生並の生活水準を強しいられるだろう。公務員用のアパートは格安で入居できるらしいとはレイオットも聞いているが、ただでさえ都会は物価が高い。


「ほっといてください。とにかく、私はそんなに余よ裕ゆうがないので──」


「心配御ご無む用よう──」


　不意に。


「──今回のレイの必要経費は私が出すよ」


　涼すずしげな声が割り込こんでくる。


「……え？」


　驚いて顔を上げるネリン。


　彼女のすぐ側そばに一人の若い娘が立っていた。


　声と同様、涼やかで気取った様子のない──それでいて、とても美しい娘である。化け粧しようや意識的な仕し草ぐさによって後付けされた美しさではなく、内側からにじみ出るかの様な華はなやかさが備そなわっているのだ。その容よう姿しと物もの腰ごしはごくごく自然に融ゆう和わし、まるで子供の様な、屈くつ託たくのない微び笑しようがよく似に合あっている。


　もっともどんな表情であろうとこの娘には似合わないという事はあるまい。十人に聞けば十人が眼めを輝かがやかせて『美人』と即そく答とうするだろう。表情や個人の好みの差などといった皮相的な部分は問題にならない様な──素地的プレーンな美しさがその器き量りようを支ささえているのだ。


　白金色プラチナの髪かみは少年の様に短く整ととのえられ、中性的な印象もある。実じつ際さい、その身に帯おびているのもシャツにジーンズという『女』をあまり感じさせない格かつ好こうだ。美人は美人だが色気を周りに放散しまくって同性に眉まゆをひそめられる様な容姿ではなく、同性異性を問わず、爽さわやかに惹ひき付ける清せい潔けつ感かんがその姿すがたにはあった。


「ええと──あの？」


　ネリンは困こん惑わくの表情を浮うかべるが、娘は構かまわず彼女の横に空いていた椅い子すへ腰こしを下ろした。そんな態たい度どもこの娘がすると厚かましく見えないのが、不思議といえば不思議である。


「あ──なに？　まだそんな軟なん弱じやくな飲み方してるの？」


　娘はレイオットの前に置かれた香茶のカップを見て苦く笑しようした。


　中身はたっぷりと入れられたミルクの為ために濁にごっている。葉の風味そのものを楽しむ香茶通からすれば言ごん語ご道どう断だんな飲み方と言えた。


「俺は軟弱なのが好きなの」


「知ってる」


　顔をしかめてそう言うレイオットに娘は楽しげに応じる。


「あの……どちら様でしょう？」


　ネリンが尋たずねると──娘は一いつ瞬しゆん不思議そうに紫むらさき色いろの眼を瞬しばたたかせて言った。


「あ──ごめん」


「さっき現場で会ったろう。フィリシス・ムーグ戦術魔法士だよ」


　レイオットが説明する。


「え？　あ──そういえば」


　一瞬、驚いた表情を浮かべたものの──ネリンはすぐに納なつ得とくした様子で頷うなずいた。


　フィリシスがモールドを装そう着ちやくしたままだったので、仮か面めん越ごしにしか彼女を見ていなかったのである。レイオットの〈スフォルテンド〉に比べればフィリシスのモールド〈フォルテシス〉はやや洗練された外観を持っているが、それでもモールドが本来持つ機械的なごつさは消えない。モールド装着時の姿と、今のしなやかな私服姿が即そく座ざに繫つながらないのは当然と言えば当然だろう。


「お顔に見覚えがあったから、何ど処こかでお会いしたかな？　とか思ってはいたんですが」


「あ。そうなの？」


「ええ。いつだったか──『ＡＧＥ』誌の表紙で」


　そう言ってネリンは微び笑しようした。


　戦術魔法士という職業は世間であまり良い印象を持たれていない。


　一歩間ま違ちがえば魔族化してしまう魔法士という職業の中にあって、戦いの場をその生なり業わいの現場とする彼等は、更さらにその危険性が高いからだ。またその危険性故ゆえに、報ほう酬しゆうは高く、程度の差こそあれ、彼等の多くは乱暴で放ほう蕩とう癖へきがある。はっきりと戦術魔法士を『魔法が使えるだけのゴロツキ』などと言う者さえ居る。


　そんな戦術魔法士の中でフィリシスは例外だった。


　裕ゆう福ふくな商人の家の出であるため教養があり、なみはずれて容よう姿し端たん麗れい、おまけに戦術魔法士としての実力も一流の上に超ちようが付くと言われ、その飄ひよう々ひようとした言動と相あいまって一いつ般ぱん人じん──特に若い女性に人気があるのだ。


「モーリスから話は聞いてるよ。君がレイの担当のネリン・シモンズさんだよね？」


「はい。よろしく。こちらもお噂うわさはかねがね」


　そう言ってネリンが頭を下げる。


「スタインバーグ氏とはお知り合いなんですか？」


「このトリスタン市に居るＴＳは俺を含ふくめても十人もいないんだ──新入りでもない限かぎり、顔見知りでない方がおかしいだろ」


　珍めずらしくレイオットが横から口を挟はさむ。


　あまり他ひ人との会話に口を出す趣味はないのだが──


「それはそうですけど」


「でもって相棒パートナーであってもおかしくないよね？」


「それはそう──」


　同意しかけてネリンは眉まゆをひそめた。


「──相棒？」


　何か意味不明の単語を舌の上で転がすようにして呟つぶやき──ネリンは改めてフィリシスの顔を眺ながめる。超一流の女戦術魔法士は、怪け訝げんそうな表情を浮かべるネリンに悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべて答こたえた。


「元──だけどね」


「誰と、誰が？」


「私と、そこのモグリの戦術魔法士と」


「…………」


　何か理り不ふ尽じんな現象でも見る様な目つきで、ネリンがレイオットを見み詰つめる。


　先さき程ほど口を挟はさんだのは、この事に話題が行かないようにしたかった為だが、無む駄だだった様だ。レイオットは顔をしかめて羽は虫むしか何かを追い払はらう様に片手を振ふった。


「言いたいことは分かるから、言うな。昔の事だよ、昔のな──もう四年になるか」


「三年と八か月かな」


　フィリシスがネリンやレイオットの反応を面おも白しろがっている様な口振りで──というか明らかに彼女は面白がっていた──言う。


「レイが独ひとり立ちしたからね。それ以降は商売敵がたき」


「正規の戦術魔法士と張り合うほど、身の程知らずではないつもりなんだがな」


　そう言ってレイオットは肩をすくめる。


「どうだかね。まあそれはともかく──その子がレイの今の相棒パートナー？」


　そう言ってフィリシスが視し線せんを送ったのはレイオットではなくその隣となり──先程から微み塵じんも存在感を主しゆ張ちようせずに、黙もく然ぜんと座すわっている小こ柄がらな人ひと影かげであった。


　室内だというのにフード付きのコートを脱ぬごうともせず、そのまま人形の様に微び動どうだにしない。一種異様な雰ふん囲い気きを漂ただよわせてはいるものの、小柄な為か、それとも元々気配そのものが淡あわいせいか、周囲を威い圧あつするような感じはない。周りに影えい響きようを与あたえる事もなければ及およぼされる事もなく、路ろ傍ぼうの石の様に、ただそこに在あるだけ──そんな印象である。


　ただし、そのフードを脱ぬいでしまえば、そうもいかないだろう。誰よりも本人がその事を自覚しているからこそ、彼女が外で素す顔がおを光に晒さらす事は滅めつ多たにない。


　だが──


「お久しぶりです」


　そう言ってその人影はフードを脱いだ。


「…………」


　周囲から注そそがれる視線の温度が一気に下がったのをレイオットは感じた。


　レイオットの顔とその身にまつわる噂うわさを知っている者にしてみれば、彼の隣に居る人物が何者であるのか……想像するのは難むずかしくなかった筈はずである。だがそれでもやはり現実に間近にその姿すがたを見ると、誰しもある種の緊きん張ちよう感かんを覚えずにはいられない──それが彼女だ。本人が望もうと望むまいと。


　カペルテータ・フェルナンデス。


　それがフードを被かぶっていた人物の名前であり、無資格戦術魔法士レイオット・スタインバーグが『囲かこっている』と噂されている半魔族ハーフ・ブルート少女の名前であった。


　正式には彼女の様な『半魔族ハーフ・ブルート』は先天性魔法中毒患者ＣＳＡと呼ばれる。


　生命として発生する際さいに魔法の影響を受けた子供達は、大なり小なりその身体からだに影響が出るが、その程度には個体差が激しい。そもそも人間の形をしていない個体も居れば、その異常性が内臓部分に集中し、ほとんど常人と外見的差異は認められない個体も居る。


　カペルテータの場合は誰もが眉まゆを顰ひそめる様な姿をしている訳わけではない。


　むしろ顔立ちはよく整っているし、肌はだも滑なめらかで白く、華きや奢しやな四し肢しや指先を見ていると可か憐れんという言葉がぴったり来る。いっそ愛らしいと表しても間違いはなかろう。


　しかし、その頭部を包んでいるのは、真しん紅くの髪かみである。


　故意に染そめでもしない限り、人間の髪には有り得ない筈の鮮せん血けつ色いろ。肩かた口ぐちで切り揃そろえられたその髪は、カペルテータの姿に生身を感じさせない奇き妙みような雰囲気を付加している。


　そして──何よりもその容よう貌ぼうを特とく徴ちようづけているのは、やはり血の色をした双そう眸ぼうと、その上に埋うまった一対ついの紅こう珠じゆであろう。


　眉毛の代わりに硬こう貨か程ほどの大きさの球面がそこに在るのだ。この為ためにカペルテータの表ひよう情じようは何ど処こかとらえどころのない曖あい昧まいな印象があり──しかも角度や光量の具合によっては、まるで四つの眼球を備えている様にも見える。


　一度見れば忘れない様な──そんな印象的な容よう姿しではあった。


　だが。


「お久しぶり？」


　口の中でそう繰くり返してフィリシスは小さく首を傾かしげる。レイオットが苦く笑しようを浮かべながら回想を促うながす様に言った。


「三年半ほど前」


「三年半──って、ひょっとしてケルビーニの村の？」


　驚いた表情を浮かべてフィリシスが言う。隣ではネリンが何が何やら分からない、といった表情でレイオット達を見比べているが──


「ああそうか──あの時はまだ十歳位だったもんね。髪もずっと長かったし」


　すぐにフィリシスは得とく心しんしたらしい。


「ああそうなんだ。大きくなったね」


　やはり屈くつ託たく無くそう言って、フィリシスが笑う。


「そうか……君だったんだ、レイの愛人」


「世せ間けんではそういう事になっている様です」


　無表情にカペルテータは頷うなずいた。


「曖あい昧まいな否ひ定ていをするな、頼たのむから」


　呻うめくようにレイオットが言う。


「……愛人です」


「はっきり肯こう定ていしろと言った訳わけでもない。というか、さらっとでたらめを言うな」


　ため息をつくレイオット。


「わがままな」


　と──これはフィリシス。


「そりゃ確かに十も歳としの違う子を愛人にしてたら恥はずかしいのは分かるけど」


「他ほかに解かい釈しやくはないのか」


「ないよ」


「……好きに言ってろ。なんだかもう、どうでもよくなってきた──帰るぞ、カペル」


　そう言ってレイオットは立ち上がる。


「あ──あの、でも、必要経費の一件は？」


　ネリンもつられる様に慌あわてて立ち上がりながら、尋たずねてくる。


「いい。今回だけは俺の奢おごりにしとく。商売敵がたきに金もらう訳にもいかんだろ」


　カペルテータも立ち上がり──レイオットは自分とカペルテータの分として十ドルク紙し幣へいを一枚テーブルに置いて歩き出す。カペルテータがついてくるのを視し界かいの端はしで確かく認にんすると、フィリシスの面おも白しろがる様な視線と、ネリンのもの問いたげな視線を背中に感じながら彼は出口に向かった。


「しかし──そうか」


　ふとレイオットは傍かたわらを歩くカペルテータを眺ながめる。


「初めて会った時は……十歳位だったか」


「……はい」


　微び妙みように返事が遅おくれたのは……彼女なりに何か感かん慨がいでもあるのかもしれない。


　思えば十代前半の子供の三年半と、二十歳を超こえた大人おとなの三年半は全く違うものだろう──周囲にとっても本人にとっても。


　レイオットはカペルテータの顔を毎日見ているので実感は無かったのだが──フィリシスが分からなかったのも当然かもしれない。成長期の子供なら、三年半どころか一年で印象ががらりと変わっても不思議はなかろう。


「正確な年ねん齢れいは私にも分かりませんが」


　誰も教えてくれなかったのだろう。物心付いた頃ころには──いや、そもそも生まれた時から彼女は人間らしい扱あつかいを受けていなかった。少なくとも彼女の成長を喜び、誕たん生じよう日びを共に祝いわってくれる者など一人も居なかった筈だ。


「三年半──か」


　この少女は何を思ってその歳さい月げつを自分の側そばで過ごしてきたのか。


　その緩ゆるい無表情が固まった横顔からは、その内心を推おし量はかる事はできず──再ふたたび被かぶられたフードが彼女の顔を覆おおい隠かくした。


「……何か？」


　自分に注そそがれている視線にようやく気付いたかの様に……フードの中で振ふり返ってカペルテータが尋ねてくる。


「いや──別に」


　レイオットはただ肩を竦すくめて見せた。




[image: ]

















　例えば……レイオット・スタインバーグの場合。


　三年半という時間感覚にはかなり曖あい昧まいな部分がある。


　そもそも曜日だの月末だのといった概がい念ねんにあまり縁えんのない、いい加か減げんな──ネリン・シモンズ二級監かん督とく官かんに言わせると『自じ堕だ落らく』な──生活を続けてきた為ために、長期的な時間に対する認にん識しき力りよくがかなり低下しているのだ。


　カペルテータ・フェルナンデスが彼の許もとに来てもう三年半。


　言われてみれば大たい層そうな期間を一いつ緒しよに居たと思う。愛人だの何だのと陰かげ口ぐちを囁ささやかれる事も多いが、考えてみれば当然の事だ。親類でもなければ愛人や恋こい人びとの類たぐいでもない少女と、明確な理由もなく成り行きで暮らすには少々永ながきに過ぎる期間だと言えよう。


　だがレイオットとしては、どうでも良い問題の解決を自然に先送りしてきた結果であって、そもそもそんな長期間をカペルテータと暮らしてきたという実感もない。カペルテータに「一か月前です」と言われれば、特に疑問を覚える事もなく、そんなものか──と思ったかもしれない。


　思えば彼女がすぐ側そばに居る事に違い和わ感かんを感じなくなったのは、いつの頃ころからか。


　レイオットがふと気が付けば、カペルテータは、ただ静かに──俗ぞく世せ間けんの喧けん噪そうと汚お濁だくからまるで乖かい離りしているかの様にただ超ちよう然ぜんと、そこにいた。


「…………」


　顔の上に被かぶせていた雑誌の端はしをちょいと持ち上げて視し線せんを飛ばす。


　探さがすほどの事もなく、視線の先──庭先にレイオットの同居人であるＣＳＡの少女の姿すがたは在あった。ものぐさな本来の家や主ぬしに代わって、植木に水をやっていたのである。


　元々園芸に興味のないレイオットは、庭に関してはほぼ完全に放任主義を通している。雑草が目に余るほどの勢いになると一気に焼き払はらったりもするが、それ以外は彼が庭に何らかの手を加える事はなかった。


　園芸は結果がすぐに出ない。どんなに焦あせっても花が急いで咲さいてくる訳わけでもない。明日の喜びの為に今日の努力をする──そんな趣しゆ味みである。だからレイオットには興味が無い。無かった。彼にとって明日という日はただ時間の流れがもたらす結果に過ぎなかったからだ。
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　カペルテータが水をやっている植木は、そんな彼の様よう子すを見かねた家政婦──というか週に一度、掃そう除じにきてもらっている隣りん家けの主婦──が、持ってきてくれたものだ。自分の家の鉢はち植うえを株かぶ分わけしたものらしい。『水さえやってりゃいいから』という彼女の保証の通り、その四つの鉢植えは、毎日カペルテータが水をやっているだけなのに、健けな気げにも大きく成長して可か憐れんな花を咲かせていた。


　それはともかく──


「三年半──か」


　レイオットはつまんでいた雑誌の端を離はなした。


　三年半。そう──三年半だ。


　季節は三度繰くり返し、同じ鉢植えは四度目の花を咲かせようとつぼみを付けている。


　自分はどう変わっただろうか。


　彼女はどう変わっただろうか。


　それはレイオットとカペルテータにとって、どういう時間であったのか。長い時間だったのか短い時間だったのか。意味のある時間だったのか、無む駄だな時間だったのか。


「あいつも確かに随ずい分ぶん……幼おさなかったよな」


　再ふたたび視界を閉とざす仮かり初そめの闇やみと微睡まどろみの中で、彼は初めてカペルテータと出会った時の事を思い出す。


　三年と六か月前のあの事件。


　それはレイオットがこなした、丁ちよう度ど十番目の仕事であった。





　　　　●　　　●　　　●





　深い森の中を縫ぬう様にして狭きよう隘あいな道が延のびている。


　道とは言っても舗ほ装そうなどされておらず、轍わだちで踏ふみ固められただけの地面は平へい坦たんですらなく……旧式で無ぶ骨こつな蒸気トラックのサスペンションは、露ろ骨こつにそのでこぼこ具合を乗り手の身体からだに伝えてくる。


　道と言うより、とりあえず木々の生えていない細長い地面が連続しているだけ──といった印象である。道みち幅はばは一定しないし、そもそも車が二台すれ違ちがえるだけの幅もない。このまま袋ふくろ小こう路じに入り込こんで前進はおろか後退すらできなくなるのではないか──そんな風にも思える。そんな状態がもう三時間以上続いているのだ。


　だがレイオットの目指す地はこの気の遠くなる様な道程の先にある筈はずだった。


「……よくこんな所に人が住んでるもんだ」


　呟つぶやいてため息をつく。


　正直言って、よく今まで引き返さなかったものだと自分でも思う。


　だが別に忍にん耐たいや努力、まして意地などでレイオットはここまで来たのではなかった。単に進むのを中断して引き返すきっかけが見つからなかった──というだけだ。いちいち不安がって思い悩なやむより、どうしようもなくなったらその時考える──その方がレイオットの性しように合っているのである。


　とはいえ……


「……腹減へったな」


　呟いてレイオットは助手席に視線を走らせた。


　出がけに雑貨屋で買ってきた袋は、買った状態のまま助手席に投げ出されている。振しん動どうで中から滑すべり出てきたのか、口の開いた紙袋から雑誌がこぼれ落ちかけているのが見えた。


『ＡＧＥ』北歴一九五二年一月号。


　内容は政治経済から最新流行までを網もう羅らしたまさしく雑誌そのものである。比ひ較かく的てき内容は固いが正確で、下は学生から上は会社社長や高級官かん僚りようまでが眼めを通す。アルマデウス出版界を代表する雑誌と言っても良いだろう。


　だがレイオットはこの雑誌を昼食と一緒に買ったまま、一度も開いていない。場合によっては仕事現場で待たされる事もあるので、暇ひま潰つぶしにと買ってきたのであるが……休きゆう憩けい時間もとらずに蒸気トラックを走らせていたので、昼食のサンドイッチ同様に袋から取り出しさえしていなかった。


「そろそろ見えてきても良い筈なんだがな……ここらで停とめて昼食にするかな」


　などと呟きながらも更さらに車を走らせる。昼食も何も既すでに時刻は夕刻に近いのだが。


　その時──


「──!?」


　レイオットは反射的にブレーキを踏ふんだ。


　がくん、と車体がつんのめり、急激な制せい動どうに異いを唱となえる様にエンジンが停てい止しする。


　紙袋が雑誌やサンドイッチをまき散らしながら座席下に落ちるが、構かまわずレイオットは扉とびらに金具で固定してあったホルスタに右手を伸のばし、大型の回転弾倉式拳銃リボルヴアを──愛用の〈ハード・フレア〉カスタムを引き抜ぬいた。


「あれは──」


　一いつ瞬しゆん視界を過よぎったもの。


　それは人に似にていながら、明らかに人ではない形状をしていた。猿さるかとも思えたが、猿は鎧よろいなど帯びまい。まして真しん紅くの髪かみを振ふり乱したりはすまい。


「魔族メレヴエレント──か？」


　あまりにその動きが速かった事と、森の中が薄うす暗ぐらかった事で、レイオットもはっきりとその形状を視し認にんできた訳わけではない。しかし──


「まずいな──」


　基本的に魔族の脅きよう威いに対たい抗こうできるのは魔法だけだ。


　だが魔法を使うには──モールドを装着するには一度運転席から降おり、後部の扉を開いて貨物室の中へ移動、移送用架か台だいのモールドを装着準じゆん備び状じよう態たいにした上で服を脱ぬいでその中に身を横たえねばならない。この一連の作業──どんなに素す早ばやくやったところで一分近くはかかる。もし魔族にこちらを攻こう撃げきする意志があるのならば、悠ゆう長ちようにそんな事をしている余よ裕ゆうはないだろう。


　だが。


「こっちに気付いてなかったのか？」


　その影かげはただ単に道を横切っただけらしい。しばらく〈ハードフレア〉を構えたままレイオットは道を凝ぎよう視ししていたが、魔族らしき影が再ふたたび出てくる様よう子すはなかった。


「あるいはただの猿か何かか──」


　呟いてみても応じるのは静せい寂じやくばかりだ。


　森はただその懐ふところの深さを誇こ示じするように、昼なお暗く湿しめった空気でレイオットを包んでいた。今年は初雪が遅おくれていると言われるが、この湿った空気が雪に結実して森を覆おおうのもそう遠い先の事ではなかろう。


「……ふむ」


　レイオットは銃じゆうを再びホルスタに戻もどすと、シフトレバーに手を伸ばし──


「──!?」


　彼は愕がく然ぜんと傍かたわらを振り返った。


　今の今まで──少なくとも銃を抜くまで誰だれもいなかった筈はずの助手席に、一人の老人が座っているのだ。老人は上品そうなインバネスに身を包み、山やま高たか帽ぼうを被かぶったまま、『ＡＧＥ』をのんびりと読んでいる。単眼鏡モノクルの奥おくでゆっくりと黒い瞳ひとみが字の連つらなりを追って動いていた。


　いつからそこに居たのか。


　少なくとも扉とびらが開く音も気配も無かった。いくらレイオットが眼めの前の魔族の存そん在ざいに気を取られていたにしても、すぐ側そばで助手席の扉が開かれれば、空気の動きで気付かない筈がない。


「…………」


　レイオットが物問いたげな表ひよう情じようでじっと眺ながめていると、老人はようやくその視線に気付いたのか──何やらしたり顔で頷うなずいて紙かみ袋ぶくろをこちらに差し出してきた。


「食べ物を粗そ末まつにしてはいかんな」


「……御ご忠告、どうも」


　呟くように言って受け取り──そのまま置く場所も無かったので、レイオットはサンドイッチを取り出した。包装紙を剝むくと、隣となりの老人に遠えん慮りよ無くかじる。もっとも使うのは左手である。右手は殆ほとんど無意識の内にホルスタに収めた拳けん銃じゆうの銃把グリツプに触ふれていた。


「世の中は相も変わらずだな」


　老人はそう言って『ＡＧＥ』を閉じるとダッシュボードの上に置く。


「時に若いの。君はひょっとしてこの先のケルビーニの村に行くのかな？」


「その積つもりだよ、老おいたの」


　そう言ってレイオットはしげしげと老人を観かん察さつする。


　あまり田舎いなかの人間には見えないが──ケルビーニ村の事を知っている事、また『ＡＧＥ』を見ての感想からして、この地元で暮らしている可か能のう性せいも高い。よく見ればその格かつ好こうは、やや時代がかって古ふる臭くさい感じがする。少なくともインバネス・コートなど最近では年寄りも滅めつ多たに着ないだろう。


「そうか。で──君は魔法士ソーサリストかね」


「まあそうだ。で──あんたは何だ？」


「あの村に雇やとわれたのかね？」


　レイオットの問いには答えず、老人は質問を重ねてくる。


　一瞬、問いつめてやろうかとも思ったが──年寄り相手に揉もめるのも面めん倒どうなので、レイオットは素す直なおに答えた。


「その予定だ。まだ仕事内容は聞いてないが」


「……無モ資グ格リか。ならば自分が呼よばれた理由が決して合法的でない事も想像はついているだろうな」


　老人が探さぐるような眼でこちらを見てくる。


　確かに正規の魔法士であれば内容の分からない依い頼らいを受けてのこのこ出かけるような真ま似ねはしない。基本的に依頼は魔法管理局経由で来るし、その際さいに曖あい昧まいな部分は全すべてはっきりした回答を受けた上、魔法士に依頼が回る。


　わざわざ無資格の魔法士を選んで依頼をしてくるのは、そうした手続きを経へれば困こまる様な──何か後ろ暗い部分のある連中ばかりだ。その事についてはレイオットも充じゆう分ぶん承しよう知ちしている。別に老人の台詞せりふは何ら特別なものではない。少し魔法士という職業について知識があれば、誰にでも口にできるような内容でしかない。


「……」


　だが、理由もなく、レイオットは背筋に冷たいものが走るのを感じた。


（なんだ──この爺じいさんは？）


　大おお柄がらな訳わけでもない。特に武器を携たずさえている様にも見えない。まして威い嚇かく的てきな態たい度どである訳でもない。状じよう況きようは異常だが、見た目にはただの年寄りだ。敵てき意いさえ感じられない。


　なのに──レイオットの身体からだの奥おく底そこで本ほん能のうの様なものが悲ひ鳴めいを上げていた。


（今戦えば──）


　それは瞬しゆん間かん的な確信だった。


（戦えば殺される……？）


　理由はないが──間ま違ちがいない。眼は惑まどわされる。耳は欺あざむかれる。しかしその奥の本能は滅めつ多たに間違う事はない。それは生きて存あるという生物の至上命題に忠実であり、それ故ゆえにこそ他の如い何かなる感覚よりも確実たる事を要求される。幾いく度どとなく死の危険にさらされてきた者の本能ならば尚なお更さらの事だ。


　しかし……


（……それがどうした）


　レイオットは自然と身体の緊きん張ちようが抜ぬけてゆくのを感じていた。


　今更惜おしむ命などない。九年前のあの日に彼は自みずからの全すべてを見み限かぎっていた。


　名も知らぬ老人に理由も分からずに殺される──それはそれで自分には相応ふさわしい末まつ路ろにも思えた。少なくとも子や孫まごに囲かこまれて静かに息を引き取る様な最さい期ごは、他人が許ゆるしても彼自身が許せはしないだろう。


「……ほう？」


　レイオットの反はん応のうが意外だったのか、老人は口の端はしを歪ゆがめて笑った。


「ほうほうほう……面おも白しろいな。君は非常に興味深い」


「そういう台詞せりふはできれば若い女に言われたいもんだな」


「ふむ──」


　老人は何か得とく心しんしたのか、小さく頷うなずいた。


「君ならばあるいは……。ふむ。場合によっては、とは思っておったが早急な判はん断だんは避さけるべきよな」


「相手が居いるのに独ひとり言が増えるのはボケの証しよう拠こらしいぞ」


「ボケられるものならボケてみたいものよ。まあよい。また会おう」


　そう言って老人は扉とびらを開き、助手席から降りる。扉が再ふたたび閉じきられる前に、隙すき間まから押おし出すようにしてレイオットは声を投げた。


「せめて名乗ってもいいと思うんだがね」


「──ロン・コルグ」


　扉を閉じる音に混じりながらもその言葉ははっきりとレイオットの耳に届いた。


　アルマデウスでは珍めずらしい響ひびきの名前だ。何者なのかは分からないが──一いつ般ぱん市民でない事だけは間ま違ちがいなかろう。


　改めてその風ふう貌ぼうを確かく認にんしようと、レイオットは首を伸のばして窓の外を眺ながめたが、既すでにその姿すがたは何ど処こにも見受けられなかった。まさか走って行った訳わけでもなかろうが……車内に入ってきたのと同様、どうやってこの場から去ったのか分からない。


　いずれにせよ、色々な意味で正体不明の老人だ。


「……なんなんだ」


　呟つぶやいてレイオットは再びエンジンをかける。


　目的の村が見えたのは強行軍を再開してから数分後の事であった。
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　ケルビーニ。


　トリスタン市の北西に位置する小さな村はそう呼よばれていた。


　地図に併へい記きされていた概がい要ようによれば、総世帯数は二百余り。歴史は古いが、人口は千人にも満たない様な──言ってみれば過か疎その村である。レイオットの使用している地図は数年前に発行されたものなので数値は多少変動している可か能のう性せいがあるが、状じよう況きようにさほど変化はあるまい。


　実じつ際さい──過疎という言葉に相応ふさわしく、そこはひどく陰いん気きな村であった。


「これはまた……」


　仲ちゆう介かい屋やに指定された場所を地図上で確かく認にんして、蒸気式トラック──モールド・キャリアを停てい車しやさせる。エンジンの音がゆっくりと冷たい大気に拡かく散さんして消えると、まだ昼間だというのにレイオットの周囲はほぼ完全な静せい寂じやくに包まれた。


「寂さびしい村だな」


　その印象ばかりが強い。


　田舎いなかは嫌きらいではない。彼が先日手に入れた家も、トリスタン市内と比ひ較かくすれば田舎としか言い様のない土地にある。寂さびれた場所は色々と不便もあるが、市内に住む煩わずらわしさに比べれば何倍もましだと彼は思う。


　しかし──ここにはやたらと寂せき寞ばくたる雰ふん囲い気きばかりが漂ただよっている。


　地図が正しければレイオットがモールド・キャリアを停車させたのは村の中心部である筈はずなのだが、通りにはぽつんぽつんと民家が建っているだけで、その間に横たわる空くう隙げきがやけに寒々しかった。


　しかも車から降りて周囲を見回してみたが、通りには彼の他に人ひと影かげはない。動くものといえば通りを流れ抜ぬける風に踊おどらされた砂さ塵じんのみ。あまりに陰気で荒こう涼りようとしたその雰囲気に晒さらされていると、まるで廃はい墟きよに迷い込こんでしまったかの様な錯さつ覚かくを覚える。


「人は居る──か」


　呟いて視し線せんを巡めぐらせる。


　どの民家も窓の鎧よろい戸どを固く閉とざしているが、煙えん突とつからは僅わずかだが煙けむりを立ち上らせている。暖だん炉ろに火が入っている証しよう拠こだ。ならば少なくともそこに人間が居る筈であった。


　しかし廃墟でないのなら尚なお更さらに、ここまで徹てつ底ていして人の姿すがたが見えないというのもやはり異い様ような印象を覚える。たとえ寒気が厳きびしくても体温の高い子供の一人や二人、通りに出て遊んでいてもおかしくはないのだが……


「住んでる連中全員が極度の照てれ性しようって訳でもないんだろうけどな」


　視線を感じる。


　何者かに見み据すえられている様な感じを覚えるのだ。一つや二つではない。恐おそらく村人だろう。レイオットの事を家の中から、見み張はるように視線を注そそいできているのだ。


　余よ所そ者ものが気になるのだろうか。


　人口千人未満といえば、村中の人間が互たがいに顔見知りにもなれる規模だ。村全体が一戸の大家族を形成している様なものである。独特の共同意識が芽め生ばえて村民同士の結びつきは強くなる反面、外からの人間に排はい他た的てきな態たい度どをとったりもする。


　他の土地との人の往ゆき来が少ないという事実もその傾けい向こうに拍はく車しやを掛かける。


　最も近い都会であるトリスタン市との間に横たわる森林地帯が、人の流れを制限してしまうのだ。片道を往ゆくにも車で四時間──しかも不整地走行の機き能のうを持たない都会向けの車しや輛りようでは頓とん挫ざしてしまいそうな道程である。わざわざそれだけの手間を掛けて来たところで何か珍めずらしいものがある訳でもない。仕事でもなければこの村に来ようと思い立つ人間はほとんど居ないだろう。


　隔かく絶ぜつされた地方共同体。悪く言えば閉へい鎖さ社会だ。


「さて──どうしたものか」


　そう呟いてレイオットは目の前の建物を見上げた。


　通りに面する建物の中では最も大きい。そもそも平ひら屋や建だてが多い風景の中で二階建てになっている民家というだけでも目立つ。村長かそれとも何らかの産業の元もと締じめか。何にしても村有数の実力者の家なのだろう。


　仲ちゆう介かい屋やにはこの家を訪たずねるように、と指示されているのだが……門の周辺に呼よび鈴りんらしきものも見あたらない。大声を張はり上げるのも手だが──


「ちわーっす。御ご用よう命めいの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストですが……って訳にもいかんしな」


　レイオットが単独で仕事をこなす様になったのは、実はつい最近の事だ。以前は正せい規きの戦術魔法士資格を持っていた相あい棒ぼう──フィリシスが魔法管理局を通して仕事を受けていたし、細かな手続きや交こう渉しようは、彼女の助手である、ファーゴが担当していた。


　この為ため……レイオットは民間からの依い頼らいを受けて出向くという経験そのものがあまりない。ただ、民間で戦術魔法士を雇やとおうという者達は大たい抵ていが切せつ羽ぱ詰つまっていると同時に、その状じよう況きようを恥はじる傾けい向こうがある。できれば戦術魔法士を雇うという事を表おもて沙ざ汰たにしたくないと考えている者達が多いという事位は、レイオットも既すでに心得ていた。


（──だからってここでじっと立っててもしょうがないんだが。既に注目されてる様だしな。裏口にでも回ってみるか）


　そんな事をレイオットが考えていると──。


「……あの」


　声がかかる。


「レイオット・スタインバーグさんですか……？」


　視線を向けると門柱の脇わきに一人の娘むすめが立っていた。


　村の陰いん気きな空気をそのまま人の形に押おし固めて作られたかの様な──そんな雰ふん囲い気きの娘である。顔立ちから察さつするに歳としは恐おそらく二十代後半だろう。そこそこの器き量りようではあるので笑えばそれなりに魅み力りよく的てきに見える筈はずだが、その表ひよう情じようは死期を悟さとった重病人の様に暗く曇くもっているだけだ。今この瞬しゆん間かんに首をくくってもレイオットはさして驚おどろくまい。


　紺こん色いろのワンピースにエプロンといった格かつ好こうからして、この家の家政婦メイドサーバントらしい。しかしこの様な表情をして家の中に立っていられたら、気が滅入るだろう。三つ編あみにして肩かたから垂たらした長い黒くろ髪かみも、何ど処こか萎しおれて枯かれる寸前の植物を連想させる。


「そうだ」


　レイオットが応じると、娘は小さく「どうぞ」とだけ言って門を開いた。


　何処か錆さび付いているのか、門もん扉ぴはぎいぎいと耳みみ障ざわりな音をたてて動き──レイオットは門扉と門扉の隙すき間まに身を滑すべり込こませる。


「……こちらへ」


　娘はそう言って歩き出した。
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　応接間でレイオットを出で迎むかえたのは初老の男性だった。


「君がレイオット・スタインバーグ君かね──遠いところを御ご苦労だった」


　愛あい想そ良く微び笑しようを浮うかべながらソファから立ち上がり、男は握あく手しゆを求めて右手を差し出してくる。レイオットがその手を握にぎり返すと男は満足げに頷うなずいて言った。


「村長のマクシミリアーノ・フェルナンデスだ──君の依い頼らい人にんでもある」


　レイオットに身み振ぶりでソファを勧すすめ、マクシミリアーノは自らも再ふたたび腰こしを下ろした。


　年ねん齢れいは五十代半なかばといったところか。決して若くはないが、老人と言い切ってしまうには躊躇ためらいが生じる様な年齢である。枯かれ葉は色いろの頭とう髪はつの中には白しら髪がも目立つが……やや大おお柄がらな体たい軀くの示しめす動きは、きびきびとしていて、精力的な印象があった。体格の良さもあってか、少なくとも老おいを感じさせる様な弱々しさは、見受けられない。


　その物もの腰ごしは村の長らしく鷹おう揚ようだが、表情は明るく人ひと懐なつっこささえ感じられる。特に細くやや下がり気味の碧へき眼がんが柔にゆう和わな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。大たい抵ていの人間は親近感を持つに違ちがいない。田舎いなか村むらの村長と言うよりもどこぞの企業の取とり締しまり役やくだと自己紹しよう介かいされた方が違い和わ感かんがないだろう。


（これは予想外だったな）


　レイオットは眼前の人物を眺ながめながらそう思う。


　実のところ、村に脚あしを踏ふみ入れ、陰いん気きな家政婦に案内されて応接間に向かう途と中ちゆうで、レイオットの頭の中には依頼人像とでもいうべきものが半ば勝手に構築されていた。


　具体的に言えば偏へん屈くつで尊そん大だいな態たい度どの老人を想像していたのである。


　別に殊こと更さらこのケルビーニの村やこの村長に関して事前情報があった訳ではない。


　ただ──こうした小規模で閉へい鎖さ的てきな社会の長ともなると、どうしても権力が集中する傾けい向こうがある。外部からの批ひ判はんに晒さらされる事もなく、長い歴史の中で『当然』とされてきた権力構造は、自然と強固なものとなり……また規模が小さい故ゆえに、一いつ旦たん集中した権力が自然に解体される事はほとんど無い。各種の問題を処理しきれずに瓦が解かいしたり、分散を余よ儀ぎなくされる事も少ないからだ。


　更に──元々戦術魔法士という職業は色々と憶おく測そくがつきまとい、向けられる視し線せんには侮ぶ蔑べつ混じりの偏へん見けんが多い。しかしレイオットに向けられた村長の表情には侮あなどる様子も無ければ忌いみ嫌きらう様子も無かった。むしろ好意的にさえ見える──少なくとも表面的には、だが。


「ふうむ。思ったよりも若いね。失礼だが本当に──その、一級の魔ま法ほう使つかいなのかね？」


　そう言われて、レイオットは小さく苦く笑しようを浮うかべた。


　魔法使い──トリスタンでは幼児でも言わない様な旧ふるい呼こ称しようだ。それは魔法がまだ伝説や迷信の陰かげに潜ひそんでいた頃ころの呼び名であり、既すでに魔法士達や関係者の間では失しつ笑しようと共に語られる一種の死語に過ぎない。そこにはまだ魔法が技術ではなく妖あやしげな奇き蹟せきの一種として捉とらえられていた頃の印象イメージが色いろ濃こく残っているからだ。


「あ……あの…その……」


　マクシミリアーノの斜ななめ後ろに立っていた娘むすめが、おどおどした様よう子すで言う。


　レイオットを出で迎むかえたあの家政婦メイドサーバントである。レイオットを応接間に案内した後も、座すわって会話に参加する訳わけではなく、立ち去る訳でもなく、まるで命令を待つ犬の様にずっとその場に控ひかえている。


「紹介してくれた方は、一流の実力を持った戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストであると──」


　どうやら仲ちゆう介かい屋やに直接連れん絡らくを取ったのはこの娘なのだろう。その口く調ちようには言い訳めいた響ひびきが如によ実じつに滲にじんでいた。


　しかし──


「お前まえには聞いていないよ──エレン」


「は……」


　愛想の良い微笑ほほえみは微み塵じんも崩くずさず、振ふり返りさえせず──ただ静かにマクシミリアーノがそう言うと、娘はびくりと身体からだを震ふるわせて息を呑のんだ。


「はい……申し訳ありません……」


　死し刑けい宣せん告こくでも受けたかの様に、陰いん気きな表情を更さらに暗く引きつらせて娘──エレンという名前らしい──が言う。


「魔法士です。戦術魔法士。俺おれが一流かどうかは知りませんがね──少なくとも一流である者は声こわ高だかにそう自己主しゆ張ちようしたりはしないと思いますが」


　レイオットがそう言うとマクシミリアーノは大きく頷いた。


「そう──そうだったね。魔法士。戦術魔法士。確かに『魔法使い』などという言葉は、胡う散さん臭くさい印象をもたらすだけだね。失しつ敬けい、失敬」


　そう言って朗ほがらかにマクシミリアーノは笑う。


　変わらぬ表情。変わらぬ口調。だがそれが一いつ瞬しゆん──作り物の様に見えたのはエレンの反はん応のう故ゆえの事であろうか。人当たりの良いその外そと面づらの内側にはもっと別の顔が潜ひそんでいるのかもしれない。


「確かに弱い犬ほどよく吠ほえる。実力のない者ほど自分の力量を把は握あくせず、口先だけの安あん易いな自じ慢まんをしたがるものだ。よろしい──君を信しん頼らいしよう」


　大きく頷くマクシミリアーノ。


「よろしく頼たのむ、レイオット・スタインバーグ君。早さつ速そく仕事にとりかかってくれ──と言いたいところだが、今日は疲つかれているだろう。部へ屋やを用意させるからゆっくりと休んでくれたまえ」


「お心こころ遣づかいはありがたいんですがね。さすがに仕事の内容も聞かずに居ると落ち着かないんですよ」


　レイオットは肩かたを竦すくめて言う。


　依い頼らい人にんであるマクシミリアーノ本人はやはり表情を変えないが、その斜ななめ後ろでエレンが小さく息を呑のむ様子が見えた。


「仕事熱心だね、君は」


「申し訳ないんですが──まだ引き受けると断だん言げんはしてないんですよ、俺は」


　レイオットは苦く笑しようを返しながら言った。


「戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストと一いち概がいに言っても、その力量から得意分野まで様さま々ざまです。主義主しゆ張ちようや信条から仕事を選ぶ者も居ます。どんな仕事でも引き受けるという訳にはいかないんですよ。今回は『依頼内容は電話では話せない』というのが第一条件だったので、わざわざここまで来ましたがね」


「君は無資格の魔法士と聞いたがね？」


　柔やわらかい口調の中で『無資格』の一語だけが微び妙みような響ひびきを伴ともなっていた。


　無資格の戦術魔法士と言えばその存そん在ざい自体が違い法ほう性せいを持つ。だからこそ正規の魔法士が規定上引き受けない様な仕事を──合法、非合法を問わず──受ける者達が多い。それが違法な戦術魔法士の存在意義だからだ。


　彼等は大たい抵ていの場合、報ほう酬しゆうさえ折り合えば依頼内容は問わない。彼等は資格がない代わりに魔法士法に代表される各種法律に縛しばられない。金次し第だいで何でも引き受ける犯罪者というのが無資格魔法士に対する一いつ般ぱん人じんの認にん識しきだろう。


「確かに俺は無資格の魔法士ですがね、何でも屋じゃない。自分の領域でない仕事を拒こばむ自由位はあると思ってます」


　そう言われて、マクシミリアーノは自分の手元を見ながら若じやつ干かん考え込む様な様よう子すを見せ──『ふむ』と一言呟つぶやいてからレイオットに視線を戻もどした。


「ではついてきたまえ──説明しよう」


　そう言ってマクシミリアーノが立ち上がる。


　怪け訝げんそうな表情を浮うかべるレイオットの傍かたわらを通り過ぎ、彼が立ち上がるのも待たずに部屋を出てゆく。特に振り返る様子もないが──ついて来いという事なのだろう。


「あ、あの……」


　娘が促うながすように声をかけてくる。レイオットは軽く肩を竦すくめて見せると、娘と共に応接間を出てマクシミリアーノの後ろ姿すがたを追った。


「君に頼たのみたい仕事は二つだ」


　先を歩くマクシミリアーノの背中から声が漂ただよってくる。


「二つ……？」


　レイオットが眉まゆをひそめて尋たずね返した。


　戦術魔法士を雇やとうとなれば、それなりの金額が必要になる。


　レイオットは特に値段交こう渉しようをしなかったが──無資格だからといって正規の戦術魔法士よりも要求する報ほう酬しゆうが少額だと思うのは早そう計けいだ。正規の魔法士と違ちがって報酬額がくの範はん囲いが法律で規定されるような事はないが、そもそも存在自体が違法である無資格魔法士の場合、危険手当をも報酬に組み込むのが常つねだ。この為、むしろ正規の戦術魔法士よりも高くつく場合も少なくない。内容が非合法となれば尚なお更さらの事だ。


　果たしてこんな田舎いなかの寒村に二つもの仕事を戦術魔法士に依頼するだけの金があるのかどうか……


　案外、依頼内容も確かく認にんせずにのこのここんな田舎までやって来たという事で、レイオットは安く見られているのかもしれない。殊こと更さらに高額を要求する積つもりもないが、慈じ善ぜん事業を行うほどレイオットは博愛主義な訳でもなかった。


「念ねんの為に言っておきますがね。戦術魔法士を雇やとうってのはそれなりに金がかかりますよ。必要経費だって馬ば鹿かにならない」


「分かっているとも。だが案じずとも片方は簡単な仕事だよ。魔法を使うまでもないかもしれんね。できればその分、安くしてくれると助かるのだが」


　そう言ってマクシミリアーノは廊ろう下かの奥おくにあった階段を下り始めた。


　どうやらこの屋や敷しきには地下室があるらしい。


　田舎の民家ではそう珍めずらしい事ではない。ワイン倉ぐらや食糧の備び蓄ちく、あるいは単なる物置にと地下室は様々な用よう途とに供される。食料や酒類を貯ため込こむよりも、店に買いに行った方が早い様な都会ではむしろあまり見られないが。


「地下に何の用が？」


　尋たずねてみるが──マクシミリアーノからの返事はない。


　傍かたわらのエレンに尋ねる様な視線を向けてみても、相手はただ眼めを伏ふせるばかりで何も答えようとはしなかった。マクシミリアーノの許ゆるしがない限かぎりは言葉一つ漏もらす事もできないらしい。


　余よ程ほど主従関係に厳きびしいのか、それとも──


（あのおっさんを恐おそれているか……だな）


　思いながらレイオットは階段を下りる。


　地下に向かう階段はわずかに十段であった。その奥には扉とびらが設もうけられている。扉そのものは木製だが、鉄板が補強材として使用された頑がん丈じような代しろ物ものである。更さらに言えば──そこには鉄製の閂かんぬきと大きな錠じよう前まえも備そなえ付けられていた。


「エレン」


「は──はい」


　エレンが慌あわてて前に出ると、エプロンのポケットから取り出した鍵かぎを使って扉の封ふうを解とき、分厚い鉄板状の閂を外す。続いて彼女が体重をかけ手前に引っ張ると、扉はぎしぎしと蝶ちよう番つがいの軋きしむ音をたてながら階段側に向かって開いた。


（地下というより半地下か……）


　マクシミリアーノと共にその地下室に脚あしを踏ふみ入れながらレイオットは思った。


　天てん井じようはレイオットの身長をわずかに──およそ頭一つ分上回る程度の高さしかなく、壁かべと天井の境さかい目めには換かん気き用ようらしい小さな鉄てつ格ごう子し付きの窓が等とう間かん隔かくに幾いくつか並んでいた。そこから光が漏もれ落ちてくるせいで、この地下室は灯火が無くても完全な闇やみに落ち込むのをくい止められているのだ。


　もっとも現在は夕暮れ時、漏れてくる光はひどく色褪あせており、室内には追い払はらいきれなかった闇がそこかしこにわだかまっているが。


　そして──


「ん……？」


　レイオットは地下室の奥に向けて眼めを凝こらす。


　そこに在あったのは──鉄格子であった。


「これは──」


　地下室の奥半分が牢ろう屋やになっているのだ。鉄格子は地下室を真ん中で仕切るようにして塡はめ込まれ、レイオット達の立つ手前側と奥とが別の空間である事を主しゆ張ちようしていた。


　異様な光景だった。


　鉄格子が──ではない。鉄格子と、その向こう側の情景との組み合わせが、ひどく観みる者に違い和わ感かんを覚えさせるのだ。少なくとも鉄格子と共に見受けられるその光景は、牢屋や檻おりといった単語にはあまり相応ふさわしいものではなかった。


　部へ屋やだ。ごく普ふ通つうの部屋が鉄格子の向こうに在る。


　一見した印象では若い娘むすめの部屋を想おもわせる佇たたずまいだ。


　ベッドがある。戸と棚だながある。そして鏡きよう台だいが置かれている。床ゆかには絨じゆう毯たんさえ敷しかれているし、壁かべにはきちんと壁紙が貼はられている。地下室の暗さを補おぎなう為ためか、凝こった作りのランプが五基壁かべ際ぎわに吊つるされ、部屋のあちこちには花か瓶びんや人形といった小物が置かれているのも目についた。全体的に明るい色合いで統一されている事や、壁に掛かかっている小さな風景画──恐おそらくは複ふく製せい絵かい画がだろう──は、地下室という閉へい塞そく感かんを少しでも和やわらげようという努力の結果であろうか。


　だが異常とは通常との対比によって最も際きわ立だつものだ。むしろ部屋の佇たたずまいが尋じん常じようであればある程ほど、鉄格子や天井の低さが醸かもし出す圧あつ迫ぱく感かんは観みる者の神経を大きく揺ゆさぶる。更には光の届かない部分も多く、そこかしこにべったりと影かげのわだかまる部屋の情景は、ひどく陰いん惨さんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。


　そして。


　鉄格子の向こう──地下室の奥おくで身じろぎする人影が一つ。


　それは蒼あおいワンピース姿の女性であった。


　気配か物音で気付いたらしく、ゆっくりと振ふり返り、何ど処こか焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみでレイオット達を眺ながめてくる。繊せん細さいで整ととのった顔立ちをしているが、やけに線が細く、何処か病的な──ひどくやつれた様な印象がある。歳としは三十前後であろうか。何処か年ねん齢れいの判はんじにくい物もの腰ごしである。顔立ちとその仕し草ぐさが嚙かみ合っていないのだ。


「あー……あー……」


　赤ん坊ぼうの様な声を口からこぼしつつ、女性はただただぼんやりとした視線をレイオット達に注そそいでいたが……


「……ひっ!?」


　不意に何かに気付いたかの様に表情を強こわ張ばらせると、女性は四つん這ばいで壁際にまで走った。一いつ瞬しゆん、壁に激げき突とつしたのではないかとレイオットが思った程の勢いきおいである。恐らくは一瞬でも速く、鉄格子から──その向こうにあるものから遠ざかりたかったのだろう。壁際にたどり着いた女性は、床と壁の境さかい目めに消え入ろうとでもするかの様に身体からだを縮ちぢこまらせていた。


　怯おびえている。


「ひいっ──ぎひいっ……いいいい……」


　獣けものの様な声で、悲ひ鳴めいとも威い嚇かくともとれるような声を漏もらす女性。


　明らかにこちらを恐おそれ、嫌きらい、そして警けい戒かいしているのである。人間が人間に向ける眼めではない。ひ弱な小動物が天てん敵てきに──自分に食くらいついてくる怪かい物ぶつへと向ける視し線せんだ。下へ手たに鉄格子の向こうにこちらが脚あしを踏ふみ入れようものなら、瞬間的に恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいって暴あばれ回るだろう。


「ひいっ……ぎいーっ……いい──っ」


　女性は歯を剝むき出して鳴き声の様なものをしきりに出している。


　それは人が獣けものじみた行動をとっているというより、獣がたまたま人の形をしているだけの様にも見えた。そこには人間としての知性や理性が微み塵じんも感じられないのだ。


　明らかに精神が壊こわれている。


（これは……ひどいな）


　この女性にかつて何があったのか──レイオットには分からない。


　だがそれはきっと途と方ほうもなく恐おそろしく辛つらい出来事であったのであろう──正気を失い、人としての尊そん厳げんまでもを喪そう失しつして、獣の状態に堕だする程ほどに。その事だけは事情を知らないレイオットにも一目見て理解できた。誰だれにでも分かるだろう。それだけ女性の状態は凄せい惨さんだった。


「なんだ、これは？」


　レイオットはマクシミリアーノの背中にそう問いを投げる。


「まさか新種の愛あい玩がん動物って訳わけでもないだろう」


　今なお相手は依い頼らい人にんに違ちがいないが──とてもお上品に丁てい寧ねい語ごなど使う気にはなれなかった。どう考えてもこの娘を動物同然の状態で地下室に閉とじ込こめているのはこの男だ。


　村長の笑え顔がおの仮か面めんの下にあるものを、レイオットは一瞬垣かい間ま見みたような気がした。


「コーネリア。私の娘むすめだ」


　前を向いたままマクシミリアーノが答える。


　その口く調ちようはやはり変化を示しめさないが、今──精神が壊こわれ、自ら檻おりの中に幽ゆう閉へいした娘の姿すがたを見ながら、この男はどんな顔をしているのか。


「今年で二十七になる。こうなったのは十一年前だ。以来──ここに住まわせている」


「『住まわせている』？」


　皮ひ肉にくの響ひびきを乗のせたレイオットの台詞せりふにもその背中は小こ揺ゆるぎさえしなかった。言葉を取り繕つくろっているのではなく、心底からそう思っているのかもしれない。


「言っておくが俺おれは殺バラし潰つぶしが専門だ。娘さんは気の毒に思うが、治ち療りようなら専門の──」


「医者には診みせた。とっくの昔にな。何度も診せた」


　マクシミリアーノの口調がなおも朗ほがらかなのは──絶望が行き着くところまで行き着いてしまった為ためかもしれない。


「どうにもならん。精神科の医者など詐さ欺ぎ師しばかりだ」


「じゃあどうしろと？」


　レイオットが尋たずねたその時。


「……母様」


　ふと……そんな声が地下室に響いた。


　透すき通った──川のせせらぎを思わせる声こわ音ねである。不ふ純じゆん物ぶつを含ふくまないその声は純じゆん粋すいであるが故ゆえに声量は小さくとも際きわ立だって響き、聞く者の鼓こ膜まくに容易たやすく浸しん透とうする。


　無む論ろん、レイオット達の声ではない。村長の娘──コーネリアのものでもない。


　その声はコーネリアの側そばにわだかまる暗がりの中から聞こえた。


　衣きぬ擦ずれの音と共に小さな人ひと影かげが部へ屋やの隅すみの闇やみからゆっくりと分ぶん離りする。


「……子供？」


　レイオットが呟つぶやく。


　そう──それは子供であった。それも幼おさない少女だ。


　コーネリアは素す早ばやく反はん応のうした。


　猫ねこの様に四つん這ばいで動くと、しがみつく様にして──あるいは庇かばっている積つもりなのかもしれないが──両手でその少女を抱だきしめた。


「……大だい丈じよう夫ぶ」


　慣なれた事なのか、いきなり抱きしめられながらも少女は少しも驚おどろかず、むしろ幼おさな子ごをあやす様な口調でそう言うと、乱れたコーネリアの金きん髪ぱつを撫なでた。
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「大丈夫よ……母様」


　恐らくその少女はコーネリアの娘なのだろう。


　まだ十歳位のとても幼い少女ではあるが、その容よう貌ぼうには母親と共通する部分が散見される。目め元もとや鼻筋の線は典てん雅がでかつ愛らしい。将来は母親同様に──いやそれ以上の美人になるに違いない。


　しかし──


「おい、あんたら、まさか……」


　レイオットは顔をしかめてエレンを振り返るが、彼女は無言で眼めを伏ふせる。マクシミリアーノはやはり前を見み据すえたまま、振り返ろうともしない。


　レイオットは再ふたたび視線をその少女に戻もどした。


　改めてその容よう姿しを眺ながめるが──やはり彼の注意を引いたものは見み間ま違ちがいなどではなく、確かにそこに存そん在ざいしている。


　少女の双そう眸ぼうの上。本来であれば眉まゆがある筈はずの位置に備そなわった二つの紅あかい球面──


「──ＣＳＡか……」


　レイオットは呟つぶやく。


　前まえ髪がみの間に覗のぞく紅い球面は、明らかに人間には本来備わっていない筈のものだ。


　それだけではない。少女の長い髪は、血を思わせるような鮮あざやかな真しん紅くを──人間の頭とう髪はつとしては、自然には存在しない色しき彩さいを呈ていしていた。そして本来の瞳ひとみもそれらに合わせたかの様に同じ色彩を帯おびており、肌はだの白さと相あいまって、非人間的な雰ふん囲い気きをその幼い少女に与あたえていた。


　人間と相そう似じでありながら同様でない姿──


「……君の仕事のまず一つは」


　振り返ったマクシミリアーノが静かに言う。


「この〈なり損ないデイフエクテイブ〉を処しよ分ぶんする事だよ」


　その顔には──なおも人ひと懐なつっこい微び笑しようが浮うかんだままであった。





　　　　●　　　●　　　●





　半魔族ハーフ・ブルート──人間と魔族メレヴエレントの混血。


　彼等は正式には先天性コンジエネタル・魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト、略してＣＳＡと呼よばれる。『半魔族ハーフ・ブルート』『なり損ないデイフエクテイブ』などといった言葉はあくまで非公式な通つう称しようであり蔑べつ称しように過ぎない上、正しくもない単語なのだが……一いつ般ぱん的てきには正式名称よりも通りが良い。


　彼等は生命としての発生段階から、魔法の影えい響きよう下かにある為ため、身体からだの一部が異常な形状と機能を備えていたり、人間には本来有り得ない様な器官が備わっていたりする。


　ある者は右みぎ腕うでだけが鳥の様な翼つばさになっている。ある者は耳が獣けものの様に尖とがっている。またある者は膝ひざの関節が三つある。その一方でその異常性が、内臓器官や衣服で覆おおい隠かくせる部分だけに留とどまっていて、外見上は普ふ通つうの人間と区別が付かない者も居る。


　ただ何にせよ──彼等はその出しゆつ自じから、一般人に忌いみ嫌きらわれる存在である事に変わりはない。忌むべき魔族によって性的暴行を受けた女性が産み落とす存在、それがＣＳＡだからである。


　故ゆえに彼等は、様々な場面で差別的な扱あつかいを受けている。法的にも彼等はその権利を制せい限げんされ、抑よく圧あつされている。その環境によって精神的に追いつめられ、自じ暴ぼう自じ棄きな行動をとる者も多く、そういった事件がまた、ＣＳＡに対する一般人からの視線の温度を下げる結果となっていた。


　また〈イエルネフェルト事変〉直後の混乱期にまことしやかに囁ささやかれた噂うわさ──即すなわち、『元より人間の形を逸いつ脱だつしている半魔族達は、普通の人間と違って、放ほうっておいてもいつか魔族化する危険性がある』という考え方が、三十年以上を経へた現在も完全には払ふつ拭しよくされていない。


　この噂を肯こう定ていする根こん拠きよは無かったが、否ひ定ていする根拠もまた無かった。


　ＣＳＡ収容所に代表される国公立の医い療りよう研究所等では、今もなお人体実験紛まがいの研究が進められている筈はずだが、目立った成果は上がっていないという。


　この為、田舎いなかでは未いまだにＣＳＡを私刑リンチにかけて殺害するなどという行こう為いが半なかば公然と行われていたりもする。迷めい信しん深ぶかい彼等にとってＣＳＡとは文字通り怪かい物ぶつの血けつ脈みやくを受け継つぐ半分魔族であり、〈イエルネフェルト事変〉で猛もう威いをふるった憎にくむべき敵てきの眷けん属ぞくに過ぎないのである。


　とはいえ……


「──断ことわる」


　レイオットはそう断だん言げんした。


　場所は再び応接間に戻もどっている。


　先さき程ほどと全く同じ位置関係でレイオットはマクシミリアーノと相あい対たいしていた。エレンの立つ位置までが測はかった様に同じである。だが部屋の中に漂ただよう空気の温度はかなりの低下を見せていた。


「困こまったものだな」


　マクシミリアーノがむしろのんびりとした口調で言う。


「差さし支つかえなければ君がこの仕事を受けてくれない理由を教えて欲ほしいのだが？」


　詰きつ問もんの声ではない。まるでピクニックに参加できない友人にその理由を尋たずねているかの様な……ひどく気楽な声こわ音ねだった。


「俺おれはあくまで戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストだからな」


　レイオットはマクシミリアーノの仮か面めんの様な笑えみを正面から見み据すえながら言った。


「本来、戦術魔法士は対魔族、猛もう獣じゆう、あるいは重武装の犯罪者──そういった連中を相手にするもんだ。そういった連中と戦やり合うのはやぶさかじゃないけどな。子供を殺せと言われて、はい承うけたまわりました、と何の疑問もなく言える程、俺も無む茶ちやな倫りん理り観かんは持ち合わせていないんだよ」


「そう気取らなくても良かろう」


　マクシミリアーノは聞き分けのない子供を諭さとす大人おとなの様な口調で言った。


「無資格で魔法を行使している時点で、既すでに犯罪者の一種だろうに、君は。ましてあれは子供ではない。子供の格かつ好こうをしているだけで、魔族の一種だ」


「ＣＳＡは魔族じゃない」


「だからといって人間でもなかろう」


　マクシミリアーノは躊躇ためらいもなく、はっきりとそう言いきった。


「…………」


　さすがにレイオットも一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった。この男はあの少女を──自分の孫まごを平然と『人間ではない』と断言してのけたのである。


「たった一日で生まれてくるものが人間でなぞあるものか」


　確かに親の一方である魔族の魔ド力メ圏イ内ンにおいて発育する受精卵子は、生物学の常識を嘲ちよう笑しようするかの様な速度で分ぶん裂れつし、自己組織化を始める。普通の人間が十と月つき十とお日かをかけて経過する発生の過程を、短ければ数分、長くても一日で終しゆう了りようし、ＣＳＡは産まれてくるのだ。


　これは魔族の魔力圏が持つ異常な自己復ふく元げん機き能のうの余波であるとも言われているが、詳しよう細さいは明らかになっていない。


　ただ、実際に生まれてきた後のＣＳＡには魔力圏は無む論ろん、異常な自己復元能力もなく、傷を負えば血を流し、部位にかかわらずそれが深ければ死に至るという点では普通の人間と差はない。


「そんなにあの子が目め障ざわりだと言うのなら、自分達の手で殺せばいいだろう。わざわざ戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストなぞに頼たよらないでも──銃じゆう弾だん一発、刃は物もの一本で事足りる」


　レイオットは村長の背後に視線を向ける。


　彼の背にしている壁かべには、二丁のライフルが掛かけられていた。かなり旧ふるい型で恐おそらくは装飾品としてそこに飾かざられているのであろうが──見た限りでは模も造ぞう銃じゆうではなく、弾たまを込こめれば使える実銃だ。


「それとも──『祟たたり』を怖こわがってるのか？」


　これも田舎いなかではたまに見られた迷めい信しんの一種だが──ＣＳＡを殺すと『祟たたり』があるというのだ。どこからどういう根こん拠きよで出てきた話かは分からない。かつて〈イエルネフエルト事変〉の後に生まれた大量のＣＳＡは、その多くが生後一年にも満たない内に殺されたというが……そういった『赤ん坊殺し』で生じた良心の呵か責しやくの裏返しとして、人々の間に発生した迷信なのかもしれない。


　そもそも、強大な魔法を操あやつる魔族でさえ死んでしまえばそれまでだ。ＣＳＡに殺害者を祟ったり呪のろったりする能力などあろう筈はずもない。しかし事変後の混乱期、様々な情報が錯さく綜そうしたせいか、今もなお、この迷信を大おお真ま面じ目めに信じている大人も少なくなかった。


　故ゆえに──非ひ合ごう法ほうな仕事にも手を染める戦術魔法士を村が雇やとい、村中で私刑リンチにかけたＣＳＡにとどめを刺ささせる、という場合さえあったという。その場合、呪いは戦術魔法士の方に行くのだそうだ。


「半分と言ってもあれは魔族だ。いつ完全な魔族になってしまうか分からない。私は村人の安全を確保する義務があるのだよ。念には念を入れてな」


　マクシミリアーノの口く調ちようには自じ己こに対する何の疑ぎ念ねんも感じられない。この村長は心の底からそう信じているらしかった。


「……最初に話が来た時に考えてしかるべきだったな……」


　レイオットは呟つぶやく。


　トリスタン市の様な都会暮らしのレイオットにとって、こうまで狂信的なＣＳＡ差別は最も早はや過か去このもの、といった印象があった。暴ぼう徒との集団が発作的にＣＳＡを私刑にかけたり、差別主義者達が夜の闇やみに乗じて『〈なり損ない〉狩りデイフエクテイブ・ハント』をしたりするのは知っていたが、まさか地域共同体の長自らが金を出してまでＣＳＡの処分を戦術魔法士に依頼してくるとは思ってもみなかったのである。


　だが──実際、三十年前の〈イエルネフェルト事変〉の傷きず跡あとが癒いえきらない土地も未いまだ多いと聞く。むしろ中ちゆう途と半はん端ぱな被ひ害がいが、偏へん見けんと被害妄もう想そうを助長させる結果に終わっている場所もあるという。ケルビーニもそんな村の一つなのかもしれない。


「とにかく、どうしてもというのなら、あんたらがやれ。もしそこで本当に彼女が魔族化する様な事になれば、俺おれの出番だ」


「……〈なり損ない〉が怖こわいのかね？」


　むしろ優やさしげな口調で──意気がる子供を観みる年寄りの様な物言いでマクシミリアーノは尋たずねてくる。一種の挑ちよう発はつなのであろうが、生あい憎にくとレイオットはそれに乗るほど生き真ま面じ目めではない。


「あんたらの代わりに殺人犯にされちまうのが怖いんだよ」


　権利を制限されてはいるものの、法律上ＣＳＡは人間であるし、彼等を殺せば殺人罪が適てき用ようされる。無む論ろん、レイオットに殺害を肩かた代がわりさせたところで、彼が殺人罪で捕つかまればマクシミリアーノ達も殺人教きよう唆さ罪ざいで逮たい捕ほされる事にはなるのだが。


「仕事は二つと言っていたが、もう一方もＣＳＡ殺しか？　ならば俺は帰らせてもらう。もっと融ゆう通ずうの利きく戦術魔法士を探さがしてくれ」


「いや……」


　マクシミリアーノは首を振ふった。


「心配せずとも、もう一つは完全な魔族が相手だ。あの〈なり損ない〉の父親を狩かり出してもらいたい」


「……帰らせてもらおう」


　言ってレイオットは立ち上がる。


「待ちたまえ、どういう事だね？」


　さして慌あわてた様よう子すも見せず──マクシミリアーノが尋たずねてくる。


「どういう事もこういう事もあるか。どう見てもあの子は十歳前後だ。確かにＣＳＡの胎たい児じは魔法の影えい響きようで急激に成長するが、出産後の成長速度は普ふ通つうの人間と変わらない。つまりあの子の父親は十年前に魔族として存在していた事になる」


　レイオットは冷たい視線をマクシミリアーノに注そそいで言う。


「個体によって限界に差はあるが、魔族は時間が経たてば経つほど魔法生物として『進化』する。十年も経けい過かしていれば、とっくに進化限界に達しているだろう。魔王ルシフエル級や上級になれるのは一部だと言われているが、中級以上の魔族が存在していて、今まで話題にならない筈はずがない。それこそ上級魔族なんぞに成長していた日には、もう戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストなんぞの出る幕じゃない。軍が爆ばく撃げき機きの飛行編隊を組んでこの村を焼き尽つくしている筈だ」


　これは誇こ張ちようでも何でもない。


　実じつ際さい──軍は魔法管理局から対魔族殲せん滅めつ戦せんの要よう請せいが来た場合、即そく座ざに行動に移せるよう、常つねに燃料気化爆ばく弾だんを保有ストツクしている。そして戦術魔法士で対処できないと分かれば、魔法管理局は躊躇ためらいなく軍に出動を要よう請せいする。


　もう一度〈イエルネフェルト事変〉相当の事じ態たいが発生すれば、アルマデウス帝てい国こくは二度と復ふつ興こうできまい。だからこそ魔族と化した人間はありとあらゆる法的権利を剝はく奪だつされ、裁さい判ばんを要さない『災害』として即座に殲滅対象となるのだ。


　そして同時に──国家そのものを揺ゆるがしかねない上級魔族を殲滅する為ためなら、ありとあらゆる国家機関はそれに付ふ随ずいする経済的、及および人的損害を許きよ容ようするだろう。小さな田舎村など閣かく議ぎを経ることもなく切り捨てられるに違いない。


「別に敬意を払はらってもらう必要はないがな、適当な噓うそで都つ合ごう良く踊おどらせる事ができると思われるのもあまり愉ゆ快かいな事じゃない。帰らせてもらおう」


「待ちたまえ」


　扉とびらに手をかけたレイオットの背中にマクシミリアーノの声が追いすがる。


「せっかちだな、君は──別に君を騙だます積つもりなどない。あの〈なり損ない〉の父親だというのはまだ確かく認にんされた事実ではないのだ。ただ他ほかに思い当たる節が無いだけの事だよ」


「……どういう事だ？」


　振ふり返ってレイオットが尋たずねる。


「魔族らしき影かげを見た者がこの村に何人も居るのだ」


「魔族らしき影？」


　その一語でレイオットの脳のう裏りを過よぎったのは、来る途と中ちゆうの道で見た異い形ぎようである。


　その正体は確認はできなかった訳わけだが、彼自身、魔族かと思ったのだから、村の人間が同じものを見れば魔族だと考えても不思議はない。


　とはいえ──


「何かの動物と見み間ま違ちがえている可か能のう性せいはあるぞ。猿さるや熊くまを魔族と見間違えて戦術魔法士の出動が要よう請せいされた事件が何件かある。まあ──それならそれで俺は構かまわないが」


　ある種の猛もう獣じゆう、害がい獣じゆうの駆く除じよに戦術魔法士が駆かり出される事は実際にある。無む論ろん、戦術魔法士の報ほう酬しゆうは高いので、猟師ハンターでも二の足を踏ふむような凶きよう暴ぼうな獣けものが出た場合や、猟りよう師しでは対応できない様な特とく殊しゆな状じよう況きように限かぎられるが。


「……それならそれで構わない。だが〈イエルネフェルト事変〉以降、この村の近辺で魔法使いが存在した記録はただ一度だけだ。村の者は奴やつが魔族になって復ふく讐しゆうに来たと──」


「──奴？」


「ダニエル・レジエーロという男だ。変わり者でね。元々はこの村の人間だったのだが、しばらくトリスタンの方に出ていて──戻もどってきた、いわゆる出戻りだ。それは良いのだが、トリスタンの方でおかしな宗教だか何だかにハマったらしくてね。森の中に小屋を建てて『修業』と称しようしてそこで暮らしていた。


　そこまでは良かったのだが──奴は私の娘むすめに懸け想そうし、求愛が受け入れられないと見るや、娘を拐かどわかし、何ど処こで覚えたのか魔法を使って追いかけた村人を皆みな殺ごろしにした挙げ句、魔族化してしまったのだよ。もう十一年も前の話だ」


「……ふむ」


　どうにも胡う乱ろんな話だ。ざっと聞いただけでも幾いくつか腑ふに落ちない部分がある。


　しかし──


「で──そのダニエルが見つかっていない？」


「そうだ。当時村の者が二十人近く殺された。ただ奴の死体は何ど処こにもなく、ただ……コーネリアとあれが森の中で見つかっただけだ」


「つまりは誰もダニエルが魔族化した際の状況を見ていない……と？」


「娘とあれを除のぞけば……そういう事になるな」


　マクシミリアーノは頷うなずいた。


「……妙みようだな」


　もしマクシミリアーノの言葉が本当ならば、そのダニエルという男は魔族化したまま今も何処かに生きているという事になる。脳のうを破は壊かいされない限り身体からだの半分以上を失っても自らを復元し得る魔族が、事故死や自然死をするとも思えない。もっとも魔族という存在に寿じゆ命みようがあるのか、あるとしたらそれはどれくらいの長さなのか──その事については有力な仮か説せつすら立てられていない状じよう態たいなのであるが。


　しかし何にせよ十一年前に発生した魔族が、今までずっと大人おとなしくしていたとも考えにくい。魔族の行動原理は未いまだ解明されていないが、大たい抵ていの場合、魔族は人間に対して破は壊かい的てきな行動に出る。それは殆ほとんど魔族の習性と言っても良いだろう。そしてもし魔族が生きていて、このケルビーニの村の近くに棲せい息そくしているのならば、今までに被ひ害がい者しやの一人や二人は出ていてもおかしくはない筈はずなのだ。


　となれば──


（何者かがそいつを倒たおした……？）


　そう考えるのが一番妥だ当とうだろう。だが無む論ろんそれは『誰がその魔族を倒したのか』という新たな謎なぞを発生させる事になるのだが。


　そしてもう一つ。


　もしその時に倒されているのならば、レイオットが目もく撃げきし、また村人が見たという魔族の存在が説明できない。大型の猿か何かと見み間ま違ちがえた可能性は確かにあるのだが──


「とにかく、村の者は程度の差こそあっても、誰だれもが怯おびえている。魔族が出てもこの様な田舎となれば、魔法使いが来るまでに全ぜん滅めつしかねない。だからこそ本当に魔族が居るのならば駆く除じよして欲ほしいのだ。居ないのなら居ないで、それを証明して欲しい」


「……難しいな」


　魔族が本当に存在するのならばそれを倒せば良いだけだろう。しかし居ないものを居ないと証明するのは至し難なんの業わざだ。何を以もつて『居ない』事の証しよう拠こにするかが問題になる。


　とはいえ──


（もし本当にこの村の側そばに魔族が居て、しかも充じゆう分ぶんに成長しきった中級以上の魔族であるのなら……それはそれで望むところだ）


　そうレイオットは思う。


　罪つみ人びとには罰ばつが必要だ。


　死んではならない。それではむしろ楽らくになってしまう。自殺などもっての他だ。それでは何も終わらない。むしろ行き場のない無む念ねんだけが残る。


　戦って戦って戦い続けて、最後は負け犬として惨みじめに死んでいくのが、自分には相応ふさわしい──そんな風に思う。それでこそ自分は罪を償つぐなえる。それでこそ彼の罪の物語は終わりを告げるのだ。


　だから彼は生き恥はじを晒さらしながらもこの商売を続けている。望のぞんで悽せい惨さんな戦いの現場に身を置いている。それを以もつて自らに罰を科かしている。


　いつか……運命が解放の刃やいばとなって彼の心臓を刺さし貫つらぬくその時まで。


「で──報ほう酬しゆう額がくはいくらになる？」


「報酬は──」


　マクシミリアーノが一いつ瞬しゆん、言い淀よどんだのはやはり躊ちゆう躇ちよがあったのかもしれない。


「一万三千ドルク」


「……安いな」


　レイオットは苦く笑しようした。


　戦術魔法士への相場を大おお幅はばに割り込んでいる。法定された報酬規定の最下限よりもまだ低い。予想しうる必要経費を引けば一万ドルクにもならない。普ふ通つうの戦術魔法士であれば呆あきれて帰り支じ度たくをする事だろう。


「……これが手一いつ杯ぱいなのだ。君の目にどう映うつったかは知らないが、決してこの村は裕ゆう福ふくではない。代わりにこの村に滞たい在ざい中は最大限の便べん宜ぎを図はかれるように手配する。土地を用意し、村の者に命じて君の別べつ荘そうを建てても良い」


「別荘だの何だのに興味はない」


　そう言いきってからレイオットはため息をついた。


「分かった。やれるだけやってみよう。ここまで来て手ぶらで帰るのも芸がないしな。もっとも『居ない』と分かった場合でもそれなりの報酬は貰もらうぞ」


「やってくれるかね。ありがたい」


　頷いてマクシミリアーノは言った。





　　　　●　　　●　　　●





　扉とびらに掛かけられた鍵かぎを外はずしながらエレンは振ふり返った。


「あの……本当に、よろしいのですか……？　母おも屋やの客室の方が、色々と──」


「だから。気にしなくていいんだよ」


　多少うんざりしながらレイオットは四度目になる答えを返した。


　エレンは鍵を開ける手を止め『はい。申し訳わけありません』と言いながら頭を下げる。


　どうにもこの家政婦メイドサーバントは利り発はつさに欠ける様だった。同じ事を何度も聞いてくるし、全体的な物もの腰ごしにも、まるで見えない鎖くさりを引きずっているかの如ごとく緩かん慢まんな印象がある。レイオットはともかく、気の短い人間なら苛いら々いらして怒ど鳴なりかねない。そして……己おのれの愚ぐ鈍どんさを本人も多少は自覚している様よう子すがあった。


　妙みように陰いん気きで気弱そうな様子も生せい来らいのものではなく、周囲から何度となくけなされてきた結果なのかもしれない──そんな事を思いながらレイオットは言葉を補おぎなった。


「最悪モールド・キャリアの──トラックの中で寝ねる積つもりだったしな。雨あめ風かぜが防ふせげれば何ど処こでもいいんだよ。他ほかに望む事と言ったら、身体を伸のばして眠ねむれるだけの広さ位のもんだ。根が貧びん乏ぼう性しようなもんでね」


　五度目の質問が来ないようにはっきりとそう言ってやる。


　エレンはそれでももう一度確かく認にんしてきそうな様子であったが──さすがにレイオットがうんざりしているのに気付いたのか、黙だまって扉を開き、部へ屋やの中に入ると、手に持っていたランプを入り口近くの壁かべに設もうけられていたフックに引っかけた。


　闇やみが満ちていた室内に淡あわい光が広がる。


「……意外に綺き麗れいだな」


　そう言ってレイオットはその室内を見回した。


　小さいがそこは居間だった。暖だん炉ろがあり、椅い子すがあり、棚たながあり、そしてやや大きめのテーブルが中央に置かれている。ごくごく普ふ通つうの──いや、少々手て狭ぜまな民家の一室という印象である。


　使われなくなって十年になるというが、中の空気が澱よどんでいる様子はない。無人の家屋にありがちな黴かび臭くささも感じられなかった。


「定期的に、掃そう除じしております……ので……」


　エレンが言って暖だん炉ろの前に屈かがみ込む。


「マッチ……マッチ……」


　そう言いながら彼女はエプロンやワンピースのポケットを探さぐっている。やがて彼女は何処か怯おびえたような表ひよう情じようでレイオットを振ふり返って、言った。


「あの……マッチをお持ちではありませんか……？」


「生あい憎にく、タバコはすわないんでね」


　そう言いながらもレイオットはコートのポケットを探る。


　そこからつかみ出したのは数枚の硬こう貨かと──そして丸められた紙かみ屑くずだった。何い時つのものかレイオットにもよく分からないが、恐おそらく街を歩いている最中に手て渡わたされたチラシか何かだろう。彼はそれにランプから火を移うつすと、エレンの横から無む造ぞう作さに暖炉の中へと放ほうり込んだ。


　ゆっくりとだが、朱あかい炎ほのおが暖炉の中の薪まきに燃え移ってゆく。


「あ……ありがとうござい……ます……」


　上うわ目め遣づかいにそう言ってくるエレン。怯えながらも何かを探るような視し線せん。恐らくは自分の手て際ぎわの悪さがレイオットの機き嫌げんを損そこねてしまったのではないかと恐れているのだろう。


（なんだかな……）


　どうにも居い心ごこ地ちの悪いものを感じてレイオットは内心ため息をついた。


（こんな事なら村長の申し出に従したがっておいた方が良かったか）


　今──レイオットがエレンに案内されて入ったこの建物は、フェルナンデス邸ていの庭にある離はなれ家やである。元々は使用人夫婦が住んでいた建物だが、ここしばらくは使われていないのだという。


　最初マクシミリアーノは来客用寝しん室しつにレイオットを通そうとしたが、彼は断ことわった。


　理由は単たん純じゆん──面めん倒どうだからだ。


　屋や敷しきには正面玄げん関かんや裏口を含ふくめて数か所の出入り口があるが、いずれも時間が来ればエレンが施せ錠じようして回る事になっているという。しかもこれらの鍵はいずれも外からは無む論ろん、内側からも鍵がなければ開かない様になっているのだ。


　これらの鍵は使用時以外はマクシミリアーノの寝室に保管される事になっている。


　つまり夕方以降、建物の外に出ようと思えばどうしてもマクシミリアーノの部へ屋やに行って鍵を借りて来ねばならないのだ。中庭に駐ちゆう車しやしてあるモールド・キャリアに何か物を取りに行くだけでも、いちいち断りを入れねばならない煩はん雑ざつさを思えば、モールド・キャリアの中に寝ね泊とまりした方が遥はるかに気楽で良い。


　まして元々モールドを装着して対魔族戦せん闘とうの準備を整えるのにはそれなりに手間と時間を要する。何処に出しゆつ没ぼつするかも分からない魔族が相手となれば、魔族目もく撃げきの報ほうが入ったと同時に、停てい滞たい無なくモールド・キャリアに乗って現場へ急行せねばならない訳だが──その際さいにいちいち鍵を開けてもらうのを待っていては機を逃のががしてしまうだろう。


　結局──レイオットは門の近くにある離れ家にモールド・キャリアを横付けし、そこに寝ね泊とまりする事にしたのだ。


「……」


　ふと気付いて見ると──エレンがまるで炎に魅み入いられているかの様に、ぼんやりとした表情で暖だん炉ろを眺ながめている。


「どうした？」


「あ……？　いえ──あの」


　声をかけられて、慌あわててエレンは振り返る。


「何か気になる事でも？」


「えっと──その……懐なつかしいなって。掃そう除じに入る事はあっても、暖炉に火をくべることは何年もなかったので……」


「懐かしい？」


「あの……その。ここに住んでたっていうか……ここで生まれたんです、私……元々、私の両親が……このフェルナンデス家で奉ほう公こうさせていただいている時に……」


　そう言って眼めを伏ふせるエレン。


　どうやら親子二代に亘わたってフェルナンデス家に仕つかえているらしい。都会では時代錯さく誤ごも甚はなはだしい話に聞こえるだろうが、この様な村ではさして珍めずらしい話ではないのかもしれない。


「しかし内側からも鍵が無いと開けられない扉とびらってのも──かなり珍しいな。それも出入り口全部だ。少々偏へん執しつ的てきにさえ見える」


「そ……そうで……しょうか……？」


　エレンが視線を逸そらしながら言う。


「魔族……を……見み掛かけたという噂うわさがよく聞かれる様に……なったもので……戸と締じまりは厳重に……と……旦だん那な様が」


「魔族が目撃される様になったのは、最近だろう？　あの鍵はかなり旧ふるいものの様に見えたがな。それに外側から入ってこれなくするという以上に──内側のものを出さなくする為ために設けられた様に見えるんだが」


「……」


　エレンは俯うつむいて黙だまり込こんだ。


　いかにも『隠かくし事がある』といった風ふ情ぜいだが、ここで必要以上にこの気弱な娘を追つい及きゆうしても萎い縮しゆくするだけで正確な情報は得られないだろう。そもそも鍵の一件が魔族狩がりに関係するかどうかさえ分からないのだ。


　正直……村長やこの娘が何を考えていようと、レイオットの知った事ではない。魔族狩りに必要な情報となれば徹底的に追及もするが、そうでない限り他人の事情になど興味はなかった。


「まあいい。また何か思いついたら村長だけでなくあんたにも聞く事があるかもしれないが、その時はよろしく頼たのむ」


「は……はい」


　明らかにほっとした様子でエレンは頷うなずいた。そして──


「も、申し訳、ありません、でした」


「──何が？」


　眉まゆをひそめてレイオットが尋たずねると、エレンは身を縮ちぢませながら言葉を続けた。


「その、ぐずぐずしてて……苛いら々いら、されたと思います、から……」


「ああ──」


　苦く笑しようしてレイオットは言った。


「多少はな。だからってわざわざ謝あやまってもらう程ほどのものでもないだろ」


「は……はあ」


　エレンは驚おどろいた様な顔をしていたが……何度か瞬まばたきをしてから、小さく頭を下げた。


「あ……ありがとうございます。何か、御ご用ようがございましたら、お手数ですが、母おも屋やの方まで御ご連れん絡らく……ください……あ……それから、御お夕食は……母屋の方に御用意いたしますので……」


「分かった」


　レイオットが頷うなずくと、エレンはランプを手に母屋の方へと帰っていった。


「……ふむ」


　頭を下げる一いつ瞬しゆん。


　エレンの陰いん気きな顔に、はにかむ様な微び笑しようがかすめた──そんな気がしたのだが、見み間ま違ちがいであったかもしれない。


「もっと気楽に生きた方が楽しいだろうに」


　そんな事を呟つぶやくものの──よく考えれば他ひ人との事を言えた義理ではない。


　だが改めて扉を閉じて部へ屋やの中に向き直ると、その暗さが気になった。


　暖だん炉ろの火は燃えているが、さすがにそれだけでは部屋から暗がりを追い払はらうには足りない。暖炉に火を入れたついでに照明用ランプにも火を入れるべきだったのだが──どうもエレンは忘れたまま戻ってしまったらしい。


　レイオットは苦笑と共にため息をつくと、部屋に備そなわっていた照明用ランプに暖炉の火を移うつし始めた。





　　　　●　　　●　　　●





　夕食の席は閑かん散さんとしたものだった。


　このフェルナンデス邸ていに居るのはマクシミリアーノとエレン、そして地下の二人だけらしく──しかもエレンが給仕役として動いている為ため、テーブルについていたのはレイオットとマクシミリアーノのみである。


　元々、マクシミリアーノの家族は妻と娘むすめのコーネリアだけで、その妻も先々月に亡なくなったのだという。かつては使用人家族──エレンとその両親──が同じ食しよく卓たくにつく事もあったというが、その時でさえ合計六名で、それ以上の人数がこの屋や敷しきの食卓についた事はないのだそうだ。


　さして広い食堂ではないが、たった二人のナイフとフォークの音だけが響ひびいていると、やはり侘わびしいものがある。パンとサラダ、それにチキン・ソテーといった内容の夕食を半時間ほどかけて採とり、レイオットは魔族を目もく撃げきした者の一覧リストを用意する様、マクシミリアーノに依い頼らいして席を辞じした。


「さて──」


　母屋を出て中庭の離はなれ家やの方へ──正確にはその横に停とめてあるモールド・キャリアの方へと向かう。モールド・キャリア内に積せき載さいしているモールドやスタッフ、それに各種補助武装の準備をする為である。


　元々装着機を兼かねた移送用架か台だいの上にモールドは保ほ持じされている。だが移動時には更さらに幾いくつかの金具で移送用架台の可動部分も含ふくめて完全に固定するのだ。この移動時用の固定金具を外はずさなければ、モールドを装着する事はできない。


　他ほかにもスタッフに載のせる六種の呪文書式板スペル・タグや封呪素筒カートリツジなどといった選せん択たく部品や消しよう耗もう部品を予あらかじめスタッフやモールドに装備しておく必要がある。大たい抵ていの場合は周囲の状じよう況きようや魔族の状態といった情報を得てから、載せる呪じゆ文もんの種類を決めるのだが──


「しかし相手の等級も分からず、何ど処こに出るか分からないとなると──呪文書式板スペル・タグの選択も少々悩なやむな」


　呟つぶやいてレイオットはモールド・キャリアの後部貨物室の扉とびらに手をかけた。


　その時──


「──ん？」


　視界の隅すみを微かすかな光がかすめた様な気がして、レイオットは振り返った。


　母屋の方である。等とう間かん隔かくに並ぶ朱あかく淡あわい光が四つ。


　少し離れた場所からは地面の一部が光っている様にも見えたが──近付いてみると建物の外がい壁へきと地面の隙すき間まから光が漏もれてきているのだと分かる。


「……これは」


　すぐにレイオットはその光の正体に気がついた。


　恐おそらく夕刻に見た地下室の換かん気き窓まどだ。内部でランプか何かを使用しているので、夕暮れ時とは逆にそこから光が漏もれだしているのだろう。


「……」


　レイオットは短くため息をついた。


　関係ない。


　自分には他人の境きよう遇ぐうに同情する余よ裕ゆうもなければ資格もない。自分の罪の重みに喘あえぐだけで精せい一いつ杯ぱいなのだ。あの少女や母親の身の上には同情もするが──ＣＳＡが閉じ込められているのは別に此こ処こだけではない。自分の祖父の家の地下か、それとも収容所かという違ちがいがあるだけだ。後見人などを得て社会に出てくるＣＳＡも居ないではないが……むしろ下へ手たに外を歩けば私刑リンチにあって殺される危険性もある。


　ＣＳＡだけではない。レイオットの周囲だけを見ても、不幸は溢あふれている。魔族事件で家族を失った者が居る。身体からだの一部を失って日常生活にさえ支し障しようをきたす者が居る。家族が魔族化したせいで、周囲から激しい迫はく害がいにあっている者も居る。


　不幸などこの世の始まりから終わりまで、人間が存在する限りなくなる事は決してないのだ。その一つ一つにいちいち付き合っていたら身が保もたない。


　だから──


「……いい月だな」


　──だからレイオットは自分がどうしてその換気窓に歩み寄り、その下で外を眺ながめていた少女に声をかけてしまったのか、自分でもよく分からなかった。


「空気が冷えてるから綺き麗れいに見える」


　そう言ってレイオットは背後の頭上を振り返った。


　冬の透すき通った空に白い真円が浮うかんでいる。熱を伴ともなわない月の光は地上に在あるありとあらゆるものの上に分け隔へだて無く──森にも、屋や敷しきにも、レイオットの上にも、そして少女の上にも降り注いでいた。


「気温が低いと細かい塵ちりとかが空中に舞まい上がらないから、大気の透とう明めい度どが上がって星や月がよく見えるんだとさ。知り合いからの受け売りだが」


「……」


　鉄てつ格ごう子しのついた小さな窓の下で少女はその紅あかい眼を瞬しばたたかせた。


「名前は？」


「カペル──カペルテータ」


　少女は素す直なおに答えてくる。


　改めて見るＣＳＡの少女の姿すがたは──レイオットの眼にはひどく純じゆん朴ぼくに映うつった。


　レイオットを見上げてくる紅い双そう眸ぼうには何の思おも惑わくも映っていない。純じゆん粋すいにただレイオットを視みているだけだ。その無む垢くさは子供というよりもむしろ獣けものに近い。仔こ犬いぬに声を掛かけると不思議そうに首を傾かしげたりするが……その様よう子すに似にている。


「……あなたは？」


　静かな声が尋たずねる。


「レイオット」


「レイオット……」


　ゆっくりとカペルテータは繰くり返した──まるで初めて聞くその名を自分の中に染しみ込こませようとするかの様に。ひょっとしたらこの少女は生まれてからずっとこの屋敷の中に閉じ込められていたせいで、屋敷の外の人間と会った事がないのかもしれない。


「お母さんはもう落ち着いたか？」


「……はい」


　カペルテータは小さく頷く。


「どうもいきなり知らない人間を見てびっくりしてしまったみたいだな。悪い事をした」


「いえ……いつもの事です」


「いつもの？」


「旦だん那な様に会うといつも母様はとても恐こわがります」


「『旦那様』……？」


「マクシミリアーノ・フェルナンデスの事です」


　淡たん々たんと少女は言う。


「『お祖じ父い様』とは呼よぶなと言われていますから」


「…………」


　あくまであの村長はこの少女を孫まごと認めない積つもりなのだ。だからカペルテータにも自分の事を祖父とは呼ばせず、エレンと同様に『旦那様』と呼ばせているのだろう。


　しかし──そこまで忌いみ嫌きらい、殺害を望む程ほどに目め障ざわりなら、どうしてもっと早くに何らかの方法でこの少女を殺してしまわなかったのか。機会にしても方法にしても、その気になればいくらでもあった筈はずだ。


「……レイオット」


　ふと──何か思いついたかの様にカペルテータが声を掛かけてくる。


　黙もつ考こうを中ちゆう断だんし改めてＣＳＡの少女を見み詰つめるレイオットに向けて、何の気負いもないひたすら静せい謐ひつな声が続く言葉を紡つむいだ。


「いつ私を殺すのですか」


「……」


　さすがのレイオットも言葉に詰まる。


　確かに多少声を潜ひそめてはいたものの、マクシミリアーノははっきりと彼女を始末しろとレイオットに言っている。本人の耳に聞こえていても別に不思議はない。


　とはいえ……


　この少女の声には恐きよう怖ふ感かんも悲ひ壮そう感かんもない。まるで明日の天気を尋たずねるかの様な何気ない口く調ちようだった。自分の語る言葉の意味を理解していない様にさえ見える。


　紅い瞳ひとみにも恐怖や憎ぞう悪おの色はない。異常な環境で育ってきた為ために、この少女の思考は俗ぞく世せ的なものの考え方とずれを生じているのかもしれなかった。


　しかし。


　死に対する恐怖は本ほん能のう的てきなものだ。動物ですら誰に教わるでもなくそれを恐おそれる。なのにこの少女にはそれがない。達たつ観かんしてしまっているのか、それとも単に『死』という単語と実じつ際さいの現象とがきちんと結びついていないだけなのか──


「君を殺すという依い頼らいは断ことわったよ。俺おれの仕事はこの村の近辺に出しゆつ没ぼつするという魔族を狩かる事だけだ」


「狩る……父様を殺すのですね」


　これまたひどく淡たん々たんとした口調でカペルテータは言う。


「……魔族を父親と呼ぶのか？」


「魔族と、母様の間にできたのが私だと聞いています」


　至し極ごく当然の事を再さい確かく認にんするかの様に、少女の声には淀よどみも揺ゆらぎもない。


「誰に聞いた？」


「御お祖ば母あ様さまに」


　先々月に亡なくなったという村長の妻だ。あるいはこの少女に言葉を教えたのは彼女であったかもしれない。まさか動物同然の状じよう態たいになってしまった母親と共に居ても言葉など覚えようがないし、孫を〈なり損ない〉としか呼ばない祖父が教えたとも思えない。


「レイオット。レイオットは父様が憎にくいですか」


「いや──別に。会ったこともないしな」


「ではどうして殺すのですか」


　やはり揶や揄ゆする口調ではない。詰きつ問もんしている口調でもない。


　ただひたすら純じゆん粋すいに少女は疑ぎ問もんを口にしているだけなのかもしれなかった。


「……仕事だからな」


　一いつ瞬しゆんなりとも躊躇ためらったのはやはりある種の後ろめたさを覚えたからだ。


　この少女は純粋無む垢くに過ぎる。相あい対たいする者は自分の鏡きよう像ぞうをこの少女の中に観みる。水面が時に鏡かがみとなって周囲の光景を映うつし出すのと同じく──素そ朴ぼくに澄すみ渡わたる少女の紅い眼は相対する者の心を如によ実じつに映すのだ。そこにカペルテータの恣し意いはない。嫌けん悪おを以もつて対する者は嫌悪を、恐怖を以て対する者は恐怖を、そして──迷まよいを抱いだいて接する者は迷いをその紅い瞳の中に観てしまう。


「仕事なのに私は殺さないのですか」


　紅い瞳が不思議そうにレイオットを見み詰つめている。


「君が魔族ではないから──だな」


「では私は何なのでしょう」


　鉄てつ格ごう子しの間から滴したたり落ちる白い月光の中で──人と魔の端はざ境かいに在ある事を強しいられた少女は言った。


「私は魔族ではないとレイオットは言います。でも人間でもないと旦那様は言います。旦那様は私の事を〈なり損ない〉と呼びます。私は魔族ではなく人間でもない。どちらにもなり損なって生まれてきたのが私らしいのです」


　悲ひ嘆たんではない。怨えん嗟さでもない。


　そしてそれ故ゆえにこそ……この少女の言葉はひどく哀かなしい。


「では魔族とは何なのでしょう。人間とは何なのでしょう。その境さかい目めはないのでしょうか。どちらでもない私はずっとどちらでもないままなのでしょうか」


「……俺に聞かれても困こまる」


　そう言ってレイオットは肩かたを竦すくめて見せた。


　この少女は生まれてからずっとそんな事を考えて生きてきたのだろうか。だとすればそれは──吐はき気を覚える程ほどに恐おそろしい事である様に思えた。


　自分が何なのか分からない。自分を定義できない。何をして良いのか分からない。何をすべきか分からない。憎にくむべきか愛するべきか。哀あわれむべきか蔑さげすむべきか。そもそもの立ち位置がない。何の指し針しんもない。完全な虚きよ無む。底のない器うつわ。それが満たされる事は決してない。


　そんな事をレイオットが考えていた時──


「……レイオット」


　カペルテータがふと視し線せんを動かして言った。


「父様が来ました」


「……なに？」


　一いつ瞬しゆん──その言葉の意味がレイオットには分からなかった。


　分かってはいても『父様』という単語と魔族とが即そく座ざに結びつかなかったのだ。


　だが──


「──!!」


　レイオットは愕がく然ぜんと振り返った。


　フェルナンデス邸ていの側そばに数本の樹じゆ木もくが生はえている。冬を迎むかえてなおその緑を失わぬ常緑の樹き──月光の下、その枝と葉が織おりなす闇やみの中に、四つの紅い光が揺ゆれていた。


「魔族……!?」


　枝の上に乗ったその影かげは、樹木の陰かげに半なかば溶とけ込こんでいて詳しよう細さいがはっきりしない。


　妙みようにごつごつしたその身体からだの輪りん郭かくは、モールドを着た戦術魔法士の姿と似ているようにも見えたが──三十キログロム以上もあるモールドを着たまま、丈たけ高だかい樹の枝にわざわざ登る様な酔すい狂きようをする魔法士が居るとも思えない。


　ましてその姿すがたは何ど処こか歪ゆがんでいる。何処がおかしいのかと問われれば答えにくいのだが、その四し肢しの長さや関節の位置が全体的に狂くるっている。確かにあれは人間ではない。普ふ通つうの動物でもない。専門家たるレイオットの眼めから観みても、その奇き妙みような外形は魔族にしか見えなかった。


「まずいな……」


　レイオットは振ふり返ると同時に〈ハード・フレア〉を抜ぬいてはいたが、この状態では拳けん銃じゆうなどまず役には立つまい。


　樹上の影とレイオット達の距きよ離りは直線距離にしておよそ六十メルトル。見通しが悪く距離感も狂くるい易やすい夜である事を考こう慮りよすれば、拳銃で確実に命中させるにはやや距離が開きすぎている。しかも魔族の──魔族らしき影の眼はこちらを向いている。不意打ちができないとなれば、銃で魔族を倒たおす事は出来ない。


　──ほおおおおおおお──……


　笛ふえの音の様な、か細くも朗ろう々ろうと流れる旋せん律りつが夜空に響ひびく。


　歌っている。


　それは月を背に、長々といつ終わるともしれぬ歌を謡うたっている。


「〈謡シうンもガのー〉……やはり中級魔族か」


　それは恒常魔力圏コンスタント・ドメインという絶対の鎧よろいを纏まとっている証あかしであった。


　その恒常魔力圏は魔族の周囲に展開し、魔族の意志と知識の及およぶ限りにその願望を具ぐ現げん化かする。中級の場合は、平均直径二十メルトルにも充みたない小さな『領土ドメイン』ではあるが、その中に在あっては魔族は絶対君主──いや、神にも匹ひつ敵てきする。


　いくらマグナム弾だんを使用するとはいえ、到とう底てい、拳銃一丁で倒たおせる様な相手ではない。


　だが、今からレイオットがモールド・キャリアに駆かけ込こんで、臨りん戦せん態たい勢せいを整えるまで相手が待っていてくれるという保証もない。むしろ下へ手たに動けばその瞬しゆん間かんに襲おそいかかってくるかもしれないのだ。


　だが……


「……あれが、君の父親か」


　不思議と静かな気持ちでレイオットはカペルテータにそう尋たずねた。


　常識の通用しない魔族に対して、どれだけ『印象』というものを適用して良いのかは、定さだかではないのだが、何な故ぜかその魔族はレイオットに対して害意を向けている様には見えなかった。


　いや、むしろその姿は何かを求めて遠とお吠ぼえをする狼おおかみにも似にて──何ど処こか切ない印象さえあったからだ。


　何か違ちがう。


　距離と夜の薄うす闇やみに阻はばまれて、未いまだその姿形を完全には把は握あくできていないものの、あれが魔族であるのはほぼ間違いあるまい。だがレイオットが今まで見てきた魔族とは何かが違うのは確かだった。その相そう違い点てんを口こう頭とうで説明しろと言われても、レイオットには適切な言葉が思い浮うかばないのだが。


　──ほおおおおおお──……


　魔族らしき影はレイオットとカペルテータの方を眺ながめていたが……


「……ひっ!?」


　息を詰つまらせる様な短い悲ひ鳴めい。


　振ふり返ったレイオットは、そこに立ちつくすエレンの姿すがたを見た。恐おそらく魔族の『歌』に気がついて、様よう子すを見に出てきたのであろう。


「あ……ああ……ああああっ！」


　全身を小刻みに震ふるわせながらエレンが声を漏もらす。


「静かにしろ──魔族を刺し激げきするな」


　レイオットがそう言う声も、聞こえていないらしい。恐きよう慌こう状態に陥おちいる寸前だ。


　そして──


（……まずい）


　魔族の紅あかい眼めが機械的にエレンの方を向くのを見て──レイオットは眉まゆを顰ひそめた。


　大声こそ上げていないものの、恐きよう怖ふに引きつった彼女の声は魔族の注意を引いてしまったらしい。多少の個体差はあるが、人間にはその存そん在ざいさえ認にん知ちできない様な小さな音でも、大たい抵ていの中級魔族は聞き分ける事ができるという。


　──ほおおおおおおっ──！


　一ひと際きわ高く吼ほえる魔族。


　無む駄だとは分かっているものの、レイオットは〈ハード・フレア〉を魔族に向けて撃げき鉄てつを起こした。魔族を傷つける事はできなくても、注意を引く事くらいは可か能のうだろう。


　両手で銃把グリツプを包み込み、照準器の向こうに魔族の姿を据すえる。


　しかし……


「──!?」


　不意に、樹上の影はその身を翻ひるがえして背後の闇やみの中へと自らを溶とけ込ませた。


　枝の上から飛び降りて襲ってくる積もりかとも想おもわれたが──しばらく待ってみても魔族が近付いてくる様子はない。レイオットはようやく撃鉄を戻もどして〈ハード・フレア〉を持つ手を下げた。


　緊きん張ちようの糸が切れたのか──視し界かいの隅すみでエレンが失しつ神しんして倒たおれるのが見える。


　だが、レイオットの意識は一つの疑ぎ問もんに占しめられていて、彼女の事を気き遣づかう余よ裕ゆうなど無かった。


「逃にげた……？　魔族が？」


　こちらがモールドに身を固め、一度でも魔法攻こう撃げきを仕し掛かけたのならいざ知らず──ただの人間相手に魔族が引くなどという事じ態たいは基本的に有り得ない。たとえ生まれて初めての経験であろうと、象ぞうは鼠ねずみと出会ってもそれを恐れるまい。生物としての力が根本的に違うのだ。逃とう走そうなどする必要がない。


　だとすれは魔族が姿を消したのは他ほかに理由があるのか、それともあれは魔族に見せかけた別の何かなのか。


　考え込むレイオット。それ故ゆえ──


「──無事か」


　そう声をかけられた時、彼は迂う闊かつにも反はん射しや的てきに頷うなずいてから──そして気付いた。


　傍かたわらを振り返る。


　一いつ瞬しゆん、銃じゆうを突つきつけるかどうか迷ったが、レイオットはそのまま〈ハード・フレア〉を腰こしの後ろのホルスタに戻した。理由はないのだが、この老人に銃を突きつけるのは、ひどく滑こつ稽けいな真ま似ねの様な気がしたのだ。


「一つ尋たずねていいか？」


　いつの間にか自分の傍らに立っていたその小こ柄がらな老人を眺ながめつつ、レイオットは言った。


　言うまでもない事だが──あの、森の中で出会った老人である。確か名前はロン・コルグといっただろうか。


「あんたは何者なんだ？」


「観みての通り──」


「……何ど処こにでも居るただの老いぼれ、には到とう底てい思えないから聞いてるんだよ」


　言葉を遮さえぎられてロンは顔をしかめた。


「他ひ人との台詞せりふを横取りする奴やつは嫌きらわれるものぞ」


「したり顔で説教する年寄りもな」


　そう言いながらも、レイオットは目の前のその老人を観かん察さつする。黒いインバネスにアスコット・タイ。単眼鏡モノクルと山やま高たか帽ぼう。そして右手に小さな杖つえ。やや旧ふる臭くさいが、いかにも洒落しやれ者ものの老ろう紳しん士し、といった風ふ情ぜいである。


　だが──見た目通りの人間ではなかろう。


　ましてあの魔族と無関係という訳わけでもないだろう。少なくともレイオットがこの老人の姿すがたを見たのは、二度ともあの魔族と出会った直後の事だ。これを偶ぐう然ぜんと考える程ほどレイオットはおめでたい性格をしていなかった。


「私は……。いや、君は説明しても信じんだろう、若いの。必要な時になれば話してやろう。だが今はその時ではない」


「……必要か必要でないか、あんたが決める事じゃないだろ」


「フェルナンデスの依い頼らいは受けたのか？」


　レイオットの言葉などまるで聞こえていないかの様に、ロンは尋ねてきた。レイオットが顔をしかめて黙だまっていると、勝手にロンは頷うなずいて言った。


「受けた様だな。だが生なま半はん可かな力では返り討うちを食くらうぞ」


「分かってるさ。あれは中級魔族だ」


「無む論ろん、それもあるが──どれ、君の玩具おもちやを見せてみろ」


　そう言ってロンは勝手にレイオットのモールド・キャリアの方へと歩いてゆく。


「……」


　一瞬、レイオットは鉄てつ格ごう子しの向こうの少女に視し線せんを下ろす。


　カペルテータはただ静かに彼を見み詰つめ返すばかりで、何も言ってこなかった。その表ひよう情じようもまた、ただ静せい謐ひつで、何を語るでもない。


「ふむ──これが君の……」


　などとロンの声が聞こえてきて、レイオットはモールド・キャリアの方を振ふり返った。


　後部貨物室の扉とびらが開かれている。


「おい、爺じいさん勝手に──」


　言って歩きながら、レイオットはふと意識の片かた隅すみで首を傾かしげた。


　確か──まだ貨物室の扉の鍵かぎは外はずしていなかった様に想おもう。絶対とは言い切れないが、もし施せ錠じようしたままであったのなら、どうやってあの老人は貨物室の扉を開いたのか？


「勝手に商売道具に触さわらないでくれよ」


　そう言ってレイオットは貨物室に入り、老人の横に並ぶ。だが、老人は移送用架か台だいに固定されたレイオットの〈スフォルテンド〉に触ふれることもなく、ただその闇やみ色いろの眼めで同色のモールドを眺ながめていた。


「これは……」


「見せろとか偉えらそうに言った割には、タクティカル・モールドを見るのは初めてか？」


　何か感かん慨がい深ぶかそうな様よう子すのロンをからかうようにレイオットは言う。だがロンはただ小さくかぶりを振って言った。


「そうか……なるほど、因いん縁ねんとはあるものよな」


「……何を一人で頷うなずいてるんだ、あんた？」


「いやいや、なるほど──ならば、君が来たのも偶然という名の必ひつ然ぜんなのであろうな。そうか。これだから世界とは興味深い」


　そう言いながらロンは踵きびすを返すと、モールド・キャリアから降りた。


「何なんだ、一体」


「いずれ分かろう。今は小こ賢ざかしく立ち回らぬ方が良い。私はそう確信した」


「いや、だから一人で勝手に納なつ得とくされてもな」


「ほれ──娘むすめが息を吹ふき返すぞ」


　杖つえが指した先では──エレンが短く呻うめいて身じろぎをしている。そちらに一いち瞥べつを送ってからレイオットは尚なおもロンに食い下がろうと視線を戻もどすが──


「……またか」


　──居ない。


　レイオットが視線を外した一いつ瞬しゆんで、ロンの姿は消しよう滅めつしていた。カペルテータに尋たずねてみようかとも想おもったが、彼女の位置から許ゆるされた視界では、ロンの行動を全すべて視し認にんする事などできないだろう──と思い直し、レイオットはエレンの側そばに駆かけ寄った。


「う……うう……」


　エレンが呻き声を上げる。


「う……ゆ……許し……許して……」


（……『許して』？）


　それは他た愛わいのない譫うわ言ごとかもしれない。だがレイオットの勘かんに妙みように引っかかった。


　やがて二、三度呻いてから、完全に意識が回復したのか──エレンは瞬まばたきして自分を抱だき起こしているレイオットを見詰めた。


「あ……あの……スタインバーグ……さん？」


「他ほかに誰に見える？」


　そう言ってレイオットはエレンを立たせてやる。


「大だい丈じよう夫ぶだ、あの魔族は逃げた。少なくとも近くには居ない」


「あ……あ、ありがとう、ございます……」


　抱き起こされていたのが恥ずかしいのか、やや頰ほおを赤らめながらエレンがそう言う。だが次の瞬間、彼女は何かに思い至った様子で、表情を強こわ張ばらせてレイオットを見詰めた。


「わ……私、何か……何か、変な事を、言いませんでした……か？」


「いや。別に──『許して』とか何とかは言っていたみたいだが」


　敢あえてそう言ってやる。


　エレンは面おも白しろいようにその顔を青ざめさせた。


「あの、あの、私、わ、私、私──あの、あの……」


　壊こわれた蓄ちく音おん機きの様に、震ふるえながら彼女は意味のない言葉を繰くり返す。


「……やはり何か事情があるか」


「いえ、その、あの──」


「まあ、今はいい。明日にでも落ち着いてから聞く事にするさ。今のあんたから何か聞けるとは思えないしな」


「あ……」


　レイオットがそれ以上追つい及きゆうしてこなかったのが余よ程ほど意外だったらしい。一瞬、きょとんとした表情でエレンは言葉を止め──しばしの時間をおいてから、小さく頭を下げた。


「すいません……」


「どうも今夜は冷える様だな。さっさとベッドに潜もぐり込こんだ方がいいぞ」


　そう言ってレイオットはその場にエレンを残し、モールド・キャリアの方へと戻もどった。


　エレンが母おも屋やへ戻る足音を背中で聞きながら、レイオットは想おもう。


（これは……何か裏があるのか？　それとも単に何かの偶ぐう然ぜんが働いて、単純な事じ態たいを複雑に見せているだけか？）


　よく分からない。


　恐おそらく幾いくつか、事態を理解するのに必要な──決定的な情報がまだ自分には与あたえられていないのだ。それを握にぎっているのが、あのロンという老人なのか、エレンなのか、カペルテータなのか、それともマクシミリアーノなのかは分からない。


　分からないが──


（まあいい──）


　誰がどんな事情を抱かかえていようと、自分は自分のすべき事をするだけだ。謎なぞ解ときになど興きよう味みはない。関係者同士が互いにどんな思おも惑わくを抱かかえていようと関係ない。


　彼は戦えればそれでいい。自らに与あたえられた力を振ふり絞しぼって、より強大な敵と闘とう争そう出来ればそれでいい。そのための相手として魔族は最も適てきした存在ではあった。


　ただ……だからこそあの魔族の行動は少々気にかかる。


「『父様』──か」


　魔族に人間らしい感情を期待するほど無む駄だな事はない。


　だが──


「まさか……な」


　呟つぶやいてレイオットはモールドの準備作業を始めた。
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　例えば……カペルテータ・フェルナンデスの場合。


　三年半という歳さい月げつについてその長短をどう感じるかと問われれば、やはり彼女は『永ながい』と答えるだろう。


　彼女とて生活そのものはレイオットと大差ない。カレンダーの日付などとはあまり関係のない領りよう域いきで、毎日は曖あい昧まいに過ぎて行く。レイオットがそれこそ勤つとめ人であれば、少なくとも曜日や月の感覚はかなり明確に意識に上るだろうが、世間の時間の推すい移いとは少々異ことなる生活をしているので、自然と彼女も何ど処こか浮うき世よ離ばなれした生活になる。


　だが──成長期の少女にとっては気が長かろうが短かろうが、忙いそがしかろうが暇ひまだろうが、その時間の変へん遷せんを実感せずには居られない。背は伸のびるし、指先から──女らしく胸や腰こしまで、それぞれの部分がやはり時間と共に変わってゆく。第二次性せい徴ちようの発現する思春期に入り、初しよ潮ちようを迎むかえ──嫌いやでも自分の肉体に変化が生じている事を意識する事になる。


　単たん純じゆんに身長だけを見ても、三年半の間にその数すう値ちはかなり変化している。今でもカペルテータは小こ柄がらな方だが……それでも三年半前とでは三インチは違ちがう。初めてレイオットの家に来た時に着ていた服はまだ捨てずにとってあるが、たまに衣い装しよう棚だなの整理をする際さいに取り出して見ると、自分の身体からだがかつてこの小さな布に包まれていたのだとは信じ難がたい気持ちにもなるのだった。


「……」


　庭先での水やりを終えて戻もどってくると居間ではレイオットが寝ねていた。


　いつもの如ごとく顔に本を載のせ──文庫本である事も多いが、今日は雑誌であった──額ひたいの上にサングラスを押おし上げた状じよう態たいでだらしなく眠ねむっている。


　この様さまだけ見せれば凄すご腕うでの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストなのだと説明しても、疑うたがいの目を向ける人間の方が多いだろう。少なくとも何度も死線をくぐり抜ぬけてきた男だと思わせる様な凄すご味みはない。眠る姿すがたも隙すきだらけだ。さすがに枕まくらにしているクッションの下には〈ハード・フレア〉が忍しのばせてある事はカペルテータも知っているが、恐おそらくナイフの一本でもあれば彼が目を覚ましてそれを引き抜ぬく前に彼の喉のどを貫つらぬく事ができる筈はずだ。


　そんなレイオットの様よう子すをカペルテータは立ち止まって静かに見み詰つめた。


　彼女はただ日々を無む為いに過すごしていた訳わけではない。


　カペルテータには目的がある。その為ために彼女はレイオットの側そばに居る。その為に彼女は三年半もの間、彼を見続けてきた。そしてこれからも飽あきる事無く見続けてゆくだろう。


　目的が達成されるのはいつの日か。それは分からない。


　しかし──


「……レイオット」


「……ん？」


　レイオットが寝ぼけた様子で身じろぎする。顔に被かぶせていた雑誌をつまみ上げ、彼は眠気に潤うるんだ眼めでカペルテータを眺ながめた。


「なんだ……どうした？」


「そろそろ支し度たくをして出ないと、約束の時間に遅おくれると思いますが」


　そう言ってやると、レイオットはしばし眉み間けんに皺しわを寄せて何事か考えていたが──


「ああ。そういえばジャックの所にモールドを検査に持っていくんだっけか」


　一昨日、ランパル真教教会の事件の後、レイオットが自分で言い出した事なのだが……すっかり忘れていたらしい。


　正規の魔法士ソーサリストは一度モールドを装着すれば必ずモールドを検査に出す事を義務づけられている。しかし、何らかの目に見える損そん傷しようでもない限かぎり、レイオットがこの義務を果たした事は殆ほとんどなかった。それがどういう心境の変化か、正規の戦術魔法士の様に〈スフォルテンド〉を検査に出すと言い出したのだ。


「あー……分かった。カペル、お前まえはどうする？」


「私も一いつ緒しよに。ジャックに頼たのんでいたものがありますから」


「……何を？」


「タイプライター」


「……秘書でも始める気か、お前は」


　苦く笑しようしてレイオットが言う。


「まあ好きにしろ──手に職つけるのは悪い事じゃなし。案外、秘書って事にしておいた方が、愛人だの何だのしょーもない事を言われずに済すむかもしれんが」


「労働基準法に引っかかりますが。後は児童福ふく祉し法ほうとＣＳＡ保護法にも」


「無モ資グ格リの戦術魔法士に言う言葉か？」


　そう言って起きあがると、レイオットは欠伸あくびをしながら居間を出ていった。恐おそらく寝しん室しつにコートを取りにいったのだろう。


「……」


　レイオットの後ろ姿すがたを眺ながめながら、カペルテータは考える。


　自分達の関係は一体何なのか……？


　それは真ま面じ目め、不真面目を別にすればレイオットにも何度か問われた事がある。その度たびに彼女は自らの意見で回答する事を保ほ留りゆうしてきた。それは彼女にとっては未いまだ答えられない事だからだ。


　いつになったらその疑ぎ問もんに答える事ができるのか。


　それは彼女も知らない。分からない。あるいはレイオットか自分が死ぬまでその答えは出ないかもしれない。そもそも答えなど出ない類たぐいの質問であるのかもしれない。


　だがそれでもカペルテータはレイオットの側に居る。側に居て戦い続けるこの戦術魔法士を見詰め続ける。


　それが自分の決めた立場なのだ。


　どうしようもなく受動的ではあるが──だからこそそれは意味がある。


　あの事件の後、ただ一人で雪の中を歩きながら考えて出したただ一つの結論がそれだった。無責任で他ひ人と任まかせな立場ではあるが、彼女には他ほかに思い付く事が無かったのだ。


　だから──
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　頰ほおが暖かい。


　ふと眼めを開いて振ふり返ってみると──視し界かいが一気に白く染そまった。眩まぶしさに瞳ひとみの奥おくが痛む。換かん気き窓の鉄てつ格ごう子しの間をすり抜ぬけて入ってきた陽光が、自分の顔に触ふれていたのだ。


　朝である。この部へ屋やで直接、日光を浴びる事ができるのは朝だけだ。


　カペルテータは身を起こそうとして──しかし動けない。


「……母様」


　呟つぶやいてカペルテータは自分を拘こう束そくする柔やわらかい腕うでに触ふれた。


　コーネリアが彼女を抱だきしめたまま眠っているのである。事情を知らぬ者にとっては、ただ単純で微笑ほほえましい光景に──我わが子を慈いつくしみその腕に抱だいて母親が眠っているだけの様に見えるだろう。だが事実はむしろ逆だ。昨日マクシミリアーノと会った事でひどく興こう奮ふんし、そして怯おびえたコーネリアは、一度は恐きよう慌こうがおさまったものの、どうにも落ち着かず……最終的にカペルテータにしがみつく事で、ようやく安心して眠ったのである。


「母様……朝よ」


　そう囁ささやいてカペルテータは自分を抱きしめる母の腕を外はずした。


　カペルテータが物心ついた頃ころから──既すでにコーネリアはこの状じよう態たいだった。


　まるで動物である。まともな言葉を喋しやべらず、ひどく単純な感情表現しか示さない。彼女に比べれば幼児でさえまだ理性的だろう。だが心の何ど処こかにぼんやりと以前の記き憶おくが残っているのか、彼女はひどく実父であるマクシミリアーノを恐おそれるし、カペルテータに対してだけは無条件で懐なついている。


　だからカペルテータは母親という言葉に実感がない。


　目の前のこの女性が母親だという事実は理解しているものの、その言葉とコーネリアを自然に結びつける事ができない。まるで聞いたことのない異国の単語の様に、その意味をある種の印象として把は握あくできないのだ。


　むしろカペルテータにとって母親役であったのは祖母だ。


　恐らく祖母が居なければカペルテータはこの歳としまで生きてはいなかったろう。生きていたとしても、母親同様、常識を知らず、人語を解する事さえできない動物同然の状態になっていたに違ちがいない。


　屋や敷しきの外に出る事を禁きんじられ、同じ年頃の少年少女と遊ぶ事もなく……ただ精神の壊こわれた母親と暮くらす孫まご娘むすめを不ふ憫びんに想おもい、その無ぶ聊りようを慰なぐさめるべく読み書きを教え、読書する習しゆう慣かんを教えたのも祖母である。


　しかしその祖母も三か月前に他た界かいした。


　それはカペルテータの唯ゆい一いつの庇ひ護ご者しやが居なくなった事を意味する。エレンは一応ながら丁てい寧ねいに世せ話わをしてくれるが──マクシミリアーノに逆さからってカペルテータの味方をしてくれる様な人間ではない。


　自分の未来はそう長くないだろうとカペルテータは想っていた。


　だが短い人生を嘆なげく気持ちにもならない。


　そもそも比ひ較かくするべき対象がカペルテータにはない。長い、あるいは短い、という概がい念ねんはあくまで比較の上に成立する。虫は自分の生しよう涯がいを人間と比べて短いとは嘆くまい。母も祖父母もエレンも、彼女にとっては物心ついた時から既すでに『大人おとな』という別の生物として存そん在ざいした。同じ年頃の子供を知らない彼女にしてみれば、自分が死ぬ時、それが即すなわち全まつとうされた寿じゆ命みようなのである。


「母様……」


　まだ眠ねむそうにしている母の側そばから離はなれてカペルテータは立ち上がる。


　彼女はその紅あかい眼めを換気窓の向こうに広がる世界に向けた。


　広大な世界。だがそれを映うつすカペルテータの眼に羨せん望ぼうの色も憧どう憬けいの色もない。


　広いという意味さえ彼女には分からない。


　物心ついた頃から既にカペルテータの世界には外そと枠わくが在あった。


　具体的に言ってしまえば、彼女の住む祖父の家の建物とその裏庭──それだけが彼女の世界の全すべてであった。そこだけが世界の全てだと決められていた。祖父が──祖母がそうと教えてくれなければ、彼女は一生あの男が自分の血けつ縁えんであると知らずに居ただろう──あのマクシミリアーノ・フェルナンデスが彼女に外に出る事を禁きんじたからだ。


　それは一種の洗せん脳のうであったかもしれない。


　自分は外の世界に出てはいけない──というよりも出る事のできない生き物なのだとカペルテータは考えていたのだ。魚が水の外の世界を夢見ない様に。獣けものが天空を駆かけようなどとは考えない様に。


　今いま更さらその外枠が多少狭せまくなったところで彼女にとっては大差ない。


　祖母が死んで反対する者も居なくなった事を幸さいわいに、マクシミリアーノはカペルテータを母と同じく地下の牢ろう獄ごくに押おし込こめた。だがその事については今更マクシミリアーノを恨うらむ気持ちにもならない。


　誰かを恨む事も憎にくむ事も無い。


　感情も無く目的も無く意味も無く。ただそこに在るだけの──昆こん虫ちゆうや植物の様な存在なのだとカペルテータは自分の事を考えていた。


「……起きてたの？」


　声に振ふり返ると、朝食を盆ぼんに載のせたエレンが地下室の入り口に立っていた。


「なんとなく、目が覚さめました」


　そう言ってカペルテータは地下室を区切る鉄てつ格ごう子しに歩み寄る。


　鉄格子に設もうけられた小さな配はい膳ぜん用ようの扉とびらから朝食を受け取り、カペルテータは引き下がる。いつもはそれを見届けて、エレンも地下室を出るのだが──


「あ、あのね──カペルテータ」


　エレンが躊躇ためらいがちに声をかけてくる。


　もっとも彼女はいつも何かを迷っている。いつも何かに怯おびえている。声をかけてくるのは珍めずらしいが──その様よう子すはいつもの彼女と大差ない。


「……はい」


　カペルテータは盆をコーネリアの側そばに置いて鉄格子のところへと戻もどった。


「何でしょう」


「あれは……あれは、ダニエルなの？」


「……」


　一いつ瞬しゆん──意味が分からなかった。


「あれは──あなたの父親なの？」


　エレンが焦じれたように言い直す。


　最も恐おそろしい罪は見えない罪だ。科とが人びと自らがその大きさを計はかれない罪だ。その重圧は罪の意識の在り様によって、無む限げんに肥ひ大だい化かしてゆく。怯えれば怯えるほどにそれは大きくなってゆく。


「そうなの？　あれは──ダニエルなのっ!?」


「ダニエルというのは私の父とう様さまの名前ですか」


「……！」


　エレンが息を呑のんで立ちつくす。


　彼女はカペルテータが自分の父親の名前を──父親がかつて人間であった頃ころの名前を、今この瞬しゆん間かんまで知らなかったという事に気付いたのだろう。


「昨日、この屋や敷しきの側に来ていたひとの事を言っているのなら──そうです。あれは私の父様です」


「ど、どうして、どうしてそんな事が分かる、の、よ……と、閉じ込められたまま、ろくに、外も見み渡わたせない……癖くせに……！」


　自分から『あれは父親なのか』と聞いておいて、矛む盾じゆんとも思える言いぐさだが──恐らくエレンは単に否ひ定ていの言葉が欲ほしかっただけなのだろう。


　あれはカペルテータの父ではない。かつてダニエルという名の人間だったモノではない。


　あれは──今いま更さらになってよみがえってきた、自分の罪の影かげなどではないのだと。


　しかし……


「分かります」


　彼女にはそれが判別できる感覚が備そなわっている。


　まるで響ひびき合う音おん叉さの様に彼女には『父』の存そん在ざいが感じられる。恐らく『父』も感じているだろう。実じつ際さいの感覚は音感や触しよつ感かんに近いが、それは確かな実感として相そう互ごに繫つながっている事を教えてくれる。


　母親と同様に、いわゆる『父親』という単語の持つ意味とは決して相あい容いれない様な、奇き妙みような存在と立場であり、異常な『絆きずな』ではあったが。


「ひ……」


　エレンが声を詰つまらせて後じさる。


　その表ひよう情じようはかつてない程ほどに激しく引きつっていた。まるでカペルテータがひどく恐ろしい存在に見えているかの様に。


「どうして……どうして今いま頃ごろ、今頃、今頃になって……！　お、奥おく様さまが亡なくなって、旦だん那な様はあなたの『処分』を決めて……何もかも、何もかも忘れて、全部綺き麗れいさっぱりなくなって、それで、全すべて新しくやり直せる筈はず、だったのに……!!」


　後じさり続けて、彼女の背は地下室の扉とびらに当たった。


　扉を開くことさえ思いつく余よ裕ゆうがないのか、ただカペルテータから遠ざかろうとして彼女の脚あしは無意味に地下室の床ゆかを搔かく。やがて彼女はそれにさえ力尽つきたかの様に、背中を扉に預けたまま、ずるずると身を沈しずめて床に座すわり込んでしまった。


「どうして今頃……」


　そう呟つぶやいて啜すすり泣き始めるエレンをカペルテータは無言で見つめる。


　この女ひとは何を泣いているのだろう。


　ふと──そんな事を思う。


　何をそんなに怯えているのだろう。それがどんな事であれ人は意志決定の自由を持っている。好きな事ができる。望のぞむところに行ける。カペルテータとは違って。


　なのにどうしてこうも後こう悔かいするのか。どうして自分のした事に──それがもたらした結果に、今更になって怯えるのか。


　よく分からない。


　本当にカペルテータには分からなかった。
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　欠伸あくびを嚙かみ殺しながら離はなれ家やを出る。


　昨晩でレイオットは一通りの準備は終えていた。もっともろくに問題の魔族の形けい態たいを見定める事ができず、戦場も特定できていない事から、呪文書式板スペル・タグの選定は汎はん用よう性せいを重じゆう視ししたものにならざるを得ない。


　強しいて今回特別に考こう慮りよした点と言えば、周囲に樹じゆ木もくが多いので最も使い勝手の良い〈ブラスト〉系の魔ま法ほうを外はずした位である。森林火か災さいを引き起こしては目も当てられない。


　基本中の基本として防ぼう御ぎよ系の魔法を二種、中ちゆう距きよ離り攻こう撃げき用ようの魔法を二種、近距離攻撃・白兵戦用の魔法を二種。長距離は魔法ではなく完全にライフルに任まかせる。どうせ長距離攻撃系の魔法で魔族を倒たおせる可能性は殆ほとんど無いし、見通しの良い場所で戦う可能性も少ない。


「とはいえ……」


　昨晩の出来事をレイオットは思い出す。


　マクシミリアーノ、エレン、コーネリア、そしてカペルテータ。それぞれの事情など知った事ではないが、それが戦いに影えい響きようしてくるとなると、話は少し違ってくる。


「ここから──見える筈はずはないな」


　彼は昨晩、カペルテータと話していたあの換かん気き窓まどの横にしゃがみ込み、写真家の様に両手の指を伸のばして長方形を作る。大おお雑ざつ把ぱにだがこの換気窓から見える風景を調べてみるが、やはり地下室のカペルテータから、昨晩の魔族の姿すがたは見えない。見える筈がない。


　ということは──あのカペルテータという少女はレイオットの気付いていない様な何らかの徴ちよう候こうに気がついたのか、あるいはあの『父親』の接近を感じ取る特とく殊しゆな知覚能力があるか、のいずれかという事になる。


　ＣＳＡについては遅ち々ちとしてその研究が進んではいないが、前に一度レイオットは『特殊な知覚能のう力りよくを備えたＣＳＡ』の報告論文を読んだ事がある。


　単なる異い形ぎようである場合はともかくとして、その特殊性が神経系に発生している場合、希まれにではあるが常人とは異なる知覚能力を持つに至る場合があるという。


　もっとも一いつ般ぱん人じんの中にも、特殊な知覚能力を持つ者──例えば、常人には到とう底てい聞こえない様な、いわゆる可か聴ちよう領りよう域いき外がいの音波を聞き取る事ができる者が居ると言われている。だとすればこれがＣＳＡ独特の現象であると断だん言げんはできない。ただ理論上その蓋がい然ぜん性せいが高いというだけの事だ。本来、人間の知覚はある種の制限がかかっているが、ＣＳＡはその制限が外はずれやすいのではないか──とその論文は推論していた。


　それはともかく──


「おはようございます」


「おはよう」


　レイオットは振ふり返って鉄てつ格ごう子しの向こうの少女に挨あい拶さつを返した。


　ふと観みると彼女の側そばでは、母親のコーネリアも不思議そうな表ひよう情じようをしてレイオットを眺ながめている。あまりに無む垢くなその表情はカペルテータ同様、幼児と言うより、犬や猫ねこを想おもわせた。


「一つ聞きたい事があるんだが」


「なんでしょうか」


「君は、あの魔族メレヴエレントを──父親の存在を感じ取る事ができるのか？　例えば、その接近を感じたり、遠くからでもどちらの方向に居るのかが分かったり……」


「……できます」


　意外にもあっさりとカペルテータは頷うなずいた。


「でも……」


「でも？」


「たまに勘かん違ちがいする事はあります」


「勘違い？」


「父様だと想っても父様じゃなかったりします。その感覚が同時に別の方向から感じられる事もあります」


「ちょっと待て、まさか──」


　レイオットは顔をしかめて言った。


　魔法というものはその発動中にある種の特とく殊しゆな波動を出す。これを数値化できる様にしたものが魔法士らの使う魔力計である。これはその使い手が魔族であろうと戦術魔法士であろうと同じで、とにかく魔法そのものに反応をする。


　カペルテータが感じているのは……魔力計同様、もしその魔法の波動そのものだったとすれば。


「まさかそれは──魔族は一体ではないって事か？」


「かもしれません」


　恐おそろしい可か能のう性せいをやはりあっさりとカペルテータは肯こう定ていした。


（魔族が二体……しかも一体は恐らく中級で、それも個別に行動している……か？）


　普ふ通つうの戦術魔法士ならばこの時点で既すでに単独行動による事件解決は放ほう棄きしているだろう。そもそも中級魔族を倒たおすという事自体がかなりの難なん事じである上に、更さらに別の魔族が居て独自に行動しているならば、最も早はや能力の高い低いに関係なく個人の手には余る。同じ現場に居るのであれば、まとめて対処する事も可能だろうが──


「なるほど」


　しかし──レイオットは薄うすく笑って言った。


「願ってもない。この事件は俺おれ向きだな」


「……レイオット」


　ふと──何か思い付いた様子でカペルテータが声をかけてくる。


「なんだ？」


「貴方あなたも、自分のした事に怯おびえる事は、ありますか」


「……いきなり深い事を聞いてくるな」


　そう言って苦く笑しようするレイオット。


「自分で考えて、自分で選んで、自分で実行した事が、後になって怖こわくなる事があるのですか」


　ひどく素そ朴ぼくな──まるで『どうして太陽は東から昇のぼるの？』と尋たずねているかの様な口く調ちようである。そこには何かや誰かを揶や揄ゆするような調子はない。本当にそれを彼女は疑問に感じているのだろう。


「しょっちゅう、あるさ」


　そう言ってから──彼は自じ嘲ちよう的てきに付け加える。


「本当に、しょっちゅうだ」


「どうしてでしょうか」


「どうしてだろうな……俺も知りたいよ。その時はいいと思えたとか、その時はこれしかないと思ったとか──」


「その考えが、変わるのですか」


「変わる事もあるし変わらない事もある」


「でも考え方が変わったからといって、昔の事を変えられる訳わけではないと思うのですが」


「それはそうだな、当然」


「だったらどうして……人はそんな意味もない事をするんでしょう」


「……辛しん辣らつだな」


　そう評されてカペルテータはその眼めを瞬しばたたかせた。


「そう──なんでしょうか」


「そうは思えない人間の方が多いんだよ。どうしてかとは聞くなよ。はっきり言って俺にもよく分からないんだから」


「そうですか」


　カペルテータは静かに頷うなずいた。


　狭せまい狭い世界で生きてきたであろうこの少女には、人が生きて行く上でその身にまとわりつくしがらみと、のしかかる諸もろ々もろのものが、よく理解できないのだろう。異常な状じよう態たいと言えるがそれは彼女の生おい立ちを思えば、仕し方かたのない事だ。


　むしろ、ではそれは不幸か──と問われれば今のレイオットには答えられない。


　少なくとも彼女の世界はひどく単純シンプルだ。そこには二に律りつ背はい反はんも無ければ、罪や業ごうも無い。昆こん虫ちゆうや植物の世界の様に。自分の様に償つぐないきれない罪に苛さいなまれる事も無い。


「ところでカペルテータ」


「なんでしょう」


「外に、出てみる気はないか？」


　そう言ってレイオットは檻おりの中の少女に笑いかけた。
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「あの〈なり損ないデイフエクテイブ〉を使う……？」


　レイオットの提案を受け──さすがのマクシミリアーノも驚おどろきに表情を歪ゆがめた。


　最初に会った例の応接間での事である。


　エレンに頼たのんで村役場に出かけていたマクシミリアーノを呼よび出し……昼食休みの名目で帰ってきたマクシミリアーノに、レイオットは謎なぞの魔ま族ぞくを狩かり出す為ために、カペルテータを使いたいと申し出たのだ。


「彼女はいわば生きた魔力計だ。魔族の位置を特定するのに使える」


「……ならば魔力計を使えば良いのではないのかね」


　いつもの穏おだやかな表情を何とか取り繕つくろい、マクシミリアーノは言った。


「魔力計はあくまで魔力の強さを測るためだけのもんだからな。魔力計を使って魔族の位置を特定する為には、最低でも三つは魔力計が必要になるし、それも一定以上離はなした場所に配置しないと意味がない。まさか四し六ろく時じ中ちゆう、三か所に置いた魔力計を見て回る訳わけにもいかんだろ」


「……それが、あの〈なり損ない〉を使えば特定できると？」


　あくまでマクシミリアーノはカペルテータを〈なり損ない〉という単語で示す積もりらしい。レイオットは皮ひ肉にくの一つも言ってやろうかと一いつ瞬しゆん思ったが──止やめた。言葉一つで動どう揺ようする様な人間が、孫まご娘むすめの『処分』など考えまい。


「……彼女の感覚は魔族の存在する方向と位置を大体把は握あくできる」


　言ってふと、レイオットはマクシミリアーノの背後に控ひかえるエレンの様よう子すが尋じん常じようでないのに気付いた。元々気の弱い娘ではあるようだが──今にも卒そつ倒とうしかねない程ほど、恐きよう怖ふに歪んだ表情を浮かべ、身を震ふるわせている。


「先さき程ほども説明したが、場合によっては二体の魔族が居る可能性があるからな。一体を倒たおす事ができても、それで油ゆ断だんしてモールドを外した途と端たんに、もう一体に襲おそわれたら目も当てられない。だが少なくとも彼女が居れば奇き襲しゆうだけは受けずに済すむ」


「……」


　マクシミリアーノはしばし無む言ごんでレイオットを眺ながめる。相変わらずの微び笑しようを浮うかべてはいるが、その眼は敵でも見ているかの様だった。


　レイオットは構かまわずその眼を見み据すえ返す。


　先に眼を逸そらしたのは──マクシミリアーノの方であった。


「いいだろう」


　マクシミリアーノは鷹おう揚ように頷うなずいて見せた。


「それで魔族を完全に排はい除じよできるのなら、あの〈なり損ない〉も少しは役に立つというものだ。ただしあの〈なり損ない〉をあまり表だって連れ歩かれても困る。あれが〈なり損ない〉であると分からない様、袋ふくろを被かぶせるなり、面でも被せるなり、手段を講じてもらいたい」


「……分かった」


　レイオットは顔をしかめつつも誓せい約やくする様に片手を挙あげて言った。


「村長たるフェルナンデス家の体面が傷つかないよう、最大限の努力をしよう」


　無む論ろん、嫌いや味みなのだが──マクシミリアーノは特に気分を害した様子もなく、むしろ満足げに頷いて立ち上がった。


「私は仕事に戻もどる。エレン、地下室を開けてさしあげなさい」


　だがエレンは答えない。


　彼女は真っ青になったまま、その場に硬こう直ちよくしていた。


「エレン！」


　鋭するどく叱しつ咤たするかの様な声が飛ぶ。まるで殴なぐられたかの様にびくりと大きく身を震ふるわせて、村長宅の家政婦は顔を上げた。


「は……はいっ……あの、ええと……」


「全まつたく愚ぐ図ずな奴やつだね、おまえは。聞いていなかったのか？　スタインバーグ氏の為に地下室を開けて差し上げさない」


「はい……」


　力無くエレンは首しゆ肯こうした。
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　とりあえずエレンが昔着ていた衣い装しようの中から、レイオットはフード付きの外がい套とうを一着借り出した。レイオットが泊とまった離はなれ家やの家具の中には、未いまだ彼女が両親と此こ処こに住んでいた頃ころのものが幾いくつも残っていたのである。


「……これは」


　レイオットが鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから渡わたした外がい套とうを見てカペルテータが首を傾かしげる。


「さすがにＣＳＡとはっきり分かる外見で外に出ると、必要以上に周囲に注目されて鬱うつ陶とうしいだろうからな」


「外に……出る」


　カペルテータは意味不明の言葉を舌したの上で転がしているかの様に、呟つぶやく。


「……開けてくれ」


　レイオットがそう言うと、後ろに控ひかえていたエレンはおずおずと前に進み出て、鉄格子に付けられた扉とびらの鍵を外はずした。


　もう長らく開かれていなかったのか──ぎいぎいと錆さび付いた音をたてて扉が開く。それが一週間であれ、一か月であれ、一年であれ……本来ならば陽光の下で遊び回っていてもおかしくはない年とし頃ごろの少女がこの檻おりの中で過ごしていた時間の長さを思えば、さすがのレイオットも暗あん澹たんたる気分を覚えた。


「あ？　ああ──あ……」


　扉が開いたのに気付いて、コーネリアが近付いてくる。


「駄だ目め、駄目ですコーネリア様──」


「カペルテータ、こっちへ」


　エレンがコーネリアを押おしとどめている間に、レイオットがカペルテータの手を引いて外に連つれ出す。


「ああ──っ……あー……」


「大だい丈じよう夫ぶよ、母様」


　振ふり返ってカペルテータが言う。彼女はエレンの脇わきから伸のばされた母の手を握にぎって、そして言葉を続けた。


「ちょっと外に出てくるだけ。ごめんね」


「…………」


　コーネリアは未み練れんげにカペルテータの手を握り返していたが、今度はエレンに押されても逆らわず、素す直なおに鉄格子の奥おくへと戻もどった。


「たいしたもんだな」


「何も特別な事はしていません」


「それはそうだろうけども」


　苦く笑しようしながらレイオットは歩き出した。カペルテータはごく自然に彼の少し後ろをついてくる。もっと戸と惑まどったり、あるいは嬉うれしそうにしたりするかとも思ったが──カペルテータはごくごく普ふ通つうに階段を上り、廊ろう下かを通って屋や敷しきの外に出た。


「堂々としてるな」


「そうでしょうか」


　そんな会話を交かわしながら、レイオットはカペルテータをモールド・キャリアの所まで連れてゆくと、手を貸してその助手席に乗せた。


「ではお嬢じようさん。ドライブといきましょうか」


「ドライブ……」


「車で外を回る事さ。外に出るのは久しぶりなんだろ？」


　言いながら自分も運転席に滑すべり込こむと、レイオットはイグニッション・レバーを引き下ろした。ざらついた音と共に瞬しゆん間かん沸ふつ騰とう器きに火が灯ともり、補助エンジンの釜かまが蒸気を供きよう給きゆうし始める。


　最近流行のガソリン式エンジンと異ことなり、蒸気式エンジンは頑がん丈じようで燃料代も安い反面、稼か働どうするまでに時間がかかる。特に冬場は釜が暖まるまでに時間がかかるので、レイオットのモールド・キャリアは瞬間沸騰器付きの補助エンジンで軽く車体を暖めながら車体を動かし、本格的に主エンジンが稼働したらギアを切り替かえるというややこしい方式を採とっていた。


　ゆっくりとモールド・キャリアを動かし正門の方へと向かって庭を横切る。レイオットは横目でカペルテータを眺ながめるが、ＣＳＡの少女はやはり静かに前方を見ているだけだ。恐おそらく車に乗るのは初めてであろうに、その事についてさしたる興味も覚えていないらしい。


「……頼たのみたい事がある」


　車を通りへと出しながらレイオットは言った。


「魔族──君の父さんの存そん在ざいを感じたら、教えてくれ」


「……」


　少女は真顔で──真顔以外の表ひよう情じようを無む論ろんレイオットは見たことがないのだが──レイオットを見つめてくる。


「……父様を、殺すのですね」


「それが仕事だからな」


「それを、私に手て伝つだわせたいのですか」


「……そうなる。怒おこったか？」


「よく、分かりません」


　カペルテータは呟つぶやく様に言った。


「私は、いわゆる感情というものが理解できないのです」


「理解、できない？」


「怒いかりが分かりません。喜びが分かりません。誰だれかを憎にくいと思った事もないし、愛いとしいと思った事もありません。いえ──思った事はあるのかもしれませんが、それが感情であると実感できません」


「……なるほど」


　恐らく、この少女は極きわめて閉へい鎖さされた世界の中だけで生きてきた為に、人間関係の相そう克こくや軋あつ轢れきによって生み出される複雑な感情を知らないのだろう。


　だが、その一方で疑ぎ問もんは残る。痛みが在あれば不快感は発生するし、不快感があればその源みなもとに対する嫌けん悪おや憎ぞう悪おは当然に発生する。それは本能に近い領域のものだ。後天的に獲かく得とくするものではなかろう。


「暴力をふるわれた事は？」


「旦那様に、何度か」


　淡たん々たんと答えるカペルテータ。


「それで祖父を憎いと思わなかったのか？」


「どうでしょう。分かりません」


「分からない？」


「殴なぐられる事がそのまま憎悪に繫つながるのでしょうか」


「……大たい抵ていはそうだろう。少なくとも怒りは感じると思うがな。それが、理由がなければ当然に」


「理由はあります。マクシミリアーノは私が嫌きらいです。存在している事そのものが許ゆるせないのだそうです」


「……本人がそう言ったのか？」


「はい」


　さすがのレイオットも頭を抱かかえたくなった。


　やはりあの村長はおかしい。狂くるっている。あるいはこの哀あわれな少女に憎悪をぶつけるだけの理由が彼にはあるのかもしれないが──


「マクシミリアーノは、私が嫌いなので殴るのです。至し極ごく正当な理由かと思います。なので私も納なつ得とくしていたのですが。おかしいのでしょうか」


「……おかしい、というだろうな、たぶん一いつ般ぱん的てきには」


　だが漠ばく然ぜんとだがレイオットはこの少女の精神構造が見えてきた様な気がした。


　この少女は理性と感情が嚙かみ合っていないのだ。


　あまりにも理性が上位に在りすぎて、感情を覆おおい隠かくしてしまっている。理性という層に阻はばまれて、感情が外と繫つながることができていないのだろう。


　どうしてそんな状態が成立したのかはよく分からない。


　あまりに過か酷こくな状じよう況きようが、彼女の中にそうした奇き妙みような構造を生んだのかもしれない。


　例えば二重人格と呼ばれる状じよう態たいは、しばしば肉親や近しい者からの耐たえ難がたい暴力の結果、生じると言われている。逃のがれられない絶望的な状況下で、「これは自分の事ではない」と自分に言い聞かせ、別の人格によって現象を第三者的に俯ふ瞰かんする事により、苦く痛つうを自分から切り離はなすのだと。


　カペルテータの場合、それがもう一つの人格ではなく、純じゆん然ぜんたる知識とそれを扱あつかう理性の肥ひ大だい化かを招まねいたのではないか。感情を切り離してしまう事で、彼女は自分を取り巻く状況への絶望感から逃れたのかもしれない。


　壊こわれた母親。憎悪をぶつけてくる祖父。幽ゆう閉へい生活。魔族の父親──


「私は、不完全なのでしょうか。人間としても、魔族としても」


「さて、どうだろうな」


　レイオットは苦く笑しようして応おうじる。


　むしろレイオットはカペルテータが羨うらやましい程ほどだった。昆こん虫ちゆうの様に、機械の様に、感情など介かい在ざいする余よ地ちもなく、自動的に存在し活動できる──そんな状態になれればどれだけ楽だろうか。


　つまらない事に怒おこる事もない。喜びがない代わりに悲しみもない。罪の意識に苛さいなまれ、悶もだえ苦しみ、挙あげ句くに気力の全すべてを使い果たしたまま、部へ屋やの隅すみで呆ぼう然ぜんと空中を眺ながめている様な事もない。


「人間の誰もがカペルテータみたいだったら、争あらそいも起きないんだろうけどな」


　ただし……ひどく無む味み乾かん燥そうとした社会が構成されるだろうが。


「……そういえば、昼飯もまだだったか」


　レイオットは通りの端はしにモールド・キャリアを停てい車しやさせる。


　車を降りるとカペルテータもついてきた。もっともドアの開け方が分からないのか、わざわざ車内を移動して運転席側から降りてきた様だったが。


「とるなよ」


　レイオットはそう言ってカペルテータが着ている外がい套とうのフードを引き上げて、彼女の頭に被かぶせ、目についた雑貨屋に向かう。看かん板ばんには『食料品』の文字もあった。


　店の奥からレイオット達の姿すがたを見ていたのか……声を掛かける前に小太りの中年男が店先に出てきた。客商売の人間にしては、やけに不ふ遜そんな表ひよう情じようが張はり付いているが、これがいつもの表情なのか、レイオット達に対してだけなのかは、分からない。


「……いらっしゃい」


　言葉とは裏腹にじろじろと不ふ審しんげな視し線せんを店員は向けてくる。


　この狭せまい村の中では、余よ所そ者というだけでも警けい戒かい対たい象しようになるのだろう。それに加えて頭まですっぽりとフードを被った見み慣なれぬ子供まで連れ立っている、となれば店員の態たい度ども無理のないものではあったが──


「何か食べるものを。パンと──そうだな、ハムかソーセージでも。二人分」


　レイオットが注文すると、店員は小さく頷うなずいて奥おくに引っ込こみ、すぐに注文通りのものを持って来た。しかしレイオットが手を伸のばすと、かわす様に品を引き下げながら、その店員は言う。


「十八ドルク」


「……ちょっと高くないか？」


「余所者には五割り増しさ」


　無ぶ愛あい想そうな口く調ちようでそんな事を店員は言ってくる。


「商業道徳のない奴やつだな」


「余計なお世せ話わだ」


「ついでに──聞きたい事があるんだが」


「一言につき五ドルクだな」


「俺が村長の家の客人でもか？」


　さすがにこの一言は効きいたらしい。無む論ろんこの狭い村でレイオットが村長の客人である事が知れ渡わたっていない筈はずはない。あるいは戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである事も知られているかもしれない。だが、それを本人から明めい示じされた上で邪じや険けんに扱うのと、建たて前まえ上でも知らなかった状態で同様に扱うのと──そこには明確に差が出る。


「何が、聞きたい？」


「十年ほど前の事件について。ダニエルって男が魔族化した事件だ。一番詳くわしい者は？」


「村長だよ」


　せせら笑う様な回答が返ってきた。


「他ほかには？」


「誰でも似にたりよったりさ」


「ならばあんたに聞こうか」


「俺は仕事中なんだよ。買い物が済すんだらさっさと出ていってくれねえか、お客さん」


『お客さん』の部分に嫌いやらしい程ほどの皮ひ肉にくっぽい響ひびきを乗のせて、店員は言った。


「それは悪い事をしたな」


　言ってレイオットは品物の入った紙かみ袋ぶくろを受け取った。


　不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす店員。


　その顔に──四五口径の銃じゆう口こうが突つきつけられたのは、次の瞬しゆん間かんだった。


「な──!?」


　店員が愕がく然ぜんと声を漏もらす。


　左手には紙袋を持ったままレイオットは彼の顔に〈ハード・フレア〉を向けていた。至し極ごく自然で──その姿し勢せいには何の気き負おいもない。そしてそれだけに、気安くあっさりと引き金を引きそうな雰ふん囲い気きがあった。


「一発二ドルクだ。特注のマグナム弾だんなんで高くてな。五ドルクだから三発だな。ああ、釣つりはいらん。遠えん慮りよしないでとっておけよ」


　レイオットはむしろ朗ほがらかな口調で言った。


「あ、あんたは──」


「ああ、そういえば質問は二つしたんだっけ？　だったら五発だな。一弾倉丸まるの大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。もっとも二発目以降数えられないだろうけどな──脳のうみそ床ゆかにぶちまけられてちゃな」


　店員は必死の形ぎよう相そうを浮かべて銃口を凝ぎよう視ししていた。まるでしっかりと見ていれば迫せまり来る弾丸を避よけられるとでも思っているかの様に。


「物覚えが悪くて申し訳わけないんだが。もう一度サーヴィスで答えてくれないか。内容は同じだから」


「……や……やめ……」


「ダニエルという人物が魔族化した事件について、一番詳くわしいのは誰だ？　村長以外で」


「やめ……やめて……」


「村長以外で一番詳しいのは？」


　がちん──と金属音を響かせて〈ハード・フレア〉の回転式弾倉シリンダが回る。


　レイオットが撃げき鉄てつを起こして見せたのだ。後はほんの僅わずか──十分の一インチ程、引き金を引くだけで撃鉄は落ちて銃弾は発射される。指が痙けい攣れんするだけでも撃鉄が落ちかねない状態だ。


「べ、別に噓うそを言っている訳じゃねえんだよ！」


　悲ひ鳴めいじみた声で店員は言った。


「あの事件では二十人以上の人間が死んでるんだ！　生き残ったのは村長の娘むすめと孫だけで……二十人も居れば、こんな狭い村だ、誰だって知り合いが混じってるから、皆みなが事情に通じてるんだよ！　だ、大体、直接現場に居た人間はみんな死んでて、村長の娘はおかしくなってたって噂うわさで……孫は『なり損ない』だったからすぐ殺されたって話で……だからもう誰に聞いても似たり寄ったりなんだよ！」


「……なるほど」


　恐おそらくカペルテータは生後すぐに殺された事になっているのだろう。何な故ぜわざわざ今まで生かしておいて、今いま更さら殺そうとするのかは、よく分からないが。


「じゃあ、村長の家の家政婦メイドサーバントの娘。あの娘が特別何か事件に関かかわっていたという事は？」


「家政婦？」


　一いつ瞬しゆん、何を言われているのか分からない、といった表情で店員は顔をしかめたが──


「ああ、エレンか……あの娘は家政婦なんかじゃねえよ」


　最も早はや、覚かく悟ごを決めたのか、吐はき捨てるような口く調ちようで店員は言う。その丸い顔に浮うかぶ侮ぶ蔑べつとも好こう奇きともつかぬ、ひどく野や卑ひな表情を、レイオットは見み逃のがさなかった。


「家政婦じゃない？」


「ありゃ、村長の隠かくし子さ」


「……使用人夫婦の娘と聞いたが」


「建前はな。だが誰だって知ってる事だ。ベイスンの野や郎ろうが──ああ、その使用人夫婦の夫の方だが──よく愚ぐ痴ちってやがったよ。女によう房ぼうを御ご主人様にとられちまったってな。ベイスンは〈イエルネフェルト事変〉の時に、あそこに怪け我がして、女房とヤれねえ身体からだになっちまってたからな……」


「ただれてるな」


　うんざりした口調でレイオットは言った。


「ついでにもう一つ。魔族の目もく撃げき騒そう動どうだが」


「あ──ああ、あれか。やっぱあんた、村長が呼よんでくれた魔法使いか？」


　引きつりながらもかろうじて愛あい想そ笑わらいを浮かべる店員。


　目の前の銃口よりも姿すがたの正体不明の魔族の方が彼等にとっては脅きよう威いなのかもしれない。確かに魔族には愛想笑いも説せつ得とくも通用しないだろう。


「戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストだ。目撃者の名前が知りたいんだが。特に一番最近の目撃例を」


「そ、それなら──ライルの所のかみさんが見たって──」


「ライル？」


「ライル・コープランド……かみさんは、ええとアリラ、だっけか……この通りを端はしまで行って、右に折れてしばらく行ったら家が見える──おい、もういいだろ、どけてくれよ、この物ぶつ騒そうなのを！」


「そうだな。もう用よう済ずみだな」


　言ってにやりとレイオットが笑う。


「お、おいっ!?」


　店員は悲ひ鳴めいじみた声を上げた。


　撃うたれる！──そう思ったのだろう。店員は思わず固く眼めを閉とじた。。


　だがレイオットはその胸のポケットに五十ドルク紙し幣へいを一枚ねじ込こむと、そのまま踵きびすを返した。歩きながら〈ハード・フレア〉の撃鉄を待機位置に戻もどし、銃本体もホルスタに収める。


「な──なんなんだ、畜ちく生しようっ！」


　背後で店員が喚わめくのが聞こえるが、レイオットは気にせずモールド・キャリアに戻った。


　エレンが村長の娘であるという事は──つまりコーネリアとは腹はら違ちがいの姉妹という事になる。そしてカペルテータの叔お母ばでもあるという事だ。


　それはいい。それはいいが──


「『許ゆるして』……か」


　その台詞せりふにどう繫つながるのかが分からない。


　本人は語りたがらないだろうが、尋たずねておいた方がいいだろう。どうにも状じよう況きようが見えない。レイオット自身は個人的な興きよう味みなどないが、仕事に関かかわるとなるとやはり話は違ちがってくる。


　魔族は人間であった頃の嗜し好こうや執しゆう着ちやくに引きずられると言われている。その意味ではやはりそのダニエルという人物の魔族化事件の詳しよう細さいを知れば、あの魔族を狩かり出す方法が見つかるかもしれない。


「根深いような単たん純じゆんなような。面めん倒どうくさい話だな」


　元々レイオットは複雑な人間模様だの人間関係だのを好まない。他人のそんなものに興味もない。真実を暴あばき立てる事にも興味がない。そんな事は新聞記者と私立探たん偵ていにでも任まかせておけばいいのだ。


「一体でも二体でもいいから、さっさと出てきてくれればいいんだが」


　呟つぶやいてから、レイオットはじっと自分の横顔を見ているカペルテータに気付いた。


「……なんだ？」


「不思議です」


「何が？」


「みんな。理り屈くつに合わない事をしています。レイオットも。面めん倒どうならやめればいいのに」


「大人おとなはそういう訳わけにいかないの。理屈だけでこの世が回ってる訳じゃないんだよ」


「ならば理屈が存そん在ざいする意味もありません」


「……いや、だから──」


　言いかけて困こまった。


　実際──自分は理屈に合わないことをしている。そして理屈が理屈に過ぎない事も知っている。ではそもそも理屈とは何の為ためにあるのか。それが頼たよりにならないものであるのなら、人はどうしてそんなものを作り出して、それを声こわ高だかに主しゆ張ちようするのか。


「深い事を言うな、君は」


「そうでしょうか」


　そう言ってカペルテータは仔こ犬の様な仕し草ぐさで首を傾かしげた。
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　村のはずれにある小さな空き地に車を停とめて、レイオット達は昼食を採とった。


　この空き地に来るまでレイオットは五度カペルテータに魔族の反はん応のうがあるかどうかを尋たずね、六度村人にダニエルという人物の事を聞いた。ついでに言うと銃じゆうも四度抜ぬいた。どうにもこのケルビーニの村人達は余よ所そ者に対して頑かたくなで──口の滑すべりをよくする為ためには銃をよく見える位置に掲かかげてやらなければならないらしかった。


「しかし──分からんな」


　カペルテータは五度ともただ首を振ふるだけであったが、村人の方からは一応それなりの情報を得る事ができた。


　ダニエル・レジエーロという人物がかなりの変わり者であった事。


　コーネリアと彼は親交があった──もっと端たん的てきに言えば恋こい人びと同士であったという事。


　そしてコーネリアを『さらった』ダニエルを追って当時の村の青年団が出ていき──誰も戻もどらなかった事。更さらに生き残りはコーネリアと彼女の産み落とした赤ん坊ぼうであったが、赤ん坊はすぐに殺され、コーネリアも屋や敷しきの中に閉じ込められている、という事。


　やはりカペルテータの事は『生まれてまもなく処しよ分ぶんされた』という事になっているらしい。都会では立りつ派ぱな殺人罪として騒さわぎになる筈はずであるが、村長が権力者として君くん臨りんしているこの村では、それは犯罪とはみなされなかったのだろう。現実にはカペルテータは生きている事からして、ここらは村人の憶おく測そくがかなり混じっている様だが──


「どうしてこう、人間ってやつは──無責任な噂うわさをすぐ本気で語るかね」


「不可解です」


「同感だ」


　などと言葉を交かわしつつ、レイオットはソーセージをパンに挟はさみ込こんでかじる。保存性を良くする為か、ソーセージはやたらに塩しお辛からかった。


（つまりは──『さらった』ってのはマクシミリアーノの視し点てんか）


　そんな事ではあろうと踏ふんでいた。


　恐おそらくマクシミリアーノは全すべてを語っている訳でもなければ、正確に語っている訳でもなかろう。だからこそマクシミリアーノよりも先にレイオットは村人に聞いて回る事を選んだのだが──


（まあ──駆かけ落ちだって法律上は『誘ゆう拐かい』になったりするからな。もっとも途と中ちゆうで仲が冷えて、それに焦あせったダニエルが無む理り矢や理り……なんてのもあり得うるか）


　何にせよその過程で事件が起こり、何らかの事情で魔ま法ほうを習得していたダニエルがモールドもなしに魔法を発動させ、魔族化した。そしてその際さいにその場に居たコーネリアに乱暴し──カペルテータが生まれた。


　それはいい。


　だが──その後、十年以上もその魔族は目もく撃げきされていない。


　それが何な故ぜ今いま頃ごろになって出てきたのか。そもそも本当にそれはダニエルだった魔族なのか。カペルテータの言っている事はどれだけ信用できるのか。


　問題の魔族の目撃例も尋たずねて回ったが、どれも共通しているのは『紅あかい眼め』だ。恐らくレイオットの見たのと同じ個体だろう。だがそうなるとカペルテータの言葉から類るい推すいされた二体目の魔族はどうなるのか。


　そもそも二体目の魔族が本当にいるのかどうか。あるいは二体いるにも拘かかわらず『赤い眼』という共通項があるだけで、別々の魔族を同じ個体であると判断する愚ぐを犯おかしている可か能のう性せいもある。


　そもそも──


「…………」


　レイオットはため息をついて肩かたを落とした。


「…………どうしましたか？」


　カペルテータが不思議そうに訊きいてくる。


「いや、俺おれは探たん偵ていの類たぐいに向いてない事を再さい確かく認にんしただけだ。知ち恵え熱ねつが出そうだ」


　言ってレイオットは立ち上がった。


　とにかくあの魔族の行動様式を理解しない事には捜そう索さくもできない。


　普ふ段だん、戦術魔法士は一種の『兵器』として現場に投入される事が殆ほとんどで、それ以上の仕事を求められる事はまずない。魔族にしろ重犯罪者にしろ、その情報は事前に揃そろえられ、現場に出る前に聞かされる──あるいはタイプされたものを渡わたされる──のが常つねだ。


　それだけにレイオットはこういう情報収集に慣なれていない。


　元々性格的に調べ物に向いていないという事もあるが。


「なんかもう面めん倒どうになってきたな。村長の家に帰るぞ」


「──はい」


　帰れば再ふたたびあの地下室に閉じ込こめられる事になる筈はずなのだが、特に嫌いやがりもせずカペルテータも立ち上がった。


「そういう訳わけだから──」


　レイオットはモールド・キャリアの方を眺ながめて言った。


「──どいてくれ」


「……そ、そういう訳にはいかねえ」


　そう答えたのは──例の雑貨店の店員である。


　いつの間に集まってきたのか、他ほかにも十人あまりの村人がモールド・キャリアとレイオット達の前に立ちはだかっていた。半数は見覚えのない顔だが、半数は先さき程ほど『協力』を願った連中である。


　全員が男で、いずれも表ひよう情じようは青ざめている。単にレイオットの乱暴な事情聴ちよう取しゆへの怯おびえが尾おを引いているという訳でもなさそうだが──


「改めて思い出した事があるから教えに来てくれた──って様よう子すには見えないが」


　村人達はいずれも手に何らかの武器を持っていた。


　狩しゆ猟りよう用よう、あるいは害がい獣じゆう駆く除じよ用のライフルや散弾銃が主だが、何を思ったか鉈なたを持っている者も居る。とりあえず武器になるものをかき集めてきた──といった様子だ。


「おい、魔法使い──お前が連れてるそのガキ、そいつは何だ？」


「……この子がどうかしたか？」


「そ……そのガキ、もしかしてあの事件の時に生まれた魔族の子じゃねえのかっ!?」


　銃口をカペルテータに向けながら店員が叫さけぶ。


　レイオットは殊こと更さらに驚おどろいた様な表情を浮かべて応じた。


「生まれてすぐに処しよ分ぶんされたって聞いたがな？」


「それは噂うわさだろが！　フードを取れ！　取って顔をよく見せろ！」


　その噂をレイオットに伝えたのは自分達である筈なのだが──勝手な事を言って店員は銃を振ふり回す。他の者達も恐きよう怖ふを振り払はらおうとするかの様に、武器を振る。


　レイオットは胸中で密ひそかに苦く笑しようした。


　素人しろうともいいところだ。


　固まって立っている癖くせに、銃口の向きに無む頓とん着ちやくで──仲間に自分の銃口が向いてしまっているのに気付いていない者さえ居る。暴発でもしたら同どう士し討うちさえしかねない状じよう態たいだ。


　そもそも──威い嚇かくし脅きよう迫はくしようというのなら、一いつ瞬しゆんたりとても銃口を相手から逸そらしてはならない。相手が武装しているのなら尚なお更さらだ。


「もしこの子がそのＣＳＡだったとして。それとあんたらが義勇軍よろしく武器を抱かかえて俺達に詰つめ寄るのと、何の関係がある？」


「馬ば鹿かか、てめえは！」


　先程の恐怖を振り払おうとするかの様に、店員は殊こと更さらに大きな声で喚わめいた。


「あの魔族騒そう動どうも、そのガキが引き起こしてるに決まってるじゃねえか！」


「馬鹿はそっちだろう。何を根こん拠きよに──」


　レイオットの反論は悲ひ鳴めいじみた叫びに塗ぬり潰つぶされた。


「『なり損ない』なら、いつ突とつ然ぜん魔族になっちまってもおかしくはねえ！」


　店員の言葉に同意の声が村人達からもあがる。


「この十年間、この村には魔族なんて出なかったんだ！」


「魔法使いだって居ない！　魔族になる奴やつは他ほかにいねえんだよ！」


「そのガキが魔族になって、親の仇かたきを取りに来たに違ちがいねえんだ！」


「……あのな」


　レイオットはため息をついて言った。


「よく魔族の事を知りもしないで、盛り上がるな」


　魔族が人間だった頃ころの記き憶おくに引きずられる傾けい向こうがあるのは確かだが……同じ魔族の仇を討うつとか、助け合うとか、そういった行動が確認された事は未いまだかつてない。


　個体で充じゆう分ぶん以上に生存率の高い生物である魔族は、『協調』や『同情』、それに『恐怖』といった概がい念ねんが無いのだとも言われている。群れて互たがいを保護しようとする生物は基本的に個体の力が弱いからこそ、相そう互ご補ほ完かんする様にして生存率を高めようとする。


　親子の情ですら動物行動学的な見地からすれば種族保存の本ほん能のうに基づくものだ。


　ごくごく自然で基本的な本能ではあるが、これまた魔族に当てはまるかどうかは疑ぎ問もんだと言われている。生まれたばかりのＣＳＡを『食った』魔族すら居たからだ。


「やかましい！」


　男達は武器を振りかざして怒ど鳴なった。


「大おお方かた、貴き様さまもその魔族とつるんでやがるんだろうっ!?　魔族が出れば仕事になる！　だらだら引き延のばせば依い頼らい料りようもあがるって寸法だ！」


「うわ。本当に馬鹿ばっかりだ……」


　レイオットは頭を抱かかえたくなった。


　魔族と戦術魔法士が組んで依頼料をつり上げる？　三文小説でももう少しましな構成プロツトを考えるだろう。意志疎そ通つうの余地がある位なら、魔法管理局は魔族事件ケースＳＡを『災害』として扱あつかったりはしない。


「分かった、分かった。あんたらがそういうのならそうなんだろうさ。で──どうして欲ほしいんだ？」


　まともに応対しても話が通じるとは思えない。レイオットは両手を軽く挙あげて恭きよう順じゆんの態度を示しめしながら──状じよう況きようを詳しよう細さいに把は握あくする。


　ライフルが三。散弾銃が五。他には鉈や包丁といった刃は物ものを持った者が三。対してレイオット手持ちの武器は〈ハード・フレア〉が一丁。装そう弾だん数すうは五。予備の弾たまはモールド・キャリアの中だ。


　距きよ離りはおよそ八メルトル。射しや撃げきとしては近距離だが、格かく闘とうに持ち込こめる程ほどの距離でもない。つまりは頑がん張ばっても五人を倒たおしたところで銃器が三丁は残る事になる。この距離で三丁もの銃に狙ねらわれれば、まず逃にげられない。


　戦闘に関しては素人しろうと丸出しの連中ではあるが、馬鹿正直に真正面からやり合えば、歴戦の兵士でもあっという間に殺されてしまう。


「そのガキを──し、始末しろ」


　店員が言う。


「あ？──なんだと？」


　実は予想された要求ではあったが、敢あえてレイオットは聞き返してやった。


　言葉は思考を確定する。曖あい昧まいな罪の意識を明確な形で固定する。彼等に、自分の口ではっきりと言葉にして語らせる事で……自分達がどれだけ恥はじ知しらずな事を要求しているのか思い知らせてやろうと思ったのである。


　しかし──


「そ、その魔族のガキを……こ、殺せと言ってんだよ！　どうせ、元々はその為ために呼よばれたんだろうが、魔法使い!?」


　店員は一歩前に出て散弾銃をレイオットに向け直しながら言った。


　威い嚇かくというより、自分の中の動どう揺ようや恐きよう怖ふを抑おさえ込こむ為の行こう為いであろう。実じつ際さい、散弾銃の銃じゆう口こうは小こ刻きざみに揺ゆれていた。もっとも──この店員にせよ、その後ろの村人にせよ、自分が何に怯おびえているのかさえ、分かっていないのかもしれないが。


　そもそも理性的に物事を把は握あくできるのならば、この様な行動に出たりはすまい。


「なるほど──」


　レイオットは苦く笑しようを浮うかべ大きく頷うなずいて見せる。


「銃を持ち出して、それだけ数を揃そろえても、怖こわいんだな、あんたらは」


「な──なんだと？」


「彼女が邪じや魔まなら、つまんねえ事言ってねえでさっさと撃うて。それともその銃の中には空くう砲ほうでも詰つまってるのか？　この距離で一いつ斉せい射撃ならまず助からない。なのに何を躊躇ためらっている？　どうしてわざわざ俺おれにさせようとする？　自分で撃つ方が簡単で早いぞ。


　なのにそれをしないのは──怖がってるんだろう、あんたらは」


「ば、馬鹿な事を──」


「この子が魔族の力を発はつ揮きして反はん撃げきするのを恐おそれてるのか？　それならなおの事、さっさと撃て。魔族が本気で反撃を開始したらあんたらなんて銃を持っていようが持っていまいが、一いつ瞬しゆんだ。戦闘状態の魔族に銃なぞ効きかない」


「…………」


　店員はレイオットを睨にらみ据すえたままだが──彼の後方に居た村人達は互たがいに顔を見合わせた。直接喋しやべっていない分、店員よりは多少冷静なのかもしれない。


　言葉は人に冷静な思考を促うながす事も多いが、逆に自ら口にした言葉に刺し激げきされ、興こう奮ふんを倍加してしまう者も居る。


「それとも怖いのは『呪のろい』か？　ＣＳＡを殺したら呪いが降りかかるとか、本気で信じてる連中がまだ居るらしいな──魔法士ソーサリストを『魔法使い』なんて呼ぶ田舎いなかじゃ」


「て、てめえ、馬鹿にして──」


「あるいは──」


　レイオットは両手を下げて一歩前に出る。銃口を前にして何ら臆おくする様子もない彼の姿すがたに、むしろ店員の方が気け圧おされたかの様に一歩後退した。


「単たん純じゆんに、人の形をした存そん在ざいを殺すのが怖いのか？　ふざけんなよ。


　殺す事の意味と重みを──どれだけそれが重いものかも知らない甘あまちゃん共が、いきがって人に銃なんぞ向けるんじゃない！　人を殺そうっていうのなら、銃に弾たまを込める前に、自分の頭にきっちり殺意を仕し込こんどけ！」


「て、て、てめえは──！」


　怒ど鳴なりながら店員は散弾銃の引き金を──引いた。


　轟ごう音おんが冬の空に響ひびく。


　咄とつ嗟さに身をひねって後方に跳とびながら、レイオットはカペルテータの外がい套とうの肩かたをつかんで地面に押おし倒たおす。結果的に彼は自らの身を覆おおい被かぶせて、カペルテータの身体からだを庇かばう様な形になった。


　恐おそらく店員の撃ったのがライフルであったなら、あるいは散弾銃に装そう塡てんされていたのが鹿しかや熊くまを撃つための一粒弾スラツグであったなら、ろくに狙ねらいも定さだめずに撃ち出された弾は二人にかすりもしなかったろう。


　だが。


「──っ」


　レイオットの身体の下で、カペルテータが小さく呻うめく。


　どうやら、脚あしを散弾の一発がかすめたらしい。見ればコートの裾すそから見える彼女の白いふくらはぎに、まるで何かに引っかけたかの様な傷ができていた。


　浅くではあるが、えぐられた傷きず跡あとにぽつぽつと血の珠たまがにじみ出て──すぐに彼女のふくらはぎから流れ落ちる。


「脅おどしじゃねえぞ！　次は当てるからな！」


　地面に伏ふせた状じよう態たいのレイオット達に、店員が喚わめく。


　今の一撃である種のタガが外れたのか、レイオットの言葉にやや気け圧おされていた他の村人達も、殺気立って銃を構かまえ直す。


「馬ば鹿か共どもが──って俺も馬鹿か」


　レイオットは仕し方かたなく〈ハード・フレア〉に手をかけた。


　ここは卑ひ屈くつになってでも彼等の興こう奮ふんを収める事を考えるべきであったかもしれない。だが、むしろレイオットがしたのは挑ちよう発はつだ。どうしてそんな事をしたのかと問われれば、カペルテータを庇かばった事と同様、はっきりとした理由は分からない。


　ただ──ひょっとしたら腹が立っていたのかもしれない。


　他人を殺すという事。他者の未来を奪うばうという事。


　その重圧と苦く痛つうさえ知らない様な連中が、当然の権利であるかの様な口く調ちようで、カペルテータの殺害を要求してくる事に。


「ま──こういう連中と撃ち合って果てるってのも俺らしいかもしれんが」


　呟つぶやいてレイオットは〈ハード・フレア〉を抜ぬいた。


　その時──


「レイオット」


　彼の身体の下でカペルテータが静かに声を掛かけてきた。


　傷を負った苦痛は感じている筈はずだが、やはり怯おびえも怒いかりもその口調には感じられない。


「なんだ。今取り込み中なんだがな。愛の告白なら後にしてくれ」


「来ます」


「何が？」


「──父様が」


　カペルテータがそう言った瞬しゆん間かん。


　鈍にぶい音が現場に居る一同の耳に届いた。


　まるで遥はるかな上空から何か重いものが落下してきたかの様な──


　だが村人達がその落ちてきたものの正体を認にん識しきする前に、それは行動を開始していた。


　黒と紅あかの旋せん風ぷうが奔ほとばしる。


「お……!?」


　最後列に居た村人の一人が、間ま抜ぬけな声を漏もらしながら、真横にその姿すがたを滑すべらせた。


　正確には──その上半身だけが。


「……？」


　上半身がぼすんと音をたてて地面に転ころがり、分ぶん離りした下半身は、まるで上半身についてゆくのを忘れてしまったかの様に、その場に立ったままだ。


　あまりの非現実的な光景に、村人達は一瞬、呆ぼう然ぜんとその光景を眺ながめていた。


　正確にその状じよう況きようを把は握あくし反はん応のうできたのはレイオットだけだったろう。彼はすぐに移動できる様、素す早ばやく身を起こすと、カペルテータを抱かかえ上げた。


（……灰はい色いろ熊ぐまも真まっ青さおだな）


　村人は殴なぐられたのだ──途と方ほうもない膂りよ力りよくで。


　優すぐれた武術家の手刀チヨツプは、ただ机の上に置いただけの、固定もされていないビール瓶びんの首だけを、一撃で切り飛ばすというが──それと同じ事だろう。殴おう打だする一撃があまりに速く鋭するどい為ため、下半身が上半身に追つい随ずいしきれず──身体全体で吹ふっ飛ばずに、千ち切ぎれ飛んでしまったのだ。


「あ──？」


　地面に転がった村人の上半身が声を上げる。


　吹っ飛ばされた村人自身も、何が起こったか分からなかったに違ちがいない。あまりの速さに神経さえ痛みを感じていないのだ。何ど処こか間ま抜ぬけな感じで地面に直立したままの下半身を不思議そうに眺ながめ──地面の上で身じろぎしてから、自分の状況に気付いて、村人は絶ぜつ叫きようした。


「ああ、あ？　あ！　あひ──ひ……ひいいいいいっ!?」


　当然ながら叫びは長引かず──上半身だけになった村人は白目を剝むいて沈ちん黙もくした。


　他の村人達はあまりの事に声も出ない。彼等の表ひよう情じようには恐きよう怖ふよりも困こん惑わくの色の方が濃こかった。出来の悪い人形の様に、一いつ瞬しゆんで人間がばらけるなどという事じ態たいが、目の前で発生するなどとは──理解は出来ても、現実の出来事だと実感できないのだろう。


　そして。


「ま──」


　残った下半身が──ふと思い出したかの様に倒れる。


　その背後に居た存在が一同の視し線せんの前に露あらわになった。


　それは──


「──魔族っ!?」


　紅い髪かみ。黒い甲こう羅ら。螺ね子じの如ごとき角。四し肢しの位置や形状は人間に似にて──しかし人間とは明らかに異ことなる均きん衡こうによって構成されるその姿。


　間ま違ちがいない。レイオットが二度目もく撃げきした、あの魔族である。


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──


　魔族の『歌』が高々と響ひびき渡わたった。


　それは魔族の恒常魔力圏コンスタント・ドメインを支ささえる為の途と切ぎれる事のない呪じゆ文もん詠えい唱しようであり、中級魔族はただその為だけに存在する副ふく顔がんを持っている。この魔族の副顔が何ど処こにあるのかは分からないが──この『歌』が響く限り、魔族は不ふ滅めつの怪かい物ぶつとなる。


　そして。


「──るうううほおおおおあああああっ！」


　更さらに咆ほう吼こうが上乗せされた。


　魔族の撃発音声トリガー・ヴオイス。魔法発動の徴しるし。


　それは獲え物ものを前にしてその運命の終しゆう焉えんを宣言する狩しゆ猟りよう者しやの雄叫おたけびであった。


「わああああっ!?」


　村人達が悲ひ鳴めいを上げて跳とび退のく。


　だが遅おそい。中級魔族の恒常魔力圏は柔じゆう軟なん性せいに富み、時には百メルトル以上も伸のびて魔法を顕けん現げんさせる事もある。


　逃げようとした村人の動きが止まった。必死に地を蹴けりかけたその姿が、白く濁にごったかと思うと、次の瞬間、そのままの姿し勢せいで銅どう像ぞうの様に転てん倒とうし──


　砕くだけ散った。


　骨の髄ずいまで一瞬で凍とう結けつさせられたのだ。無数のきらめく破は片へんとなった人体が地面にぶちまけられ、屍しかばねとは思えない涼すずやかな音をたてる。


「ああああっ!?」「ひいっ──」「わああああっ！」


　村人達は悲鳴を上げながら我先にとその魔族から遠ざかろうとする。だがその行こう為いはむしろ、魔族を興奮させるだけだった。


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！


　高々と汽き笛てきの如ごとく魔族の『歌』が響く。


　前ぜん傾けい姿勢を採とり、その紅あかい髪かみを振ふり乱して、魔族が疾しつ走そうする。単たん純じゆんな姿勢や動きそのものは猿さるに似にているが──むしろ雰ふん囲い気きは獲え物ものに襲おそいかかる肉食獣じゆうに近い。


「し、死ねえっ！」


　村人の一人が恐きよう怖ふに表情を引きつらせながら振り返り、散弾銃を発射する。


　拳けん銃じゆうなどとは比ひ較かくにならない程ほど、大きな銃口から放たれた数十の小さな鉛なまり球だまは魔族の方へと殺さつ到とうし──距きよ離りが近かった為ためか、残らず魔族の身体からだにめり込こんだ。


「やった──」


　その村人が喜き悦えつの表情を浮うかべて叫ぶ。


　だが──


「殺し……え？」


　魔族は平然と村人を追ってくる。


　走るその身体から、数発の散弾がばらばらと地面に落ちて、跳はねた。


　散弾はほんの僅わずかに、文字通りめり込んだだけだった。皮ひ膚ふを破り肉を裂さくまでに至っていないのである。血さえ出ていない。魔族の表皮に触ふれた瞬しゆん間かん、運動速度のほぼ全すべてを奪うばわれていたのだと──村人が気付いたかどうか。


　しかも──


　次の瞬間、顔にめり込んだままだった残りの散弾は、速度はそのままに、方向だけをほぼ逆転され、逃にげる村人達の背中に襲おそいかかった。


　悲鳴を上げながら二名の村人が転てん倒とうする。


　脚あしに命中したらしい。元々が小こ粒つぶの散弾であるから、急所でもない限り一発や二発を受けたところで死ぬ事はないが……この場から逃げ遅おくれれば、どちらにせよ未来が無い。


「くそ──」


　一方、レイオットは既すでにカペルテータを抱かかえたまま、大きく回り込んでモールド・キャリアの側そばにたどり着いていた。


　中級魔族には銃は効きかない。


　恐おそらくレイオットの見立てが正しければ、あれは〈伯爵カウント〉級だろう。恒常魔力圏コンスタント・ドメインを持っている為に、その肉体は半なかば以上を魔法によって支えられ、外部からのありとあらゆる物理的干かん渉しよう──つまりは攻こう撃げきを跳ね返して自身を維い持じする。


　少なくとも不意打ちであろうと何だろうと、銃でその息の根を止める事はできない。


　だがモールドさえ装そう着ちやくできれば、何とか倒たおす自信がレイオットにはあった。恒常魔力圏も魔ま法ほうを編あみ込こまれた攻撃だけは通してしまう。魔力圏への親和性が高い為、排はい除じよすべき脅きよう威いだと魔力圏が自動判はん断だんできないのである。


　しかし。


　──ほおおおおおおおおおおおっ……


　何かが注意を引いてしまったのか──いきなり魔族がレイオットの方へ向き直った。


「ちっ──」


　レイオットは〈ハード・フレア〉を構かまえた。


　モールドを装着している暇ひまはない。カペルテータを下ろしている暇ひまさえない。だが先程の散弾銃の一撃で分かるように、銃でどうにかできる相手でもない。あくまで〈ハード・フレア〉は牽けん制せいと気休めだ。正面から相あい対たいする限り、銃では中級魔族に傷一つ付ける事もできまい。


　だが──


「合図をしたら撃うて」


　不意に耳元でそんな声が響ひびく。


　視線と銃口は魔族に向けたまま、レイオットは眉まゆをひそめた。


　この声は──聞き覚えがある。あの正体不明の老人ロン・コルグのものだ。


　ロンの意図はよく分からなかったが──


「──疾ジヤイ！」


　裂れつ帛ぱくの叫さけびが空き地に響ひびき渡わたった。


　同時に一本の剣けんが何ど処こからともなく投げつけられ、魔族の首に突つき刺ささった。


　しかも──


「────!?」


　思わずレイオットは愕がく然ぜんと眼めを見開いた。


　その剣に如い何かなる力が秘ひめられていたものか──ただその一撃で、銃弾にさえ傷つく事のない魔族は血を噴ふきながら吹ふっ飛び、勢いきおい余って空中で回転したのである。


　遠心力で紅あかい髪かみが広がる。




[image: ]


　今まで髪に覆おおい隠かくされて見えなかった魔族の背中が、レイオットの前に晒さらされた。


「──！」


「今だ！　『顔』を狙ねらえ！」


　その声と同時にレイオットは〈ハード・フレア〉の引き金を引いた。


　狙いは背中の真ん中に生えた『顔』──即すなわち呪じゆ文もん詠えい唱しよう用よう副ふく顔がん。


　何処か人の良さそうな、しかし作りそのものはごく平へい凡ぼんな青年の顔。それが魔族の背中に肉面として張はり付いている様さまは異い様ようとしか言い様がない。


　轟ごう音おん。


〈ハード・フレア〉の四五マグナム弾だんはその顔の下した唇くちびるに命中した。


　着弾の衝しよう撃げきを破は壊かい力りよくとして十二分に伝えるよう設計された柔弾頭ソフトポイントが顔面を抉えぐり、魔族は銃じゆう創そうから盛大に肉片と血を噴いた。


「効いた？　ならば──」


　続けて二発の銃弾を送り込むが、これは魔族の表皮の大部分を覆っている甲こう羅ら状じようの装そう甲こうに食い込むだけに終わった。破片めいたものは飛び散るが、血は出ない。とんでもない強度と分厚さだ。


「ちっ……」


　レイオットは舌打ちする。本来は副顔の額ひたいを狙ったのだが、魔族が放物線を描えがいて空中を跳んでいた事から、目もく測そくを見み誤あやまったのだ。


　魔族は一度地面で跳はねてから空き地の端はしにまで転がっていった。


　続けてレイオットは銃弾を送ろうとするが──魔族はさして堪こたえた様よう子すもなく起き上がると、喉のどに刺ささった剣を引き抜いて捨てる。ほぼ同時にレイオットが加えた二発の銃撃は魔族の装そう甲こうの隙すき間ま、右みぎ肘ひじに命中した。


　やはり血をまき散らしながら魔族はよろめき、その肘から先の部分がぶらりと力無くぶらさがる。


「ぼおおおおおっ、ぼおおおおおおっ……」


　副顔の『歌』に比べるとややくぐもった声を魔族が上げると、その肘はたちまち復元した。やはり魔族を殺すには、その脳のうを完全に破壊するしかない。他の部分はいくら破壊してもすぐに復元されてしまう。


「くっ──」


　レイオットは後退してモールド・キャリアの運転席のドアを開く。ドアに付属のポケットに予備の四五マグナム弾が入っているのだ。


　小型装塡器スピードローダーに束たばねられた五発を取り出して弾たまを入れ替かえようとしたその時。


「ふおおおおおおおおおおっ……」


　魔族は吼ほえると、高々と跳ちよう躍やくした。


「──!?」


　レイオット達の頭上を越こえ、村を囲む樹じゆ木もくの海へと身を躍おどらせる。


　素す早ばやく回転式弾倉シリンダを横に振ふり出して排はい莢きよう、新しい弾を込め直すレイオット。


　だが──彼が再ふたたび〈ハード・フレア〉を構かまえ直した時には、既すでに魔族の姿は樹きぎ々の連つらなりの向こうに消えてしまっていた。


「──逃にげた？」


　レイオットは眉まゆをひそめて呟つぶやいた。


　確かに……先さき程ほどの一撃は魔族にとってかなりの痛いた手でであったろう。


　呪文詠唱用副顔は比ひ較かく的てき神経が集中している部分で、確かに魔族にとっては傷を受ければ実じつ際さいに『痛み』を感じる数少ない弱点だとは言われている。


　副顔が破壊された場合、恒常魔力圏が途と切ぎれ、もう一方の顔で自己復元の為ための呪文詠唱をしなければならなくなる。この為、確かに攻こう撃げき力りよくは下がるが──だがやはりそれは致ち命めい傷しようなどではない。


「何故だ……？」


　逃げる必要はない筈はずなのだ。


　最下級の〈男爵バロネージ級魔族でさえ人間から逃げたりはしない。是ぜ非ひもなく理由や必ひつ然ぜんもなく、ただ圧あつ倒とう的な魔法の力で人間を蹂じゆう躙りんする、それこそが魔族の本ほん性しようなのだから。


　もし魔族に逃げるべき理由があるとすれば──


「よく会うな、老おいたの」


　最も早はや三度目だ。レイオットは驚おどろかず振り向いて声を掛かけた。


「それが必然なのだろうさ、若いの」


　そう言っていつの間にか側そばに来ていたロンは、レイオットの前を通り過ぎ、魔族が捨てた剣を拾う。軽く振って血ち糊のりを振り落とし、そのまま左手に持っていた鞘さやに収めると、剣は外見上何の変へん哲てつもない杖つえに早変わりした。


「暗あん器きか──最近の年寄りは物ぶつ騒そうなものを持ち歩いてるな」


「拳けん銃じゆうなんぞに比べれば可愛かわいいものさ」


　肩かたを竦すくめてロンが言う。


　既すでに村人達は空き地から逃げ去っており、今此こ処こに居るのはレイオット、カペルテータ、そしてロンだけである。レイオットは周囲を見回し、村人も魔族も戻もどってくる様よう子すがないのを確かめてから〈ハード・フレア〉をホルスタに戻しかけ──止める。


「そうか？　拳銃では魔族の恒常魔力圏を『斬きる』事なんざできないと思うがな」


「何の事だ？」


「この期ごに及およんでしらをきるなよ」


　ロンの鼻先に、レイオットは〈ハード・フレア〉の銃口をつきつける。


「敬老精神を知らん奴やつだな、君は」


「とぼけないでくれ、爺じいさん。中級魔族に銃は効きかない。下級魔族になら効く場合もあるが、恒常魔力圏に護まもられている中級魔族には、そもそも魔法以外の攻こう撃げきがまともに効く筈はずがないんだよ。何らかの方法で、その恒常魔力圏を無効化しない限りはな」


「……それが、私のこの杖ステツキだというのか？」


「他ほかに何があるよ。あんたはその杖で──剣で魔族の恒常魔力圏を破った。だから俺の銃が通用したんだ。偶ぐう然ぜんなんて言わないでくれよ。あんたはそれが可か能のうだと分かった上で俺に『撃て』と言ったんだ」


「ふむ……そこそこ頭は回るか」


　苦く笑しようじみた表情を浮うかべてロンが言う。


　銃口を突つき付けられていても、全く動じた様子がない。レイオットが撃たないとたかをくくっているのか──それとも撃たれても平気なのか。


「一応、専門家だからな」


「まったくもって、ドーベルンも面おも白しろい後こう継けい者しやを持ったものよな」


「──!?」


　レイオットは自分の心臓が跳はねるのを感じた。


　ドーベルン・スタインバーグ。


　その名を忘れたことはない。


　それは……レイオットの胸に刻きざみつけられた罪の名だ。


　孤児だったレイオットを拾ってくれた男。レイオットを養い、彼に読み書きを教え、戦術魔法士としての技術を叩たたき込んだ男。


　そして──レイオットが殺してしまった最初の男。


「何者だ、あんたはっ!?」


「昔、あ奴と付き合いのあった男よ。君の玩具おもちや──〈スフォルテンド〉とかいう銘めいの刻んであったモールドだが、よく見ればドーベルンの〈スカルラット〉を改修したものだという事くらいは分かる」


「……」


　レイオットは唇くちびるを嚙かんだ。


　確かに──彼が愛用しているモールド〈スフォルテンド〉は、彼の為ために新規に設計されたものではない。ドーベルンが使用していたモールドをそれと分からない様に外がい装そうを改修したのだ。


　基本的に一度でも装着者が魔族化したモールドは『欠けつ陥かん品ひん』として廃はい棄き処しよ分ぶんにされる。拘束度数デユラビツトを使い切った場合の魔族化は必ずしも欠陥品とは言えないのであるが……魔族化への因いん果が関係その他が、あくまで幾いくつもの仮か説せつの上に組み立てられた理論である事から、ほんの少しでも魔族化に関かん与よしたと想おもわれる要素は徹てつ底てい的てきに排はい除じよされるのだ。


　これを嫌きらったレイオットは、〈スカルラット〉をそれと分からぬ様に外装に手を加えて使っているのである。


　事実はロンの言うとおりであるのだが……逆に言えば相当に魔法や魔法工学の知識がなければ、一目見ただけで〈スフォルテンド〉の素す性じようを当てることなどできはすまい。


　まして──


「カペルテータ」


「──はい」


　呼よばれてカペルテータが側そばに寄ってくる。


「何度か、父親と他の反応を間ま違ちがえた事があると言ったな」


「はい。あります」


「その間違えた相手というのは──この爺じいさんじゃないのか？」


　ロンに銃じゆう口こうを突きつけたまま、レイオットは言う。


「その子がダニエルの子か──ふむ。なかなか可愛かわいらしい子に育ったものだ」


「黙だまっててくれ、爺さん。カペルテータ、どうなんだ？」


　カペルテータは静かな紅あかい瞳ひとみでレイオットとロンを見比べ──そして頷いた。


「……そうです」


「何の話かな？」


「カペルテータは魔力計と同様に、魔法の発生の際さいに生じるイマジネーション・バーストの波を捉とらえている可か能のう性せいがあるんだよ。それも魔力計よりも高精度でな。つまりそれは魔族か、あるいは魔法を使用中の魔法士ソーサリストという事になる」


　撃発音声トリガー・ヴオイスを窓口として、虚数界面アストラル・サイドに構こう築ちくされていた魔力回路は、一気にその演えん算ざん結果を現実界面に流し込む。この際──現実界面と虚数界面の接せつ触しよくにより生じる特とく殊しゆな波動を、イマジネーション・バーストと呼ぶのだ。


「断だん定てい的てきだな」


「他ほかに魔ま法ほうを使用する存そん在ざいは居ないからな」


「それが断定的だというのだ」


　ロンが苦く笑しようを浮うかべて言う。まるで察さつしの悪い生徒を前にした教師の様な表ひよう情じようであった。


「まあいい。で──？」


「つまりあんたも魔族か、あるいは魔法士であるという事になる」


「ほう。で──君はどちらだと想おもう？」


「……」


　レイオットは無言。


　正直、分からないのだ。この老人が魔族とは──すくなくとも一いつ般ぱんに魔族と呼ばれている怪かい物ぶつであるとは考えにくい。理性もあるし、姿すがた形かたちは人間だ。個体差はあるものの、魔族というのは欲望のままに暴あばれ回る残ざん虐ぎやくな怪物であり、それ以外の例をレイオットは見た事も聞いた事もない。


　だがその一方で、魔法士であるとも考えにくい。


　どんなに着ちやく脱だつが容よう易いで簡かん易い型がたのモールドであろうとも、あの瞬間タイミングに介かい入にゆうしておいて、その直後にレイオット達の前に出てきた時には、いつもの衣い装しように戻もどっている──そんな早はや業わざができるとは到とう底てい思えないのだ。


　この老人が魔法を使ったのは間ま違ちがいない。


　では──どうやって？


　モールドは人間の鋳い型がただ。それが無ければ人間は魔法を使った際、人間としての輪りん郭かくを保てなくなる。因いん果がをねじ曲げるという行為の反動によって生じる呪じゆ素そという汚お染せん要よう素そが、人間の人間たる『在あり様よう』を冒おかし、人間は心も身体も人間である事を止やめてしまう。ドーベルンがそうだった様に。


　しかし──


「分からんか。ドーベルンの奴やつめ──私達の事に関してはあくまで沈ちん黙もくを守っておったのだな。賢けん明めいであったのか愚ぐ劣れつであったのか。今もって私にも分からん部分があるな」


「──何を言っている？」


「君の知らぬ真実も世の中には在るという事さ。ドーベルンも──そしてジョージ・グレコも知り得うる全すべてを語った訳わけではない」


　そう言ってロンが笑う。


　その笑え顔がおが透すけて見え始めたのは次の瞬しゆん間かんであった。


「──何だ!?」


　ゆっくりとではあるが、まるで水に垂たらした血一いつ滴てきの様に──希き薄はく化かし、拡かく散さんしてロンの姿が消しよう滅めつしてゆく。


　レイオットは反射的に〈ハード・フレア〉を撃うとうとして、止めた。正体不明な部分が不気味ではあるが、少なくとも敵てきではなさそうだ。もっとも、一度助けられたからといって味方だと安心してしまうほど、レイオットは楽天的な考え方をしてはいないが。


　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの間にロンの姿すがたは薄うすれ、後方の風景と同化して見えなくなった。


　そして──


「君がもう少し自分の力で真実にたどり着き、落ち着いて話せるようになれば、改めて頼たのみたい事がある──」


　姿は完全に消滅したが、声だけが漂ただよってくる。


　反射的に方向を探さぐろうとしたものの、レイオットは諦あきらめて〈ハード・フレア〉をホルスタに戻もどした。声は四方八方から響ひびいてくる。吹ふきさらしの空き地だというのに、まるであちこちに反はん響きようしているかの様である。


「では、またな……」


　そうして声さえもが薄れて消滅し、ロンがそこに居た痕こん跡せきは完全に無くなった。


　魔法による瞬しゆん間かん移動──そんな事が可能かどうかは別にして──なのか、魔法による幻げん影えいなのか、それとも単に催さい眠みん術じゆつや幻げん術じゆつの類たぐいなのか。薬物や催さい眠みん暗あん示じを仕し込こまれるような隙すきは無かった筈はずだが、あれが幻影でなかったと言い切れる自信もレイオットにはなかった。


　何にせよやはりロンの正体は不明のままだ。


「なんなんだ、一体……」


　ため息をつくように言ってカペルテータを振ふり返る。


「……どう思う？」


「分かりません」


　当然といえば至し極ごく当然な答えに、レイオットはため息をついた。
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　例えば──ジャック・ローランドの場合。


　カペルテータがスタインバーグ邸ていに来てからの三年半について一番知ち悉しつしている他人といえば、彼とエレナ・シェリングになるだろう。特にジャックはレイオットが戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとしての活動を始めた頃ころから一定の付き合いがあり、単たん純じゆんに歳さい月げつという点から見ればシェリング夫人よりも一年以上長くレイオットを見てきた事になる。


　カペルテータの事にしても同じだ。


　彼女が常つねにレイオットの側そばに居るため、自然に何度も顔を合わせる事となり──生せい来らいの好こう奇き心しんも手て伝つだって、ジャックはこのＣＳＡの少女に積せつ極きよく的てきに話しかける事が多かった。


　だが、この機械いじりが趣しゆ味み──というよりは生きる目的そのもの──になっている生きつ粋すいの趣味人は、レイオットとカペルテータの関係に必要以上の干かん渉しようはしない。一応、冗談ジヨークを言ったり、通り一いつ遍ぺんの意見や忠告を述べたりもするが、一定の距きよ離りをとって彼等の私生活に踏ふみ込こまず、ジャックはあくまで部外者としての立場を保持していた。


　極言してしまえば、ジャックの最大の関心は、彼の調整したモールドを駆く使しして最大限の性せい能のうを引き出す戦術魔法士としてのレイオットである。彼の私生活的な部分は──世間で言う様に少女の愛人を囲かこうような変へん態たいであろうと、カペルテータが何者であろうと、実じつ際さいには関係がない。


　むしろ余計な干かん渉しようをしてレイオットの戦術魔法士としての能力が損そこなわれる事の方が、彼にとっては不ふ本ほん意いなのだ。


　元々他人との人間関係があまり長続きしないレイオットが、この青年とだけは長く付き合いが続いているのも、必要以上に踏み込んでこないジャックの姿し勢せいに因よるところは大きいだろう。


　しかし──


「ここはいつ来ても凄すさまじいな」


　そう言ってレイオットが苦く笑しようする。


　ジャック・ローランド総合機器研究所は相変わらずの状態であった。


　所ところ狭せましとガラクタなのか何なのか分からないものが散らばっており、場所によっては側そばを通るのも躊ため躇らわれる程ほど、危なっかしい状態でコンテナや部品を積み上げられた所もある。下へ手たに崩くずれてきたら、下した敷じきになった者は間ま違ちがいなく死ぬだろう。


　もっとも──それでも主あるじであるジャック・ローランドにとっては至し極ごく快適な場所なのである。本人にしてみれば『効率的な配置』なのだが──他人の眼めから見れば単に無む秩ちつ序じよにモノが散乱しているだけにしか見えないらしい。


　ちなみに先日レイオットが使用したモールド用高機動モジュール〈ホイール・マニア〉も修理されて──というかより改良が加えられたらしく幾いくつかの予備部品がくっついた状態で──研究所の隅すみに置かれていた。


「しかも増えてるぞ、おい」


　言いながらレイオットは三台並べられた〈ホイール・マニア〉を片手で叩たたいた。


「いや──なんか知らないけど発注が来てさ」


　小型のクレーンでモールド・キャリアから移送用架か台だいごと〈スフォルテンド〉を降ろしながら、ジャックが言った。


　城が城なら主も主──こちらも相変わらず洒落しやれっ気けなど地平の彼方かなたに置き去りにしてきた様な格かつ好こうである。


　その艶つややかな金きん髪ぱつを伸のばせば女でも──それもとびきりの美女として──通用しそうな容よう姿しであるにも拘かかわらず、彼は服ふく装そうに全く頓とん着ちやくしない。今も油と金きん属ぞく粉ふんに汚よごれた作業用のツナギ姿すがたである。そのままジャックは平気で出歩くし、公おおやけの場に出る場合もこの格好のままだ。


　さすがに「まずいんじゃないのか」と尋たずねたレイオットに、ジャックは「きちんと使い分けているよ」とワードローブに吊つられた十数着のツナギを示して見せた事がある。


　微び妙みように生き地じやデザインの異ことなるツナギはそれぞれ外出用、寝ね間ま着き、などときちんとその性質に合わせて使い分けられているのだが──この細かな配はい慮りよにはレイオットもいたく感かん銘めいしたらしく、ため息と共に彼は「すまん。俺おれが馬ば鹿かだった」と言った。


　それはともかく。


「──発注が来た？」


「ああ。陸軍から。新型ＦＡＶ開発の一いつ環かんとして参考にしたいからとか何とか。どうも何ど処こからか〈ホイール・マニア〉の事を聞きつけてきたらしいよ。まあ、モールドの代わりに防ぼう弾だん甲かつ冑ちゆうでも造れば、充じゆう分ぶん使えるんだろうけど」


「ＦＡＶ？」


「先遣攻撃車輛フアーストアタツクヴイークル。歩兵と一いつ緒しよに落下傘パラシユートで投下して、奇き襲しゆうの様な形で陣じん地ちを制せい圧あつしたり、後続部隊の安全を確保するための露つゆ払はらいをしたりする時に使うんだとさ。航空機による輸送が前提だから、どうしても軽量な車しや輛りようが望ましいんだと。
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　とりあえずエンジンの強化と、落下傘用のマウント、不整地用のサスペンションの強化とかの依い頼らいがあってね。それぞれの課題をクリアした試作品が三つできたとこ」


「死の商人か、お前は」


「いやいや。単なる一技術者さ。武器に転用するのは向こうの勝手」


　そう言って肩かたを竦すくめるジャック。


「……そうか？」


　武装として大型の自動ライフルが固定されている〈ホイール・マニア〉を横目で眺ながめながらレイオットは苦笑した。汎はん用よう性せいのある固マ定ウ器ン具トは、調節次し第だいで小型機き関かん砲ほうであろうが迫はく撃げき砲ほうであろうが、搭とう載さいできるだろう。


「しかし珍めずらしいね、レイがモールドの修理じゃなくて点検に来るなんてさ」


　移送用架台の固定を外はずしてモールドの中身を調べながら、ジャックは言った。


「……まあな」


「俺としてはありがたいんだけどね。やっぱり道具だからさ。目に見えて壊こわれなくても、金属疲ひ労ろうとか残ざん留りゆう応力とかあるし、定期的に検査してないと、使用中に壊れる可能性だってある。特に可動部分の多いモールドはね」


　そう言いながらジャックは部品の一つを外し、陽ひに透すかして見る様にしてその具合を調べる。


「しかしどういう心境の変化？」


「……どうなんだろな。何となくだが」


　レイオットはむしろ困こん惑わくしたような表情で頰ほおを搔かいた。


　自分の心を正確に把は握あくできている人間はむしろ小数派だ。己おのれを客きやつ観かん視しする事は、実はとても難しい。レイオットの様に特とく殊しゆな事情を背負った人間であれば、尚なお更さらである。


「しかし前にも言った話だけど──もし安全性が気になりだしたんなら、そろそろモールドも新調した方がいいんじゃないか？」


「お前まえが造るのか？　なんか妙みような機能とか俺の知らない機能とかついてそうなんだが」


「信用無いな」


　苦く笑しようするジャック。


　レイオットは腰こしのホルスタから〈ハード・フレア〉を抜ぬいてくるりと回して見せた。


「調整に出した〈ハード・フレアこいつ〉を勝手に六連発に改造したのは誰だれだ？　道理で引き金の具合トリガーフイーリングとかが違うと想おもったんだよ。お陰かげで自分の頭吹ふっ飛ばしそうになったぞ」


「弾たま込めた時点で気付きなよ」


　ちなみに元々〈ハード・フレア〉は五連発である。強力な──強力過ぎるとも言うべき四五マグナム弾だんを使用する為ため、安全性を考こう慮りよして、回転式弾倉シリンダの肉にく厚あつを多めにとってあり、その結果として標準的な回転弾倉式拳銃リボルヴアの六発よりも、一発少ない装弾数になっていたのだが──


「いやまあ、新型合金が出ててさ。スキャンディウム。六連発にしてもシリンダ強度を確保できるらしくてね。試ためしに使ってみようかと。ちょっと値段が高いのが難なんだけどさ。モールドに応用できればかなり軽くなる筈はずなんだ」


　少しも悪びれた様よう子すなどなくジャックは答える。


　ひどく手軽な行為の様に言っているが、装弾数が増ふえるという事は、実じつ際さいには弾だん倉そうを換かえるだけでなく、一発につき弾倉が回転する角度も変わってくる訳わけで──事実上、基本のフレーム以外は完全に別の銃として作り直すのに等しい作業になった筈だ。


　そこで『新しい銃に持ち換える』ではなく、『あくまで〈ハード・フレア〉を改造する』事にこだわるところが、この青年の妙に趣味性が強い性格を示しめしていた。


「大体、その〈スフォルテンド〉も、修理やら部品交こう換かんやらで、もう昔からの部品なんてほとんど残ってないだろ？　部品の規格も十年前とは違ってきてるから、かえって高くつくし、手間取るんだよな。


　形見だか何だか知らないけど、それはそれとして置いておけばいいじゃないか。実際に使うモールドは新しく造った方が良いと思うよ。うちの婆ばあさんに頼たのめば最新型の部品も手配できるし。金が無いわけでもないだろうに」


「ふむ……」


　レイオットは腕うでを組んで考え込む様な表ひよう情じようを示した。


　この旧ふるいモールドはそろそろ耐たい久きゆう限げん界かいが来ている。減げん価か償しよう却きやくもいいところだし、下へ手たをすれば魔族化の危険が増大する。この危険性は、さすがのジャックも口を閉とざしてはいられなかった。


　また、この〈スフォルテンド〉はレイオットにとって何か特別な意味を持つ大事なものであるのはジャックも知っている。だがそれならば尚更に、壊こわしてしまっては意味が無かろう、とも思うのだ。


「まあ、強制はしないけどさ。……と、そうだ、手配で思い出した。カペちゃん」


「はい」


　ジャックに呼よばれ──黙もく然ぜんと壁かべ際ぎわに立っていたカペルテータが二人に歩み寄る。


「頼たのまれていたもの。まあ使い勝手は個人差があるからカペちゃんにとって良い品かどうかは分からないけど、機械としては悪くない筈。あ、一応箱出しして動作確かく認にんと軽い調整はしておいたので」


　そう言ってジャックが工作台の下から箱を一つ取り出してカペルテータに手て渡わたした。


　茶色い厚紙で造られた味も素そっ気けもない箱には『モラレス事務用機器』『ＭＴ４４０タイプライター』などという文字が書かれている。


　どうやらカペルテータが頼んでいたというタイプライターらしい。


「ありがとうございます」


　ぺこりと頭を下げるカペルテータ。


「結局、おいくらかかったのでしょうか」


「あ？　ああ──いいよ。俺とカペちゃんの仲だし。そんな高級なもんでもないしね」


　ジャックは気楽な口く調ちようで言った。


　レイオットがカペルテータに小こ遣づかい程度のお金を渡しているのは、ジャックも知っている。カペルテータの性格からして、それを使い切ったりせず、どこぞに貯ため込んでいるであろう事も想像に難かたくない。元々が趣しゆ味みらしい趣味もない少女なのだ。


　しかしジャックは彼女から代金を受け取る積つもりはなかった。


　タイプライターの調達を頼まれた時にふと思いついたのだが──『贈おくり物』をされたこの少女がどんな反はん応のうをするのか、見たくなったのだ。無ぶ遠えん慮りよに受け取るのか。遠慮してあくまで金を払はらおうとするのか。あるいはもっと他ほかの行動に出るのか。まるで仕し掛かけた悪戯いたずらの結果を見る様な気持ちで、ジャックはＣＳＡの少女を眺ながめた。


　カペルテータはジャックとタイプライターの箱を見比べている。


　その表情は相変わらず無表情のままだが、その仕し草ぐさに逡しゆん巡じゆんの様なものがある様に見えるのは、ジャックの気のせいであろうか。


「気が咎とがめるんなら──そうだな。カペちゃんの誕たん生じよう日びっていつ？」


　苦く笑しようしてジャックはそう尋たずねた。


「…………」


　レイオットが何か言いたそうに口を開きかけて──閉とじる。


　その様子に気付いているのかいないのか、カペルテータはあっさりと言った。


「分かりません」


「んー。そうか。じゃあね……」


　ジャックはカペルテータの生い立ちについて詳しよう細さいは知らない。


　しかし『分からない』という答えの向こうにある事情には彼も想像がついた。レイオットが何か言いかけたのも、カペルテータの答えを予期していたからに違ちがいない。


　それ以上、事情を追及する愚ぐをさらりと避さけて──ジャックは首を傾かしげた。


「そうだな。今日が誕生日って事で。誕生日プレゼントに」


「…………」


　カペルテータは眼めを瞬しばたたかせてジャックを見み詰つめる。


　紅あかい瞳ひとみの少女は、やはり戸と惑まどっている様に見えた。面おも白しろいのでそのまま何かを言い足すでもなく黙だまって見詰めていると──更さらにカペルテータは何ど処こか困こまった様子でレイオットの方を振り返る。


　しかし──


「もらっておけよ。誰かに誕生日を祝いわってもらえるってのは悪い事じゃないだろ」


　そう言われてカペルテータは視し線せんを手元の箱に注そそぐ。


　しばし、まるで途と方ほうに暮くれたかの様に彼女はその場に佇たたずんでいたが──やがて再ふたたびジャックに向き直ると、ぺこりと頭を下げた。


「ありがとうございます」


　笑え顔がおもなく。愛あい想そもなく。声が喜びに上うわ擦ずっている訳わけでもない。


　しかし、だからこそカペルテータのその感謝が、社交辞令でも何でもなく、この少女の本心からの言葉である事は疑うたがい様ようも無かった。心にもない事を言える程ほど、この少女は器き用ような性格をしていない。


「うんうん。役に立ってくれるとうれしいけど。という訳でレイも何か」


「俺おれか？……いや、いきなりそう言われてもな」


　そう言って今度はレイオットが戸と惑まどいの表情を浮うかべた。


　どうやら三年半も一いつ緒しよに暮らしてきて、そういった発想に一度もならなかったらしい。


　もっとも前に一度レイオットが漏もらした言葉が真実なら──彼自身孤こ児じだったらしく、そもそも『誕生日を祝いわう』という発想そのものが無いのかもしれない。


　自分が生まれてきたことを素す直なおに喜べない人間が居る。


　何かの間違いで自分が生まれてきてしまったのだと思ってしまう人間が居る。


　彼等にとって誕生日とは祝うべきものではなく、人生における最初で最大の厄やく災さいだ。


　しかし──


「しかしカペちゃんも、なんでいきなりタイプライター？」


　ふと気になってジャックは尋たずねた。


　あまり女の子が欲ほしがる様なものには思えないからだ。もっとも、彼女を一いつ般ぱん的てきな女の子の範はん疇ちゆうで把は握あくする事には色々な意味で無理があるだろうし、そもそも積せつ極きよく的てきに普ふ通つうの女の子らしいもの──靴くつや服や装身具の類たぐいなど──に興味を示しめしたり、欲しがったりする様にも見えなかったが。


「……日記を」


　呟つぶやくようにカペルテータが言う。


「日記……？」


「日記をつけようと──思って」


「…………」


　レイオットとジャックは顔を見合わせた。


　意外な言葉である。はっきりとした理由などないが、カペルテータと日記、と言われても今ひとつピンと来ない。偏へん見けんもいいところかもしれないが、何となく彼女はそういう行こう為いとは無む縁えんの様に思っていたのだ。


「まあ、悪い事じゃないとは思うけどね。なんというか──意外だな」


「自分自身を記き録ろくしたいのです。今まで記録していなかった部分も、思い出しながら」


　カペルテータはタイプライターの箱に視線を注ぎながら言った。


「自分が変わったのか。変わっていないのか。何を考えていたのか。それが後の私にとって正しいと思える事なのか。それが──知りたいと思うのです」


　そう言って──カペルテータは箱を抱かかえて壁かべ際ぎわに戻もどった。


「……分かったような、分からないような」


　ジャックは苦く笑しようしてレイオットを振ふり返る。


　レイオットは何か──虚きよを突つかれた様な表情を浮うかべていた。驚おどろきと呆あきれと──そして虚きよ脱だつ感かんと。そうしたものが混じり合った表情である。ずっと解とけずに四苦八苦していた難問の答えが、不意に──しかも至し極ごくあっさりと眼の前へ提てい示じされたかの様に。


　レイオットがこういう反はん応のうを示しめすのも珍めずらしい。


「まあ日記なんて確かにそんなもんだけど。ああも目的意識がはっきりしてるのも珍しいよな。普通はなんとなくつけ始めるもんだと思うけど」


「……そうだな」


　そう言うレイオットには、やはり何か心当たりがある様だが──これもまたいつもの如ごとく、ジャックはあまり追及しなかった。
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　空き地での一件はその日の内に村中に広まっていた。


　何しろ今までは魔族らしき影かげが目もく撃げきされる程度で済すんでいたのに対し、複数の者がその姿すがたを見ている上、二人も死者が出ている。今までの様に『噂うわさ』で片づけられるような状じよう況きようではなかった。


「困こまった事をしてくれたね」


　レイオットをいつもの応接室に呼び出し、マクシミリアーノは言った。


　相変わらず人ひと懐なつっこそうな笑え顔がおを浮うかべてはいるが、さすがに内心を覆おおいきれずにいるらしく、その眼めにはレイオットを睨にらみ付ける様な光がある。


「今はまだ村役場や駐ちゆう在ざいの警官も抑おさえる事ができるから良いが──このままだとつまらん噂が中央の方に届かないとも限らない。この責任をどうとってくれるのかな？」


「責任ね」


　レイオットは皮ひ肉にくな笑えみを浮かべながら応じた。


「なんでそれが俺に回ってくる？　俺が魔族を生み出したわけじゃないぞ」


「あの〈なり損ない〉を連れて歩いたろうに。あれで村の連中の私に対する疑ぎ心しん暗あん鬼きも高まっている。今まではどうとでもなったが──人死にが出ればさすがに村の者も黙だまっていない」


　むしろ今までどうにかできた事の方が問題ではあるとレイオットは思ったが、敢あえて口には出さなかった。今いま更さら、この村の閉へい鎖さ性せいに口を挟はさんでも意味はない。


「カペルテータを連れて歩いた事と、死者が出た事には関係がない。少なくとも現時点では関係あると思える要素はないと思うがな」


「関係があるかどうかを決めるのは君の仕事ではないだろう。とにかく、早々に魔族メレヴエレントを狩かり出してくれたまえ。さもないと村の者に君が全すべての元げん凶きようだと伝えるよ」


「……無む茶ちや苦く茶ちやだ。好きにしろ」


　そう言って立ち上がり、マクシミリアーノに背を向けるレイオット。


　脅きよう迫はくされてまでこの仕事をこなさねばならない義理はない。


「待ちなさい。仕事を放ほう棄きするなら違い約やく金きんを払はらってもらうよ」


「前金も貰もらってないんだぞ、俺は。しらんよ」


「繰くり返すが死人が出て居るのだ。今からもう一度紹しよう介かい料りようを仲介屋に払って、魔法士ソーサリストを雇やとう暇ひまはない。君がやるんだ。途と中ちゆうで逃にげる事は許ゆるさないよ」


　笑顔とは裏腹の傲ごう慢まんな物言いである。


　許さないと言ったところで、マクシミリアーノにレイオットを拘こう束そくする実質的手段はないのだ。そもそも違約金だの何だの、存そん在ざい自体が違法な、無資格の魔法士に言うべき言葉ではなかろう。


　だが──


「仕事をきっちりして欲ほしいなら、事情は一通り、客観的に伝えて欲しいものだがな」


　立ち上がったまま──レイオットは首と肩かただけで振ふり返って言った。


「……なんだって？」


「あんたは幾いくつかの事実を隠かくしていたな。ダニエルがあんたの娘むすめコーネリアと恋こい仲なかであった事。それを許せなかったあんたは村の連中に命じてダニエルを私刑リンチにかけて半殺しにしていた事。同時に家中の出入り口に鍵かぎを付けて、コーネリアを閉じ込めた事。つまりそもそもダニエルがコーネリアを誘ゆう拐かいしたのではなく、問題の一件は駆かけ落ちであった事。更に──追わせた村の連中には、ダニエルを殺すように命じていた事」


「…………」


　くどい程ほどの笑顔はやはり揺ゆるがないが、村長の口元が一いつ瞬しゆん、引きつったのをレイオットは見み逃のがさなかった。


「結果的に、追っ手は魔族化したダニエルに皆みな殺ごろしにされた、というが──そもそも生き残りがあんたの娘と孫しか居ない以上、そもそもダニエルが魔族化したかどうかさえ分からない。偶ぐう然ぜん、逃とう亡ぼう中ちゆうの二人が魔族と遭そう遇ぐうし、そこへ他の連中も出くわしただけかもしれない」


「それがどうかしたかね？　君には関係のない話だろう」


　どうやら開き直る事にしたらしい。


　レイオットの話には多少の推すい測そくも混じっているが、否ひ定ていしてこなかったところを見ると、ほぼ図ず星ぼしなのだろう。十年といえば暴行教きよう唆さ罪や殺人教唆罪についても公こう訴そ時効が成立する。今いま更さらそれを指し摘てきされたところで、痛いたくも痒かゆくもない──そう思ったのかもしれない。


　無む論ろん、レイオットも十年も昔の犯罪を、今更糾きゆう弾だんする積もりもないが──


「魔族は人間だった頃ころの執しゆう着ちやくや欲望を引きずる傾けい向こうがある。行動のみならず、形けい態たいや能力さえその認にん識しきに引きずられて形成される場合があるんだ。人間だった頃の事件を知っておくのは、魔族対策として必ひつ須すの行こう為いだ」


「…………」


　マクシミリアーノは無言。


　レイオットは彼からその背後に立っているエレンに視し線せんを移す。いつも何かに怯おびえている娘は、まるで刃は物ものを突つき付けられたかの様に、びくりと身を震ふるわせて硬こう直ちよくした。


「そもそも今回の魔族に関しては、その行動に謎なぞめいた部分がある。単たん純じゆんな魔族化事件ではないんだろう。ならば知っている事は全部教えてもらいたいもんだ」


「……その必要はないな」


　マクシミリアーノは断だん言げんした。


「君はただ出てきた魔族を殺せばいい。事情といっても何ど処こまでが今回の一件に絡からんでいるのか判はん断だんが付かないし、そもそも当方の事情など君の関知すべき事ではないのだよ。全部お膳ぜん立だてをしてもらわねば何もできないというのなら、君は三流と判断されてもしょうがないと思うがね。一流とは些さ末まつ事ごとや細かな条件になどに関かかわりなく、確実にせねばならない事を為なし遂とげられる者の筈はずだが」


「そう言って俺おれをたきつけようって思ってるのなら、お門かど違ちがいだ。俺は別に自分で一流と名乗っている訳わけでもないし、それが自じ慢まんな訳でもないんだよ。


　まあ──話したくないのなら仕し方かたない。どうせ無理に聞き出しても真実を語ってくれるとは限かぎらないしな。だが──どうしてもこちらの対応は遅おくれるぞ。また死人が出ても俺に文句を言うなよ」


「脅きよう迫はくかね」


「事実に基づく予よ測そくだよ」


　言ってから──ふと思い出してレイオットは尋たずねた。


「それと。ロン・コルグって名前に心当たりは？」


「ロン……コルグ？」


　怪け訝げんそうに呟つぶやくマクシミリアーノ。


　まさか村長だからといって住民全すべての名前を記き憶おくしている訳もあるまいが──あの格かつ好こうにあの行動を思えば、この田舎いなか村むらで目立たない筈がない。敢あえて知らないふりをしているだけかもしれないが、今までのマクシミリアーノの反はん応のうと比べてみれば、本当に知らない可か能のう性せいが高いだろう。


　この村の関係者でないとするのなら──ダニエルがトリスタン市に出ていた頃ころの知り合いか何かだろうか。恐おそらく鍵かぎを握にぎっているのは間違いないが、まだあの老人が今回の一件にどう絡からんでいるのか、そしてそもそも何者なのかが分からない。


　レイオットとしては、事実関係を整理したいのだが──どうも多少情報が増えても、同じところで足あし踏ぶみするばかりで、一向に全ぜん貌ぼうが見えてこない感じがする。


「いや、知らないならいい。どうも今回の一件に深く関わっていそうな気がしたのでね」


　肩かたを竦すくめてレイオットが言う。


　マクシミリアーノは笑え顔がおのまま、しばし何かを考えるかの様に沈ちん黙もくを続けていたが──すぐに小さく頷うなずいて、レイオットを見つめ直した。


「……分かった、例の一件について全てを語っていなかった事については謝しや罪ざいしよう。だが君も殊こと更さらに聞かなかった。これからは聞かれたことには答える、それでよいかね？」


「ああ。こちらも隠かくし立だてせずに言っておこうか──」


　レイオットは立ち上がりながら言う。


「今回の一件にロン・コルグという正体不明の爺じいさんが絡んできている。何者なのかさっぱり分からないが、ひょっとしたら魔法士ソーサリストかもしれない」


「……魔法士が？」


「ダニエルの事も知っている様な口くち振ぶりだったから、彼に魔法を教えた人物か何かかもしれない。とにかく、現時点で全ての事情を把は握あくしているのは、恐おそらくあの爺さんだけだ。黒い山やま高たか帽ぼうにインバネス・コートの老人だが──もし見み掛かけたら俺に知らせる様に村の連中に通つう達たつを出しておいてくれ」


「ふむ。分かった」


「それと──そのダニエルって男は村のはずれに住んでいたそうだな？」


「ああ。森の中に小屋を建ててそこに住んでいた。それが？」


「明日、そこに行ってみる。カペルテータも連れて。詳くわしい地図か、案内できる者を用意して欲しいんだが」


「分かった。用意しよう」


　マクシミリアーノは頷いた。
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　扉とびらが鳴った。


　レイオットはモールド・キャリアから降ろしてきた装備をいじる手を止め、顔を上げる。


「あ……あの……」


　扉越ごしに細々と漂ただよってくる怯おびえた様な声。


　言葉の断だん片ぺんだけで分かる。エレンだ。


「──どうぞ。開いてる」


　スタッフに組み込む呪文書式板スペル・タグに再ふたたび視し線せんを戻もどしながらレイオットは言った。


　だが──返事が返ってこない。扉も開かれない。


　眉まゆをひそめてレイオットは再び言った。


「どうぞ！」


「は──はいっ……」


　慌あわてた様な声はやはり漂ってくるのだが──やはり扉が開かれる様よう子すはない。


　レイオットは右手に〈ハード・フレア〉を握にぎると、立ち上がって離はなれ家やの扉に歩み寄る。覗のぞき窓から外を観みても、やはりエレンの姿すがたが見えるだけで特に変わった様子はないのだが──


「何をしてるんだ、あんたは」


　呆あきれて言いながらレイオットは扉を開く。夕食を載のせた盆ぼんを両手で持ったエレンは、おどおどとした様子で小さく頭を下げ、離れ家の中に入ってきた。


「ひょっとして両手がふさがってたから扉が開けられなかったのか？」


「え──いえ、あの……」


　言い訳わけがましくエレンは意味もない言葉の切れ端はしを口にしていたが……すぐに無む駄だと悟さとったのか、項うな垂だれて呟つぶやく様に言った。


「──はい。す、すいません」


「一いつ旦たん、地面にでも置けばいいだろうに」


　ため息をついて言いながら、レイオットは居間のテーブルに戻る。上に広げていた装備──というかモールドやスタッフの部品──を左手で隅すみに押おしやり、盆を置く場所を作る。


　基本的にモールドやスタッフのきちんとした整備作業は専門のモールド・エンジニアが、やはり専門の施し設せつと工具を使って行うものである。その内部機構の多くはブラックボックス化されており、いくらレイオットが戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとしての経験を積んでいるからといって、迂う闊かつに手を出せるような代しろ物ものではない。


　だが、実じつ際さいに現場で何らかの問題が出る場合は、高度な内部機構よりも、もっと原始的な部分──疑似詠唱端子キヤスターを動かす為ための装桿ハンドルや、呪文書式板選択機構タグセレクターの固定ロツク部分などに原因がある事の方が多い。


　この為、特にゴミが挟はさまって引っかかる恐おそれのある可動部分や、埃ほこりが付着して呪じゆ文もんの読み取りが阻そ害がいされる可能性のある疑似詠唱端子は、しばしば取り外はずして磨みがいているのである。


「すまんね。ここへでも置いといてくれ。勝手に食うから」


「あ、いえ、すいません──」


　頭を下げながら盆を置くエレン。


　スタッフやモールドの簡かん易い整せい備びをする積もりだったので、今日の夕食はレイオットから頼たのんでこの離れ家に運んでもらったのだ。あのマクシミリアーノの顔を見ながらでは食事がまずくなるだけ──という気持ちが働いていたのも事実だが。


　エレンは盆から料理の皿二つとパンを盛ったバスケット、それに水差しを降ろし──空になった盆を抱だく様にしてそこに立っている。昨日は逃にげる様に去っていた彼女ではあるが、今日は何かを待っている様子で、もじもじとその場に留とどまっていた。


「──なんだ？　給仕でもしてくれるのか？」


　レイオットが尋たずねると、エレンは慌あわてて首を振ふった。


「あ、あの、違い、ます……あの、その、明日──ダニエル・レジエーロさんの家に……」


「ああ。あんたが案内役をしてくれるのか？」


「……はい」


　エレンは小さく頷うなずいた。


「旦だん那な様から──命じられて……あの、どうしてあんな所に？」


「何か手がかりがないかと思ってね。どうも今回の魔族メレヴエレントは気分屋なのかいきなり出てきては消えたりする。人間だった頃ころの彼の生活を見れば、何か分かるかとも思ったんだが」


「な、何も……全然残ってません、あんな所は──」


　エレンが呻うめく様な口く調ちようで言う。


「行くだけ無む駄だだと……思うんですけど……」


「御ご忠告どうも。だが無駄かどうかは行ってみないと分からない」


　そう言ってレイオットはパンを手に取り──


「そういえば──まだ聞いてなかったな」


　エレンを振り返って言った。


「『許ゆるして』の意味を」


「……」


　まるで治りきっていない傷に触ふれられたかの如ごとく、びくりとエレンが身を震ふるわせる。


「どうにもあの魔族の行動は変だ。そしてそれに相あい対たいした時のあんたの反はん応のうもな。一体、何がどうなっている？」


「……」


　エレンは唇くちびるを嚙かんで俯うつむいた。


「俺おれをそのダニエルの住んでいた小屋に行かせたくないのか、それとも単にあんたが行きたくないのか。それは知らないが──このまま放ほうっておいても何も解決しないぞ。別に俺はそれでも構かまわないけどな。正直言って、この村の人間が何人死のうと俺の知った事じゃないんだ」


　そう言ってレイオットは肩かたを竦すくめて見せる。


「…………わ、私は──」


「はっきり言って俺は十年前に何があろうと、その事件そのものに興味はないんだよ。俺は魔族を狩かる為ために必要な情報を集めてるだけだ。あんたにどういう事情があろうと、軽けい蔑べつもしなければ尊そん敬けいもしない」


　そこまで言うと、レイオットはナイフとフォークを手に、食事を始めた。


　まるで、もう言うべき事を言いきったとでもいう様に、黙もく々もくと夕食を口に運ぶレイオット。彼を見み詰つめながら、エレンはしばらく逡しゆん巡じゆんする様に無言でその場に立ちつくしていたが──ようやく何か意を決した様よう子すで、口を開いた。


「あ、あのっ……その……」


「立ってないで座すわったらどうだ？」


　レイオットは食事の手を止めて、エレンを振ふり返る。


「遠えん慮りよする事はない。元々ここはあんたの家だったんだろ？」


「…………すいま、せん」


　そう言ってエレンはレイオットの向かいに腰こしを下ろした。


「わ、私は……私は、私は……別に……」


　建物の中にさえ染しみ入ってくる冷たい空気に晒さらされながら──エレンの額ひたいには汗あせが浮ういている。追い詰められた者特有の重苦しい興こう奮ふんに息をやや荒あらげながら、エレンはたどたどしく言葉を繫つないでゆく──


「別に……あの人が憎にくかった訳じゃないんです……」


　そう言ってエレンは十年以上も前の出来事を語り始めた。





　　　　●　　　●　　　●





　ケルビーニの村は──かつて惨さん憺たんたる有あり様さまだったという。


〈イエルネフェルト事変〉。


　アルマデウス帝てい国こく全土に吹ふき荒あれた魔族の大量発生。


　無論──この悪夢の惨さん禍かを被こうむった土地はケルビーニの村だけではない。元々魔法士ソーサリスト人口の多かった帝都ロンバーグやその衛星都市であるトリスタン、ボーストといった大都会は、真っ先に大量の魔族によって蹂じゆう躙りんされた。魔法士が居いなかった田舎いなかの漁村や農村でさえ、移動してきた魔族によって深刻な被ひ害がいを受けた。中には魔族を排はい除じよする為の爆ばく撃げきに巻き込まれ、焼き払はらわれてしまった村さえある。


　だが。


　ケルビーニの村の悲劇は〈イエルネフェルト事変〉そのものが終しゆう了りようした後にむしろ際きわ立だっていた。


　元々この村は周囲に広い農地を持ち、近きん郊こうにも肥ひ沃よくな森林地帯が在あった事から、食料に関してはほぼ自給自足が可か能のうな状じよう態たいにあった。人口は千人余りだが、医者や工こう匠しようといった各種職業を営いとなむ者も一通り揃そろっており、かなり自己完結性の高い地方共同体を形成していたのである。


　だがその事はむしろ他の土地との繫つながりを薄うすめる結果となり、この村の閉へい鎖さ性せいを高める事となっていた。そしてそれが〈イエルネフェルト事変〉後の復ふつ興こうを、決定的に遅おくらせる原因となったのである。


　村人の半数近くが死し傷しようし、ケルビーニの村は共同体としての機能そのものを半なかば喪そう失しつしてしまった。自給自足どころか、農地や水源の管理さえまともにできない有様で、人々はただその日その日を生き延のびる事だけで精せい一いつ杯ぱいという状態が続いたのだ。


　完全に見える機構システム程ほど──実は脆もろい。


　交通の便が悪く、他の土地の輸送業者とも付き合いの無かったケルビーニの村は、満足に食料や生活必ひつ需じゆ品ひんを揃える事さえできなくなった。ただでさえ当時は物資が不足しており、名前さえ滅めつ多たに聞かない様な田舎村よりも、より馴な染じみのある街や村に業者達は物資を運んだ。村の者が自ら出向いて物資を求めた事もあったが、商業取引に慣なれぬ身では充じゆう分ぶんな交こう渉しようもできず、満足な量を持ち帰る事はできなかった。


　こうして──ケルビーニの村にかつてない程の過か酷こくな日々が訪おとずれたのである。


〈イエルネフェルト事変〉の後の数年間は、毎年数名とはいえ、餓が死し者しやさえ出たという。村長であるマクシミリアーノ・フェルナンデスの統とう率そつの下、辛かろうじて共同体としての体てい裁さいは整ととのえられていたものの、暴行や窃せつ盗とうは日にち常じよう茶さ飯はん事じ、衛生管理も杜ず撰さんとなり、マクシミリアーノもこの時期に息むす子こを病気で亡なくしている。餓死の数こそ少なかったが、栄養失調や流行病で体調を崩くずし、体力不足からそのまま回復できずに死亡した人間も少なくない。


　その後も一度狂くるってしまった歯車はなかなか元には戻もどらず、村は相当に長い期間、貧ひん困こんに喘あえいできた。


　だが……十五年前にそんな状じよう況きように変化が見えたのだという。





　一人の青年が村の状況を変えたのだ。


　その青年の名はダニエル・レジエーロ。トリスタンに出で稼かせぎに行っていた彼は、ある日突とつ然ぜん村に戻ってくると、豊富な知識と異常なまでの勘かんの良さで、村の復ふつ興こうに尽じん力りよくした。奇き矯きような言動もたまに目に付いたが、それでも彼の力が村の状態改善に相当な役割を果たした事は間ま違ちがいない。


　明日の天候を予測し、水すい脈みやくを掘ほり当て、放置されていた瓦が礫れきの底から貴重な物品を探さがし出し、多くの者が『助からない』と見放した怪け我が人にんや病人を治して見せた。


　その様よう子すはまるでホルスト教の語る奇き蹟せきの様であったという。


　しかし。


　村の復ふつ興こうが軌き道どうに乗り、次し第だいに余よ裕ゆうが出てくる様になると、村の人々はダニエルの功績よりもその奇矯な言動が気になってきた。


　そもそもどうして彼はほぼ百発百中で明日の天気を予言できるのか。どうして彼は専門知識を要する様な難むずかしい作物の栽さい培ばいについて、的確な指示が出せるのか。どうして彼は一日数時間、皆みなの前から姿を消して、村はずれの小屋に閉じ籠こもるのか。どうして彼はトリスタンでも滅めつ多たに手に入らない様な高価で希き少しような薬を手に入れてくる事ができるのか──


　更さらに決定的であったのは、ダニエルがコーネリアと恋こい仲なかになっていた事だ。


　病やまいで息子を亡くし、村長であるマクシミリアーノは、一人ひとり娘むすめのコーネリアを溺でき愛あいしていた。また村の統とう率そつ者しやとしての自分の地位を脅おびやかしかねないとして、マクシミリアーノは常つね々づねダニエル・レジエーロに警けい戒かい心しんと嫉しつ妬と心しんを抱いだいていたのだという。


　そんな彼が、二人の交こう際さいを許ゆるす筈はずも無かった。


　マクシミリアーノは、村人の間に芽生えた小さな感情──ダニエルへの不信感を巧こう妙みようにあおった。元々村長として大きな影えい響きよう力りよくを持っていたマクシミリアーノにとって、ダニエルに対する悪い噂うわさを助じよ長ちようするのは、至し極ごく簡単な事だった。


　感謝が畏い怖ふへ、そして畏怖が嫌けん悪おへと変化するのにそう時間はかからなかったという。


　それでもダニエルは献けん身しん的てきに村の復興に尽つくしていたというが、彼の孤こ立りつは深まる一方となっていった。


　そして。


　村人達からの疎そ外がい感かんが頂点に達した時……ダニエルは唯ゆい一いつの理解者であり恋こい人びとであったコーネリアを連れて村を出たのだ。


　しかしながら、これを許すマクシミリアーノではなかった。


　二人の駆け落ちに激げき怒どした彼は、すぐさま村の者に命じて二人を追つい跡せきさせた。ダニエルには誘ゆう拐かい犯はんの汚お名めいを着せ、抵てい抗こうすれば殺しても良いとまで言い切って。


　その後の事はレイオットも聞かされた通りだ。


　森の中で何があったのかは分からない。


　だが結局ダニエルは行方ゆくえ不明、追っ手として出ていった村人達は、残らず惨ざん殺さつされて森の中にうち捨てられ、追っ手が帰って来ない事を案じて森を捜そう索さくした者達が、精神に異常をきたしたコーネリアと、生まれたばかりのカペルテータを連れ帰ったのだ。


　しかし……娘の駆け落ちだけでも許し難がたかったマクシミリアーノが、ダニエルの、しかも魔族の子であるカペルテータを受け入れる筈はずがなかった。彼は即そく座ざに猟りよう銃じゆうを持ち出して、カペルテータを射殺しようとしたのだそうだ。


　それを必死に止めて幼おさない孫まごの命を救ったのはマクシミリアーノの妻である。


『どんな姿すがたで生まれようとこの子はコーネリアの産んだ孫なのだから』


　そう言って彼女はマクシミリアーノに懇こん願がんした。


〈イエルネフェルト事変〉後の過か酷こくな日々、共に助け合って苦労を乗り切ってきた妻が、涙なみだながらに訴うつたえる様さまにはマクシミリアーノも逆らえなかったらしく、何とかカペルテータは存命を許された。


　だがその代わりに彼女は屋や敷しきから出る事を禁じられ、死亡したものとして村人には報ほうじられた。その後十年あまり、このＣＳＡの少女の存そん在ざいを知っていたのは、マクシミリアーノとその妻、精神に異常をきたしたコーネリア、それに家政婦として働いていたエレン──この四名だけである。


「カペルテータを今になって『処しよ分ぶん』する気になったのは、奥おくさんが亡なくなったからか」


「……はい」


　レイオットの言葉にエレンが頷うなずく。


「後は……恐おそらく……第六次復興支し援えん費ひの予算案がもうすぐ帝てい国こく議会を通ると聞いています……その際さいに……このケルビーニの村が支援対象から外される様な恐おそれのあるものは……全すべて消してしまいたかったのでしょう……」


「……これまた何とも世せ知ち辛がらい話だな」


　うんざりした表ひよう情じようでレイオットは呟つぶやいた。


　魔族の噂うわさも、そしてあのＣＳＡの少女も──国からの支援金を獲かく得とくする為には邪じや魔まだという訳わけだ。


　いくら田舎いなかの村とはいえ、多額の復興支援金を給付する場合には事前調査として国から調査員が派は遣けんされてくる。そこでもしＣＳＡや魔族の事が調査員の耳に入れば、当然ながらケルビーニの村はその候補から外はずされてしまうだろう。


　三十年を経へた今でも〈イエルネフェルト事変〉の爪つめ痕あとは生々しくアルマデウス中に残っており、完全な復興を果たせない街や村も多い。予算が限かぎられている以上、その支援費の給付対象も限られ、その選出基準は『支援に相応ふさわしくない』とされる候補の削さく除じよによってなされる事になる。


　要は──『悪い噂でも立てば国から金がもらえない』という事だ。


「まあそれは分かったが──あんたが『許して』という事の説明はまだされていないな」


「……わ……私……」


　エレンが俯うつむく。


　エプロンの端はしを指が白くなる程ほどに強く握にぎりしめ──その言葉を吐はく事そのものが、激げき痛つうであるかの様に、彼女は唇くちびるの間から呻うめく様な声を絞しぼり出した。


「……私が……密告したんです」


「密告？」


　尋ね返すレイオットに、エレンは自分の膝ひざを見み詰つめたまま、小さく頷うなずいて見せた。


「コーネリア様と……ダニエルが駆け落ちするのを……私が旦だん那な様に……知らせたんです……もし私が……黙だまっていれば……二人はトリスタンまで逃にげ延のびる事ができた筈でした……私は、コーネリア様が屋敷から抜け出すのを、手て伝つだったんです……元々、同じ屋敷に居た私達は、幼おさななじみで……と…友達……でしたから……」


「……それを裏切った、と？」


　エレンが再ふたたび頷く。


「しかし──それは……」


「私は！」


　レイオットの言葉に覆おおい被かぶせるかの様に──初めて見せる烈はげしさでエレンは叫さけんだ。


「私はコーネリア様が、嫌きらいだったんです！」


「…………」


　レイオットが口をつぐむ。


　エレンは堰せきを切ったかの様に激しい口く調ちようでまくしたてた。その様さまはいつもおどおどしているだけの彼女とはまるで別人の様にも見える。


　いや──むしろそうした気の弱さ故ゆえにこそ、激情は発散される場を与あたえられずに心の奥おく底そこで溜たまり、圧力を増してきたのかもしれない。発作的に人を刺さすのは、多くの場合はこういう性格の人物である。


「どうせ村の人達からお聞きになっているでしょう!?　私は……旦那様の隠かくし子です……言ってみればコーネリア様の妹です……姉妹なんです、私達は……なのに、旦那様は私の事は愛してくださいませんでした！　旦那様だけじゃないです！　ダニエルを好きになったのはコーネリア様だけじゃありませんでした！　なのに、私は彼に選ばれませんでした……！」


　エレンが顔を上げる。


　レイオットに向ける彼女の表ひよう情じようは──まるで敵てきでも見るかの様に悽せい愴そうな雰ふん囲い気きを帯おびていた。恐おそらく彼女の眼めはレイオットなど見ていないのだろう。彼女の瞳ひとみには今も憎にくんで止やまない誰だれかの姿が映うつっているに違ちがいない。その『誰か』がコーネリアなのか、マクシミリアーノなのか、ダニエルなのか、それともエレン自身なのか──それは分からないが。


「旦那様は私を愛してくれませんでした。父も──表向きの父も私が自分の子でない事に気付いていましたから、私を毛け嫌ぎらいしていました……母は、旦那様の関心をつなぎ止める道具としてしか私を観みていませんでしたし、その効果がないと分かると、私を罵ののしる様になりました……その上ダニエルまで……姉妹なのに、姉妹なのに、彼女ばっかり──」


「だから──二人を？」


「………………はい」


　喚わめき散らす事で多少は気が済すんだのだろう。エレンは小さく呻うめく様な声で言った。


「結局……私は、何も手に入れられませんでした……」


　そう言ってエレンは笑った。


　自らを嘲あざける笑いだった。自らを嘲ちよう笑しようしながら彼女は泣いていた。


「私──抱だかれたんですよ、旦那様に──父親に！　でもそれでも……あの人は私を愛してなんかくれませんでした……あの人は今でも、地下に閉とじ込こめても、コーネリア様を愛して居るんです……コーネリア様だけを……むしろ、あの人は、喜んでいるのかもしれません……コーネリア様をああして独どく占せんしていられるのですから……」


　エレンはテーブルの上に突つっ伏ぷすと、喉のどを引きつらせて笑っているとも泣いているとも判はんじ難がたい声を上げて激しく身を震ふるわせた。


「…………」


　レイオットはため息をついた。


　救い様のない話だ。もう何もかも終わっている。悲劇と不幸は確定している。覆くつがえしようがない。なのに登場人物達は必死にもがいている。もがき続けている──


（しかし──）


　眼の前で本格的に声を上げて泣き始めたエレンを眺ながめつつ、レイオットは思う。


（この話の中にもロン・コルグの名前は出てこない。そして今いま更さらになって魔族が出現した訳わけも説明がつかない。まだ見えていない部分があるという事か……）


　初期の予想通りダニエルが魔族であるとすれば──その行動は、あるいはカペルテータとコーネリアを見守っていた、という事になるのかもしれない。


　魔族はその元になる人間の抱いだいていた情念に引きずられて行動する。


　大たい抵ていは欲望に従したがって動くが、もし魔族化の際さいにダニエルの胸中を占しめていたのが、コーネリアへの愛情と、彼女の未来への不安であったならば、魔族がそういう行動をとるという可か能のう性せいは否ひ定ていできない。もっとも、魔族が人間を護まもるなどと言う事例は、今までレイオットも聞いた事がないのだが。大抵の場合、魔族の欲求は強きよう烈れつな人間に対する殺さつ傷しよう衝しよう動どうとして噴ふん出しゆつする。


　しかし──


「私……私は……もう全部終わったと思ったのに……やっと、あの子が消えて……コーネリア様は狂くるったままで……全部終わったと……このまま忘れてゆけると……忘れられると思ったのに……どうして今更……」


　テーブルの上を涙なみだと涎よだれで濡ぬらしながら、エレンはひたすら虚うつろな自じ嘲ちようの笑いを続けていた。
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　何かの拍ひよう子しにふと想おもい出してしまう情景がある。


　まず想い出すのは雨の中に響ひびき渡わたる銃じゆう声せい。


　次に立ち止まる異い形ぎようの影かげ。


　そして最後に想い出すのは流れてゆく紅あかい血──


　色褪あせない記き憶おく。残ざん酷こくなほどに鮮せん烈れつな想い出。脳のう裏りで何度となく再さい現げんされる罪の情景が彼にあの日を忘れさせない。許されざる罪。誰よりもまず自分がその罪を許せない。


　恐きよう怖ふに負けた。


　生き延のびたいと思った。


　だから殺したのだ。命の恩人を。自分に全すべてを与あたえてくれた人を。


　何という浅ましい生き物だろう。


　何という卑いやしい存そん在ざいなのだろう。


　許せない。誰が許しても自分が許さない。こんな結末は許さない。


　卑いやしい罪人に罰ばつを。


　だから──
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「──まったく」


　呟つぶやいてレイオットは眼めを開いた。


　結局──昨夜から彼はろくに眠ねむっていなかった。


　レイオットが眠る筈はずだったベッドにはエレンが眠っている。泣き疲つかれて寝ねてしまった彼女をベッドに運んだのはレイオットだ。放ほうっておいても良かったのだが、風か邪ぜでも引かれたらかえって後々面めん倒どうが増えそうなので、とりあえずベッドに運び込こんでシーツをかけておいたのである。


　洗いざらいしゃべった上にさんざん泣いて疲れたせいか、激情をレイオットにぶつけたせいか……彼女は起きている時よりもずっと安らかな表ひよう情じようを浮うかべていた。


「『許して』──か」


　呟いてレイオットはベッド脇わきに置かれたソファから立ち上がる。やや不自然な体たい勢せいで長時間座すわっていたせいか、身体からだを伸のばすとあちこちが引きつる様な感覚があった。軽く身体を動かして関節の凝こりをほぐすと、レイオットはため息をつく。


　外はもう明るい。


　レイオットはいつもの蒼あおいコートを羽は織おると、部へ屋やを出て居間に向かった。


　テーブルの上には呪文書式板スペル・タグやスタッフの部品を放置したままだ。モールド・キャリアにそれらを積み直し、ダニエルの小屋に向かう前に一通りの準備を済すませておかねばならない。


　そんな事を思いつつ彼が居間に入ると──


「おはよう」


　先客が居た。


　まるで自分こそ部屋の主あるじとでも言わんばかりに、先客はくつろいだ姿し勢せいでテーブルについている。自分で淹いれたのか、誰かに淹れさせたのか、手には湯気をくゆらせる珈琲コーヒーのカップまで持っていた。


「…………」


　レイオットはその先客の顔をしばし無言で見み詰つめていたが──


「座ったら？」


　そう言われてレイオットはテーブルの下から椅い子すを引き出して腰こしを下ろす。


　彼の目の前に座っているのは、一人の美しい娘であった。


　少年の様な髪かみ型がたに猫ねこを思わせる瞳ひとみが、活動的な印象を与あたえている。美しいといってもそれは花の様に儚はかなく受動的なものではなく──獣の持つ能のう動どう的てきで力強い美しさだ。
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　フィリシス・ムーグ。


　レイオットと同じく戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストであり、相あい棒ぼうでもあった人物だ。しかもその力量はレイオットと同等か──あるいは彼を上回る。実家が裕ゆう福ふくでお嬢じよう様さま育ちであるにもかかわらず、趣しゆ味み的てきに危険な戦術魔法士業を営いとなんでいるという変わり者だ。


　実はレイオットはつい最近まで彼女と同どう棲せいしていた。


　いや──正しくは彼がフィリシスの屋や敷しきに居い候そうろうしていたのである。悪く言えばヒモの状態だ。もっとも居候を提案してきたのはフィリシスの方だが。


　通常、一人娘が得え体たいの知れない男と付き合い、挙あげ句くに家にその男を引っ張ぱり込こむなどというのは言ごん語ご道どう断だん、到とう底てい許ゆるし難がたい状じよう況きようの筈だ。だが海外を飛び回っている彼女の両親は年に二度か三度しか屋敷には戻もどらず、また娘に関しては放任主義を貫つらぬいているらしく──レイオットの事は多少なりとも聞き及およんでいる筈なのだが、特に何かを追つい及きゆうしてくる様よう子すもなかった。


　変人の親はやはり変人──レイオットはそんな風に考えていたが。


「なんつーか……相変わらず、やることなすこと、唐とう突とつだな」


「そうかな？」


　何の屈くつ託たくもなくフィリシスは笑った。


　いつもいつも猫ねこを思わせる娘である。猫の様にしなやかで、猫の様に美しく、猫の様に気まぐれで、猫の様に気高く、そして──猫の様に油ゆ断だんがならない。


「そもそもなんでお前がここに居る？」


「レイの事がね。忘れられないの……だから追いかけて来ちゃった」


「噓うそだろ」


「噓だよ」


　平然とフィリシスは言う。


　どうにもこの女戦術魔法士は、レイオットの事をからかって楽しもうとする悪い癖くせがある。同棲していたとはいっても、恋人や愛人と言うよりは面おも白しろい愛あい玩がん動物を一匹ぴき、身近に侍はべらしている様な感覚だったのかもしれない。


　相棒でもあったので、大まかな性格はレイオットも理解している積もりなのだが、最後の一線では何を考えているのかよく分からない部分がフィリシスにはあった。


「んー……やっぱり、自力で生きていけるかどうか確認しないで放すのって無責任かな、とか思ってね」


　……やはり動物扱あつかいらしい。


「どうして俺が此こ処こにいると知ったんだ？」


「なんだかんだ言ってレイって世間知らずだから。どうせ仕事とるならサリアルのところからだろうな──とか思ってたんだよね。あ、サリアルって顔広いけど、結構お金積まれたら口が軽くなるから気を付けた方がいいよ」


「……」


　憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようでレイオットはスタッフの部品をかき集める。


「で……来てみたらなんだか面白そうな事になってるし。十一年前の亡ぼう霊れい、よみがえった魔族だって？」


「誰に聞いた？」


「村の人間二人と──それからこの屋や敷しきのおじさん」


　けろりとした口く調ちようでフィリシスは言った。


　どうやら既すでにマクシミリアーノには会っているらしい。元々目め端はしの利きく娘むすめなのだが、こういう事は本当に素す早ばやい。あのマクシミリアーノからどうやって話を聞き出したのか、少し気にはなったが、敢あえてレイオットは聞かずにおいた。


　世の中には要よう領りようの良い人間や天才肌はだの人間というものが居る。そしてそういう連中と比ひ較かくすると、不器用な自分はひたすら損をしている様な気になって、意味もなく虚むなしくなってくるのだ。


「今日これから調査に行くんだって？　そのダニエルとかいう……魔族になったらしい人物の住んでた場所に」


「その予定だが──まさかついてくる気か？」


　レイオットは眉まゆをひそめて尋たずね返す。


「当然。こんなに面おも白しろそうな事件ケース、独ひとり占じめする気？」


「いや……手伝ってくれるのなら、断ことわる理由はない……が」


　レイオットはやや困こん惑わくの表情を浮かべて言った。


　いい加か減げん、フィリシスの唐とう突とつな言動にいちいち驚おどろく事はなくなったが──彼女と一いつ緒しよに行動していると、どうしても振り回されてしまう感は否いなめない。


　それに──


「……不満そうだね、なんか」


「いや。そういうわけではないが」


　しばし考えてから、レイオットはため息混じりに言った。


「──好きにしてくれ」


「うん。まあ最初からそうするつもりだけどね」


　悪びれた様子もなく、フィリシスはそう言って笑った。
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　ダニエルの小屋にはフィリシスのモールド・キャリアで行く事になった。


　彼女のモールド・キャリアは大型トレーラーで、レイオットのものに比べると、小回り、あるいは荒あれ地や森の中での走破性は著いちじるしく劣おとるが、さすがにレイオットのモールド・キャリアで四人の人間と二基のモールド移送用架か台だいを運ぶのは無理だったからだ。


　森の中とはいえ、何とか問題のダニエルが住んでいた小屋まではトレーラーが通れる程度の道が通っているという。


　ちなみに──フィリシスのモールド・キャリアは、彼女の助手が運転している。


　レイオット達はモールドを積んである貨物室の中に揃そろって乗っていた。レイオットのモールド・キャリアと異ことなり、元々貨物室の広さにはかなり余よ裕ゆうのある構造になっているが、さすがに備え付けてある折り畳たたみ式の予備シートを全部下ろして座すわると、手て狭ぜまな感じは否いなめない。


「あの……」


　エレンが困こん惑わくの表ひよう情じようで隣となりのシートに座すわっているフィリシスを観みた。


　無理もない。呼よびもしないのに、朝起きたらいきなり戦術魔法士が一人増えた──となれば、戸と惑まどうのも当然である。


　ちなみに座席はエレン、フィリシスが並び、その対面にレイオットとカペルテータが座すわっている。カペルテータが当然の如き様よう子すでレイオットの側そばに居た事と、エレンがカペルテータの隣となりに座るのを嫌いやがる様子が窺うかがえたので、こういう席の配置になった訳わけだが──


「ん──私？」


　自分を指さしてフィリシスは首を傾かしげた。


「私はスタインバーグ魔法士の相棒。ちょっと用事でこっちに来るのが遅おくれてね」


「え？　そ──そうなんですか？」


　エレンはレイオットを振ふり返るが──レイオットは苦笑を浮かべたまま肯こう定ていも否ひ定ていもしない。代わりにフィリシスが自分で頷うなずいて見せた。


「そうそう」


「でも──仲ちゆう介かい屋やの人は、単独の戦術魔法士だと──」


「ああ、サリアルでしょ。よくボケるんだ、あのおっさん。そろそろ引いん退たいかな？」


　勝手な事を言ってごまかすフィリシス。


　無む茶ちや苦く茶ちやな言い訳だが、実のところフィリシスはレイオットよりも余よ程ほどまともな戦術魔法士で、助手も居る上、その装備の類たぐいも、いかにもそれらしい。どちらかが戦術魔法士を騙かたる詐さ欺ぎ師しであると仮か定ていした上で、どちらがその偽にせ者ものかと問われれば、まず間ま違ちがいなく十人が十人レイオットを指さすだろう。


　まあ実じつ際さいにレイオットは法的には魔法士資格のない、偽物である訳だが──何にしても元々レイオットがやたらに胡う散さん臭くさい為、対比上、フィリシスの言動が妙みように説得力を帯おびてしまうのである。


「……」


　エレンはなおも困惑顔でフィリシスをしばし眺ながめていたが──何か決心をしたらしく、何ど処こか表情を力りきませてレイオットを振り返った。


「スタインバーグさん。一つお願いが……あるんです」


「なんだ？」


「この一件が終わったら……私をトリスタンに連れて行ってもらえませんか」


「……なんだ、いきなり」


　突とつ然ぜんの申し出に、レイオットは苦く笑しようを浮うかべるが──エレンはひどく思い詰つめたかの様な表情で言葉を続ける。


「もうこの村と縁えんを切りたいんです。人生をやり直したいんです。だから──」


「その気になれば村を出るのは簡単だろう。俺おれに頼たのまなくても」


「……それは、そうですけど」


　言ってエレンは目を伏ふせる。


　村を出ると決めても自分から行動を起こすだけの気力が出せないらしい。


　もっとも人間の性格や癖くせがちょっとやそっとで変わるようなら誰も苦労はすまいが。


　レイオットは短くため息をついて言った。


「まあ……考えておくよ」


「……お願いします」


　そんな会話を交かわしていた時──


「──レイオット」


　カペルテータがレイオットの服の袖そでを摑つかんで引いた。


　どうやら先さき程ほどから呼よびかけていたらしい。トレーラーの走行音と会話に紛まぎれてレイオットが気付いていなかったのだ。


「どうした？」


「父様の感じが。二つ」


「……!!　どっちの方向だ？」


　レイオットが眉まゆをひそめてそう尋たずねた瞬しゆん間かん。


　轟ごう音おん。


「──!!」


　まるで遠えん雷らいの様に低い音が森の空気を震ふるわせて伝わってきた。


　常人にはそれは、ただの爆ばく音おんと聞こえたろう。少なくとも遠く離はなれて著いちじるしく減げん衰すいした音から、その原因を特定したりはできない筈はずだ。


　だが、レイオットと──そしてフィリシスは即そく座ざにその爆音の源みなもとが何なのか気付いていた。〈ブラスト〉に代表される様な、魔ま法ほうによる爆破は、一種独特の響ひびきを伴ともなうのだ。一時的に因いん果が律りつを歪ゆがめられた空間では、音の伝わり方に微び妙みような差が出る。


「かなり大きいね。十一時の方向だと思うけど」


　舌なめずりしそうな表情でフィリシスが言う。


　相手の魔族が手て強ごわければ手強いほどに、血みどろの戦いを期待して燃える──そんなある意味で異常な性質がこの娘にはある。そしてそれが彼女の強さを支ささえ、若くして超ちよう一流と呼ばしめる理由の一つとなっていた。


　森の奥おく。ダニエルの小屋がある筈だ。


　そこで一体──何が起こっているのか。


「ファーゴ。車停とめて」


『承しよう知ちいたしました』


　フィリシスの命令に伝声管を伝わる助手の声が慇いん懃ぎんに答える。


　次の瞬間、モールド・キャリアが停てい車しやする。慣かん性せいを感じさせない滑なめらかな動きは、助手の持つ運転技術の高さを示しめしていた。ただ速く走らせる事よりも、余よ計けいな衝しよう撃げきや振しん動どうを抑おさえ、地を滑すべる様に走らせる事の方が遥はるかに難しい。


「さて──通常装備で倒たおせればいいがな」


　レイオットは、立ち上がってモールドの移送用架か台だいの前に立った。


「二次セカンダリ・拘束レストリクト・図版パターンは？」


　自らもシートから腰こしを浮うかせながらフィリシスが尋たずねる。


「この際さいだ、俺は省しよう略りやくする」


　レイオットはそう言って移送用架台の安全装置を外はずしてゆく。


　モールドを素す早ばやく、確実に装着する為ため、移送用架台の可動部分にはかなり強力な発バ条ネが用いられている。下へ手たに手や頭を巻き込まれたら、それだけで大おお怪け我がをする事になるだろう。この為、誤作動による事故を防ぐべく、総計十か所近い安全装置が設けられているのである。


「前から思ってたんだけど。そういう大おお雑ざつ把ぱさはいつか大ポカを招くよ」


　自分の移送用架台に歩み寄りながらフィリシスが言う。


「ほっとけ」


　言ってレイオットは上着を脱ぬぎ──


「……他人の裸ら体たいに興味がなけりゃ、外に出ていた方がいいぞ」


　何事が始まるのかと、レイオットの方を向いていたエレンとカペルテータに、彼はそう言い、苦く笑しようして見せた。
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　轟ごう々ごうと燃え盛さかる火柱の傍かたわらで──ロン・コルグは顔をしかめていた。


　森に生える樹じゆ木もくの一本が突とつ如じよとして爆発したのである。その上半分は一瞬にして吹ふき飛んだが、残った根本側はそれ自体が巨きよ大だいな松たい明まつと化して炎えん上じようし、周囲に火の粉こを撒まき散らしていた。


　常人ならば──いや、人間ならば一いつ瞬しゆんたりとてその側そばに留とどまってなど居れないだろう。だがしかめ面つらにこそなってはいるが、ロンは平然とその火炎の側に立っている。


「やはり、早々に引いん導どうを渡わたすべきであったな……」




[image: ]


　観察力のある者ならば気付いたろう。


　撒き散らされる火の粉がロンに届いていない。彼に触ふれる直前で、まるで幻まぼろしであったかの様に消えてしまうのだ。


　ロンが居るのは、森の中でもわずかに小高い丘きゆう上じようの地形を呈ていしている場所だ。比ひ較かく的てき木々の生え方がまばらで、ほぼ円形に広場の様な状じよう態たいになっている。そしてその広場の端はしには、明らかに廃はい棄きされて久しいと分かる粗そ末まつな小屋が一軒けん、建っていた。


　言うまでもなく、それが問題の、ダニエル・レジエーロの住んでいた小屋だ。


　そして更さらに──


「貴き様さまを元に戻もどせないまでも、こちら側に引き上げる事はできるのではないか──そう想おもってここまで来てしまった。この私もまだまだ未熟という事か」


　ロンの前に立つ大おお柄がらな影かげ。


　それはあの紅あかい眼めの魔族であった。


　血の如ごとき真しん紅くの髪かみを振ふり乱し、鎧よろいじみた甲こう羅らとも皮ひ膚ふともつかぬものに包まれた異い形ぎようの姿すがた。やはり硬こう質しつの仮か面めんは表ひよう情じようを刻む事もなく、ただ四つの紅眼がぎろりと妙みように生々しい様よう子すでロンを睨にらみ据すえていた。


　──ほおおおおおおおおおっ


　魔族が吼ほえる。


　それは物理的にはただの咆ほう吼こうではあったろう。高々とひしり上げる笛ふえの様な声。音程や声量といった部分だけを論じれば……それは美しいとさえ言えたかもしれない。


　だが。


　──殺される。


　この咆吼に晒さらされれば誰もがそう想おもうに違ちがいない。命ある存も在のならば全身を刺さし貫つらぬく様な危き機き感かんを感じずにはおれないだろう──まるで自らに向かって迫せまり来る爆ばく炎えんを見ているかの様に。絶対的な破は壊かい力りよくの象しよう徴ちように為なす術すべもなく向かい合っているかの様に。


　それほどまでにその声には──声の裏側には濃のう密みつな狂きよう気きと殺気が渦うず巻まいていた。


　──ほおおおおおおおおおおおおっ!!


「最も早はや……私が誰かも分からぬか──」


　ロンの沈ちん鬱うつな声がそう応おうじる。


「元より我等の技わざは戦いには向いてはおらん……」


　ロンは杖つえを地面に突つき刺さし、握にぎりを持つ手を軽くひねった。


　杖の一部が割れ、その間から白はく刃じんが姿すがたを現す。鞘さやの先せん端たんを地面にめり込こませて直立させたまま、ゆっくりとロンは右手だけを上に上げ、仕込み杖づえの刃やいばを抜ぬき放った。


「私の今の力で貴き様さまを殺しきる事ができるかどうかも実は、怪あやしい。その意味ではあのドーベルンの弟で子しに期待してもおったが──やはり元はといえば私の不ふ始し末まつ。他ひ人と任まかせにするのは問題があろう。差し違ちがえてでも貴様を消す」


　そう言ってロンは仕込み杖を構かまえて前に出る。


　その時──


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!


　魔族が更さらに高々と吼ほえる。


　同時にその身を包んでいた『歌』も高まりを見せ、それは相そう互ごに絡からみ合って奇き妙みような轟ごう音おんとなった。


　るろおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──……！


「──む？」


　ずるり。


　まさしくそんな音が聞こえてきそうな動きで──地面が、動いた。


　魔族の周囲、直径五メルトル程ほどの地面が、突とつ然ぜん液えき状じよう化かしたかの様にその堅けん牢ろうさを失い、意志持つ生物であるかの様に魔族の身体からだに絡からみついてゆく。


　しかも──それと同時に、その身を丸ごと包むかの様な、半はん透とう明めいの大きな球体が出現し、その中で幾いく重えもの光の輪が魔族を包み込む様に回転していた。


　恒常魔力圏コンスタント・ドメイン。


　本来ならばそれは無色透とう明めいでその存そん在ざいを視し認にんする事はできない。それが視認できる程の活性化を示すという事はつまり──


　ぞわりと魔族の紅あかい髪かみが伸のびる。


　同時にその長さに釣つり合うほどの巨きよ体たいへとその肉体が成長してゆく。今まではせいぜいが身長二メルトル強といった大きさであったものが、見る間に絡からみついた土ど砂しやを血ち肉にくと成して倍以上の巨きよ軀くへと変化していた。


　同時に──その表面がより単たん純じゆん化かされ、滑なめらかに変化してゆく。


　通常、その等級の高い魔族であればあるほど、自らの肉体──魔力圏ドメインを制せい御ぎよする事に特化し、制御が効こう率りつ化かされ、思考に余よ計けいな『雑音』が混じらなくなってゆく。その結果として魔族の肉体は、より単純な形に変化してゆくのだ。


　逆に、成り立てである魔族や、そもそも魔力圏を統合制せい御ぎよする意識に余計な夾きよう雑ざつ物ぶつの多い魔族──要するに『自己制せい御ぎよの才能のない』魔族は、どうしても意味もなく奇き怪かいで統一性のない形状になってしまう事が多い。


　つまり。


　より単純で巨大な形状になったという事は、その魔族が自己制御の才能があるという事であり──


「……〈魔王ルシフエル〉を目指すというのか？　そうはさせん──」


　ロンは素す早ばやく仕込み杖を振ふって左ひだり掌てを剣けん身しんを磨みがくかの様に滑すべらせる。


　淡あわい発光を始めたその剣を構かまえて──ロンは跳ちよう躍やくした。


　その高さ、実に八メルトル。


　断じて人間に──ましてや老人に可能な高さではない。走り高たか跳とびの世界選手でさえなし得ない跳ちよう躍やくを、この老人は助走もなしにしてのけたのである。


「覚かく悟ごっ!!」


　剣を振ふりかぶりながらロンが叫さけぶ。


　──ほおうっ!!


　応じるように魔族が叫び、次々と空中に火球が発生。それらはロンの肉体を焼き尽つくさんと次々に襲おそいかかってくるが、ロンはそれをものともせず──炎を身にまとったまま落下の勢いきおいに乗のせて剣を振り下ろす。


「──疾ジヤイ！」


　だが──


「ぬっ──!?」


　刃は空くうを切った。


　いや──魔族の身体からだを素す通どおりしたのだ。自分が斬きり付けたのが残像だと知った瞬しゆん間かん、ロンは空中で一回転、何かを受け止めるかの様な姿勢で仕込み杖をかざした。


　──ほあおうっ！


　巨大な平手と共に繰くり出される魔族の一いつ喝かつ。


　その手はロンに触ふれもしなかったが──次の瞬間、ロンの身体は、見えない鉄てつ槌ついに叩たたかれたかの様に吹ふっ飛んで、地面に叩き付けられた。それだけでは勢いが死ななかったのか、ロンの小こ柄がらな身体は炎上したまま二度、三度と地面の上を鞠まりの様に跳はね、近くに生えていた樹じゆ木もくの一本に激げき突とつした。


　更さらに──


　──ほおおおおっ、ほおおおあああっ!!


　魔族の吼ほえ声と同時に光の球が幾いくつも発生し、続けざまにロン目め掛がけて撃うち込こまれる。虚こ空くうに亀き裂れつの様な稲いな妻ずまを撒まき散らしながら、その光の球──プラズマ球はぐったりとしたロンとその周囲の地面に命中し、爆ばく裂れつ。


　轟ごう音おんと共に土砂が舞まい上がり、青白い蛇へびの様な電光が周囲をのたくった。


　凄すさまじい破は壊かい力りよくである。戦車の主しゆ砲ほう、いや戦せん艦かんの主砲もこの攻こう撃げきの前では石いし礫つぶてを投げるのと大差あるまい。ロンの周囲の物質は、樹木であれ土砂であれ、これ以上はないという段階にまで砕くだかれ、焼かれて、爆ばく風ふうに舞い上がった。


　だめ押おしである。


　どう考えても普ふ通つうの人間であれば、最初に炎上した時点で死んでいる。更さらに全身の骨が砕くだけるほどの勢いで地面に叩き付けられ、その上からプラズマ球を大量に叩き込まれ……常人ならば最低でも十回は死んでいる状じよう況きようだ。


　しかし──


「む……く……」


　そう呻うめきながら、ロンは爆ばく煙えんの塊かたまりからやや離はなれた場所に立っていた。


　一体、どの様な移動を行ったのか……どう考えても回かい避ひ不ふ可か能のうな攻こう撃げきを受けながら、見た目の変化といえば、身に纏まとっているインバネスが多少破やぶれ、あるいは焦こげているだけである。もっとも、見えないところには相当な痛いた手でを負っているのか、その表ひよう情じようはやはり辛つらそうにしかめられていた。


　──ほおおっ!!


　叫びながら魔族はとどめを刺さそうとその巨きよ体たいをロンに向き直らせる。


　その時──


　森の木々の間から飛び出す物体が在あった。


　炎ほのおと煙けむりの尾おを長々と引いて、それは魔族に向けて飛ひ翔しようし──


　爆ばく音おん。


　銃じゆう撃げきなどとは比ひ較かくにならない程ほどの強きよう烈れつな火か炎えんと衝しよう撃げきが、魔族の頭部に炸さく裂れつした。


　──ほるうううおおおおおおおおおおおっ!?


　叫びながら魔族の巨体がよろめく。


　陸軍の関係者でも居ればその魔族の頭部に撃うち込まれたものの正体を即そく座ざに悟さとったであろう。最近、命中精度、破壊力共に向上し、重機関砲ほうや対戦車ライフルに代わって対たい装そう甲こう目標用攻撃手段として浸しん透とうしつつある兵器──バズーカ砲である。


　銃弾に比べれば速度こそ遥はるかに遅おそいが、その頭部に仕込まれた成形炸さく薬やくは、年々厚くなってきた戦車の装甲をも容易たやすく引き裂さく。無む論ろん、人間などが喰くらったら一いつ瞬しゆんで肉片の状態にまで粉ふん砕さいされてしまうだろう。


　だが──魔族はただよろめいただけだった。


　火炎と白はく煙えんはすぐに吹ふき散らされ、砲ほう弾だんの直撃した頭部が剝むき出しになる。そこには爆発前と寸分違たがわぬ状態の魔族の顔が在った。鋼こう鉄てつの装そう甲こうをも打ち破るその破壊力をまともに浴あびて──傷一つもついていない。


　もっともこれは対魔族戦においては当然の結果ではあった。


　通常、魔族に物理攻撃は通用しない。それは銃でも刃は物ものでも爆弾でも同じだ。恒常魔力圏コンスタントドメインを持つ中級以上の魔族は、人類の保有する殆ほとんどの武器を無効化する力を持っているからだ。それが銃弾であれ刃であれ爆炎であれ、瞬しゆん時じに反はん応のうした恒常魔力圏が、内臓や骨、そして脳に達する前に攻撃を停とめてしまう。


　例外は燃料気化爆弾に代表される、超ちよう大型爆弾の直撃──つまりは魔力圏の処しよ理り限げん界かいを超こえる力を叩たたき付ける事だが、これは周辺地域への被ひ害がいがあまりに大きい為ため、滅めつ多たな事で使われる戦法ではない。


　ちなみに──魔族がよろめいたのは、負ふ傷しよう故ゆえ、というよりも──単に予想外の方向から攻撃が来た為に、驚おどろいたというだけの事だろう。その注意力と魔力圏の殆どを、意識的に眼前のロンへと集中させていた魔族は、砲弾の直撃をまともに喰くらい──傷つきこそしなかったものの、姿し勢せいを崩くずしたのだ。


「うーん。やっぱ効きかないか」


　そう言いながら魔族の側方から姿すがたを現したのは、白銀と紫むらさきに彩いろどられたタクティカル・モールドであった。


　モールドというものには総じて厳いかつい雰ふん囲い気きがあるが、この白銀と紫のタクティカル・モールドには何ど処こか他のモールドに比べると細身で優美な印象がある。注意深い者が見れば、その中身が女性であるという事に気がつくだろう。男と女ではその骨こつ格かくに差がある為、胸や腰こしの膨ふくらみを除のぞいても、微び妙みようにその輪りん郭かくに違ちがいが出る。


　もっとも背中に長大なスタッフを背負い、片手にバズーカ砲の発はつ射しや筒とうを携たずさえたその戦術タクテイカル魔法士ソーサリストの姿には、凜り々りしさや勇ゆう猛もうさこそあっても、女性的な弱々しさは微み塵じんも感じられないが。


　そして──


「──あの攻撃でその程度か。いい加減頑がん丈じようだな、あんたも」


　そう言ってロンの背後──森の木々の間から、長大なスタッフを携えたもう一体のタクティカル・モールドが姿を現す。


　まるで先のタクティカル・モールドとは対ついになるかの様に、黒い表面塗と装そうをされたその魔法士の鎧よろいを見て──ロンは苦く笑しようめいた表ひよう情じようを浮うかべた。


「少々コツがあってな」


「今度俺おれにも教えてくれ」


　そう言う声は──言うまでもなくレイオットのものである。


「ところであの女は──」


　そう言ってロンが視線を送るのは、言うまでもなくバズーカ砲ほうを携えた白銀と紫むらさきのタクティカル・モールドである。


「ああ、俺の元相あい棒ぼうだよ。安心しろ、俺よりもずっと正統派で腕うでも立つ。伯爵カウント級程度なら俺の出番はないだろ」


　その声が聞こえているのかいないのか──フィリシスはひょいと気安い動きで空になった発はつ射しや筒とうを投げ捨てて、背中に手を回した。


「折せつ角かく、無理言って手に入れたんだから、もうちょっと効きいてくれても良さそうなもんだけど──まあ中級魔族相手ならしょうがないかな」


　金属音と共に背中に固定されていたスタッフがフィリシスの手に移る。


　大の男でも持て余しそうなその長大な魔法装置を軽々と扱あつかい、フィリシスはその先せん端たんを巨きよ大だいな魔族に向けて構えた。


　続く動きでスタッフを操作。疑似詠唱端子キヤスターが呪文書式板スペル・タグの上をなぞり、基き礎そ級きゆう魔法一回分の呪じゆ文もんを無音詠唱ダムキヤストする。


　──ほおおおおおっ！


　魔族が吼ほえた。


　この異常生物の内心など常識的な感覚で推おし量はかれる筈はずもないのだが、誰だれもがその声を耳にすれば感じるだろう──この紅あかい眼めの魔族が、警けい戒かいし、そしてまた怒おこっているのだと。


　恐おそらく虚数界面アストラル・サイドに構築された魔力回路の存そん在ざいを察さつ知ちしているのだろう。


　魔族を正面から滅ほろぼせるのは、その不死身性を支ささえる魔法だけである。そして魔族ならぬ身でその魔法を使えるのは、鋼こう鉄てつの鎧よろいに自らを封ふうじ込こめた魔法士のみ。


　魔族はフィリシスを敵てきと認めたのだろう。


「──イグジスト！」


　鋭するどい叫さけびと共に爆ばく裂れつが魔族の額ひたいに炸さく裂れつする。


〈ブラスト〉──第一の劫ごう火か。


　砲ほう弾だんのそれをも上回る爆ばく風ふうと熱波が冬の空に広がった。


　──ほおおおっ!?


　ぐらりとよろめく魔族。


　魔力を編あみ込こまれた攻こう撃げきは、単なる物理的攻撃と異なり、恒常魔力圏コンスタント・ドメインを突とつ破ぱし得うる。迫はく撃げき砲ほうにも相当する一撃をその顔面に食くらった魔族は、バズーカ砲の直撃よりも遥はるかに大きくよろめき──


「──イグジスト！」


　更さらに〈ブラスト〉の一撃。


　魔族の横手へと回り込んで走りながら無音詠唱ダムキヤストし、更にフィリシスは〈ブラスト〉を撃うち込んだのだ。


　ちん！──と音をたててフィリシスのモールド〈フォルテシス〉の胸むな元もとから拘こう束そく端たん子しが弾け飛ぶ。それが地面に落ちる前に既に彼女は大きく移動し、魔族の背後へと回り込んでいた。


　最初の一撃で顔面を抉えぐられ、その感覚器の殆ほとんどを破は壊かいされている魔族は、彼女の動きを追う事がない。無む論ろん、強力な恒常魔力圏により、即そく座ざに修復は始まるのだが──


「──イグジスト！」


　更に一撃。


　フィリシスの連打する〈ブラスト〉の魔法が、魔族の頭部を削けずり取ってゆく。


　大たい抵ていの場合、生物は攻撃に対して反射行動をとってしまう。何かが飛んでくればその方向に対して身み構がまえるし、痛みを感じれば身を竦すくませ、あるいは硬かたくしてそれに耐たえる。そしてそれが魔族の場合、恒常魔力圏の偏へん重ちようという形で発生するのだ。


　正面から攻撃を受ければつい正面に身構える。


　更にそこへ横から攻撃を受ければ、普ふ通つうに恒常魔力圏を発生している状じよう態たいより手て薄うすになった部分へ、より深く魔法攻撃が食い込んでゆく事になる。


　──ぼおっ……おおっ……おおおおっ……


　魔族が暴れる。


　その巨きよ体たいからは信じられない程ほどの速さで跳ちよう躍やくし、両手を振ふり回し、そして雷らい球きゆうをばらまくが、フィリシスの動きの方が速い。


　それまでは頭部に集中していた攻撃であるが、四発目の〈ブラスト〉はその右足首に炸さく裂れつした。爆炎が魔族の足下に発生し、肉片と骨片の混じった粘ねばっこい鮮せん血けつがびしゃりと地面にぶちまけられる。


　魔族は平へい衡こうを失い、今度こそよろめいて──地に伏ふせた。


　無論、その隙すきを逃にがすフィリシスではない。


「我・法を破り・理ことわりを越こえ・破は壊かいの意志をここに示しめす者なり──」


　補助呪じゆ文もん詠唱。


　既すでに構成されている基き礎そ呪文の上に載のせる補助呪文は、比ひ較かく的てき、魔力回路の構成が単純なものが多く、口頭での詠えい唱しようにも雑ざつ念ねんが入りにくい。この為、殆ほとんどの魔法士ソーサリストが補助呪文は口頭詠唱し、基礎級呪文の呪文書式板スペル・タグの種類を多くスタッフに装そう塡てんしているのだ。


　スタッフ前方の空間に紅あかい紋もん様ようの円えん陣じんが発生する。


　より高度な呪文の際さいに生じる魔法陣の──魔力回路の影かげである。超ちよう高こう率りつ稼か働どうする魔力回路から漏もれ落ちる魔力が、撃発音声トリガー・ヴオイスによる転てん換かんを待たずして、現実事象に影えい響きようを与あたえているのだ。


　そして。


「──〈マグナブラスト〉、イグジスト！」


　高々と宣言するフィリシス。


　次の瞬しゆん間かんそれまでとは比較にならない程ほど、強きよう烈れつな爆ばく音おんが森を揺ゆるがした。


　炸さく裂れつした〈第二の劫火〉は容よう赦しやなくその爆発力と火か炎えんで魔族の頭部を吹ふき飛ばし、それのみならず、両りよう肩かたの間を大きく抉えぐった上で残る胴どう体たいを焼き焦こがした。


〈ブラスト〉の上位魔法〈マグナブラスト〉。魔法士やそのモールドによっても差は出るが、その威い力りよくは〈ブラスト〉の数倍から十数倍、一撃で重戦車をも破は壊かいする。戦術魔法士達が使う魔法の中でも特に高威力を誇ほこる攻撃魔法であった。


　爆風に周囲の木々が揺ゆれる。


　熱波と衝しよう撃げきはレイオット達の所にも届き、彼は爆風に飛ばされてきてモールド表面にぶつかる小石や砂の音を感じていた。もう少し近くに居たら、モールドの中とはいえ、目も開けていられなかったろう。


「──こんなもんかな」


　ひょいとスタッフを肩に担かつぎ、そう言うフィリシス。


　通常は二人一組でかかってようやく倒たおせると言われる中級魔族を、たった一人で倒しておきながら──特にその勝利に興奮している様よう子すもない。トリスタン市は勿もち論ろん、アルマデウス帝てい国こく全体で見ても、屈くつ指しの実力を誇る彼女にとって、最も早はや勝利は当然の有様であるのだろう。


　魔族はまるで頭から胸元までを巨きよ大だいな顎あごに食いちぎられたかの様に抉られ、地面に倒れていた。身体からだも最早あちこちで炭たん化かしており──最早、生死を論じるのも愚おろかしい様な状じよう態たいになっている。


「元々は俺おれの仕事だったんだがな」


　憮ぶ然ぜんとした口く調ちようでそう言うレイオット。


「幾いくつか分からない事が残ったままだが──まあそれはこの爺じいさんに聞いた方が早そうだな。どうせ魔族に事情を聞く訳わけにもいかんし」


「おや。レイが他人の事情に興味を持つなんて珍めずらしいね」


「他人の事情なんてどうでもいいがな。やはり踊おどらされるのは──」


　言いながらレイオットはスタッフを降ろし、フィリシスも緊きん張ちよう感かんのない歩調でレイオット達の方へ歩いてくる。


　だが──


「戯たわけ者もの共どもが！　油ゆ断だんするな！」


　二人の会話を遮さえぎったのは、ロンの怒ど声せいだった。


「──!?」


　愕がく然ぜんと振ふり返るフィリシス。


　彼女の視し線せんの先で、ぞわりと魔族の屍しかばねが──屍である筈はずの肉体が蠢うごめいた。


「まさかあの状態から──復元!?」


　彼女の叫さけびを証しようするかの様に、破は壊かい面めんの肉が次々と盛り上がり、ぶくぶくと泡あわ噴ぶく様にして体積を増ふやしてゆく。ばらばらと炭化した表皮がはがれ落ち、その内側からは新たな傷一つない表皮がさらけ出され、魔族の巨きよ体たいは、わずか瞬まばたき数回の間にほぼ元の状態を取り戻もどしていた。


　再生などという生なま易やさしい現象ではない。破壊され消失した部分を強制的にかつての状態に戻す文字通りの『復元』である。局所的な時間の逆行と言っても良かろう。


「くっ──！」


　レイオット達の方へと跳ちよう躍やくするフィリシス。


　彼女が一いつ瞬しゆん前まで居た空間。そこに、突とつ如じよとして激しい爆ばく発はつが発生し、地面を大きく抉えぐった。それこそ僅わずかにでも身をかわすのが遅おくれていれば、彼女はもろに爆発を浴あびて即そく死ししていたろう。タクティカル・モールドには無む論ろん、多少の防ぼう御ぎよ性せい能のうも備そなわってはいるが、火炎を完全に遮しや蔽へいする程の防熱性や、至近距きよ離りでの爆発を相そう殺さいできる程の衝撃吸収機能はさすがにない。


「──イグジスト！」


　レイオットが〈デフィレイド〉を発動させる。


　ロンや自分達の側へと跳躍してきたフィリシスをも覆おおう様に、一定面積の防御面を発生させる。爆ばく裂れつの勢いきおいで炎ほのおをまとった石いし礫つぶてがまるで弾だん丸がんの様に降ふり注そそぎ、半はん透とう明めいの力場平面に当たって跳はね返された。


「確かに頭を──」


　さすがのフィリシスも驚おどろいた様よう子すでそう呟つぶやく。


　言葉通り、確かに彼女は魔族の頭部を吹き飛ばした。通常、魔族は脳のうの半分以上を損そん壊かいすれば、自己復元ができずに死亡する。その理り屈くつでいけば、明らかにあの魔族は死んでいてしかるべきなのだが──


「くっ──」


　レイオットが呻うめく。


　爆裂は一度だけではなく、次々に発生してレイオットの保持する〈デフィレイド〉を圧あつ迫ぱくした。基本的に魔法は効果時間が短いものが多いが、その時間を延ばそうとすると、その反動は使用する魔法士の側がわに来る。


　力場平面が辛かろうじてくい止めてはいるが、最早、その向こうは炎と衝撃と土ど砂しやが荒あれ狂くるって一メルトル先も見えない状態である。


　ぢん──と音をたてて、〈スフォルテンド〉の胸から拘こう束そく端たん子しが一つ、弾はじけ飛んだ。


　無理に〈デフィレイド〉を維持している為ため、新規に魔法を発動させた訳わけでもないのに、拘こう束そくが一つ分緩ゆるんだのである。


「レイ、交こう替たいするよ──タイミングを合わせて！」


　フィリシスがそう叫さけんで自らも〈デフィレイド〉を無音詠唱ダムキヤスト。


　だが──


「──!?」


　唐とう突とつに魔族の攻こう撃げきは──止やんだ。


　激しい連続爆発の名残なごりである煙けむりがゆっくりと晴れ、視し界かいが澄すみ渡わたってゆく。


「……逃にげた？」




[image: ]


　フィリシスが呟つぶやく。


　彼女の言葉通り──爆ばく煙えんの晴れた向こうには、最早、魔族の巨きよ体たいは見る影かげもなかった。


「いや──まさか……！」


　レイオットが後方を振ふり返る。


　そちらの方角から銃じゆう声せいと、そしてあの魔族の汽き笛てきにも似にた『歌』が聞こえてきたのは次の瞬しゆん間かんであった。


「……しまった！」


　レイオットの振り返った方角。


　そこには──フィリシスの助手と、そしてカペルテータやエレンの乗るモールド・キャリアが在ある筈はずであった。










〈つづく〉
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魔族【malevolent】





　魔法を使い、その反動として生じる呪じゆ素そに『人間としての在り方』を冒おかされてしまった人間。公的には魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト（ＳＡ）と呼ばれるが、その脅きよう威いの大きさ故ゆえ、魔族化した人間は全ての人権を剝はく奪だつされ、ある種の局地災害として駆く除じよ対たい象しようとなる。


　その力はあまりに大きく、通常の銃じゆうや刃物では殺害する事は非常に困難。ただその存在が公式に認定されてからまだ三十年程のため、その対処方法には国や地方によって大きな差が在る。





モールド【mold】





　魔法士達が装着する『鎧よろい』。人間の『鋳型モールド』であり、魔法を使いながらも魔族に変へん異いしてしまう事を防ぐための仕掛け。物理的に、精神的に、そして魔法工学的にも魔法士を拘こう束そくし、人間に留とどめ置くためのもの。





スタッフ【stuff】





　魔法士達がより安全確実に、効率的かつ迅じん速そくに魔法を行使するための装置。


　呪文書式板スペル・タグにより類型化された魔法回路を疑似詠唱端子キヤスターにより無音詠唱ダムキヤストする事で、魔法士本人は呪文詠唱の手間と時間を要する事なく魔法を行使できる。


　同時にその内部に組み込まれた収束・増ぞう幅ふく機構により、魔法をより強力かつ高精度に制せい御ぎよするための機能を持つ。





ＣＳＡ【Congenital Sorcery-Addict】





　先天性魔法中毒患者。母親が魔族に性的暴行を受けて妊にん娠しんし、産み落とす存在。生物としての発生段階から大なり小なり魔法の影響下にあるため、人間は本来備えないような特殊な器官を持っている事が多い。


　その出自から〈半魔族ハーフ・ブルート〉〈でき損ないデイフエクテイブ〉などと蔑べつ称しようされる事も多く、また普通の人間よりも魔族化し易やすいとの説もあり、その基本的人権の多く、特に就職、結婚、出産、住居選定などは著いちじるしく制限されている。





スフォルテンド【Sfortend】





　拘こう束そく度ど数すう一三／全重量三二キログロム（スタッフ除のぞく）


　レイオット・スタインバーグが使用するタクティカル・モールド。設計者不詳。十年以上前の設計である為に現在主流のタクティカル・モールドに比べると多少使い勝手の悪さが目立つが、基本性能において劣おとるものではない。むしろタクティカル・モールドの基本構造はここ十年以上大きな変化はなく、この〈スフォルテンド〉には現在使用されている多くのタクティカル・モールドの源げん流りゆうを見る事ができる。


　元々はドーベルン・スタインバーグの使用していたタクティカル・モールド〈スカルラット〉であり、レイオットはその外装の一部を改修して使用している。外装や一部の部品はジャック・ローランドの手によるもの。


　対ついとなるスタッフは六種類の基き礎そ級きゆう呪文書式板スペル・タグを選択する型で、比較的大型。総合的な増幅率りつは標準値。





フォルテシス【Fortesis】





　拘束度数十／全重量二五キログロム（スタッフ除く）


　フィリシス・ムーグが使用するタクティカル・モールド。ローランド工房の最新型である。拘束度数の増加を第一義に考えて設計されている最近主流のタクティカル・モールドに比べるとむしろ時代を逆ぎやつ行こうしているかの様にも見えるが、軽量化、関節の可か動どう性せい（運動性）、増幅率の向上等に重点が置かれており、総合的な戦闘力はむしろ高い。


　対となるスタッフは六種類の基礎級呪文書式板を選択する型であるが、〈スフォルテンド〉に比べるとやや細身で軽い反面、増幅率がかなり高く、同じ攻撃魔法を使用した場合でも、最終的に顕けん現げんする威い力りよくには差がある。


　標準的なタクティカル・モールドには補助武装の拳けん銃じゆうを装備するためのホルスタが作り付けられているが、このフォルテシスにはなく、代わりにワイヤや小型拳銃を入れたポーチボックスが装備され、背中には鎖くさりに繫つながれた少女の図案が描かれている。





魔王級【ルシフェル／lucifer】





〈イエルネフェルト事変〉の際にたった一度しかその発生を確認されていない魔族の究極形態。その外形、能力に関する詳しよう細さいな記録は残っていないが、直径百メルトル以上の球体であったとされ、半径二キロメルトルにも及ぶ恒常魔力圏コンスタントドメインに包まれていたという。


　当然ながら通常の火か器きは戦車砲でさえ全く歯が立たず、その魔力圏の処理容量を上回る八発の燃料気化爆弾の爆撃により倒たおされたとされているが、一部の学者はこの記録に対して懐かい疑ぎ的てきである。


　全ての魔族がこの形態に進化するとは限らず、同時にこの〈魔王級〉が本当に進化の限界なのかどうかは不明。『究極の魔族』という呼こ称しようもあくまで歴史上最大最悪の魔族であった事からつけられているに過すぎない。







　あとがき







　──ロン。


　先に断ことわっておくが麻雀マージヤンネタではない。


　本作に登場する登場人物の中でもこのロンという名前には思い入れがある。実は知り合いの家に飼かわれている柴しば犬けんのロンちゃんからもらった名前だ。ころころもこもこの可愛かわいらしい柴犬。性格は人ひと懐なつっこくて穏おん和わ、飼い主のＧ氏でさえ吼ほえるところを滅めつ多たに見たことがないという。そのつぶらな瞳ひとみで『遊ぶの？』と見み詰つめられるともう駄だ目めなのだ。ああ柴犬。いいなあ日本の心（断だん定てい）。飼いたいなあ。マンションだから駄目だけど。いやウサギは飼っているけど。


　本作に登場するロン・コルグという人物は、このロンちゃんへの愛情がきわまって登場した希け有うなキャラクタである。ビバ、ロンちゃん。ハイル、ロンちゃん。ロンちゃん、ブラボー。





　……というのは無む論ろん、噓うそです。


　いや、ロンちゃんって柴犬が可愛いのは本当だけど。ロンちゃん、元気～？　今度また遊びに行くからね～（見てねえって）。





　という訳わけで（どういう訳だか）どーも、[image: ]さかきです。


　ストレイト・ジャケット第三巻『オモイデのスミカ』をお届けいたします。


　巻を追う毎ごとにやたらと増ぞう殖しよくする枚数に頭を抱かかえております。規定枚数に抑おさえられないのは偏ひとえに私の能のう力りよく不足なのですが、ストジャは基本的に『好きなことをやりたいよーにやる』のがコンセプトなので遠えん慮りよしてません。ええ、しませんともさ（ヤケクソ）。





　でもって前回さすがに『ぶ厚すぎる』との関係各方面から御ご意見だのお叱しかりだのいただきまして。更さらに枚数の増えてしまった今回は、上下巻と相あい成なった訳です。もっとも、下巻『オモイデのカナタ』はそう間をあけずに出す事になると思うので、どうか御容よう赦しやを。





　既すでに一巻で『全五巻の予定』などとほざいていた計画が二巻分も狂くるっております。もっとも「売れ行き悪いから、もう書くな」とまだ編集さんには言われていないので、とりあえず安心。いや──明日にも言われるのかもしれんけど。毎回ビビりながら書いているのは同じ事。


　結構、出てきそうな疑ぎ問もんを含ふくめて、これでかなり世界観が固まってきたかな、という感じ（設定ミスも出てきたので修正かけてゆく積つもりですが）。一巻から名前だけ出ていた三番目のヒロイン、フィリシスもようやく本格登場。


　さあてこの上下巻が折り返しになるのか、『もっと書け』と延長戦に突とつ入にゆうするのか、明日にもシリーズ打ち切り食くらうのか。そこは毎度の事ながら読者様オキヤクサマ次し第だい。


　ちなみに前回かなり派は手でというか、ほとんど戦争だったので、今回は逆に、地じ味みめでドロドロしてみました（笑）。さて、読者の方々の反はん応のうや、如い何かに。





　でもって。いつもながらの御ご挨あい拶さつ（というかお詫わび）。





　担当のＴさん。


　いや……分かってます、言いたいことは。分かってるんです。ええもう。痛いたいほどに。よおくよおく分かってますとも。私が一日遅おくらせる度たびに、枚数が一枚増える度に、Ｔさんの寿命ヒツトポイントゲージがどんどん削けずれてゆくのは。ええ。もう。ほんとに。


　いや、あの………………………………ゴメンナサイ。





　絵師の藤城さん。


　更にキャラ増えてます。メカ（？）さえ増えてます。同じキャラでも顔かわってたりします。なんか異様にデザインの手間が増えてます。あああああ。今回はちょっと地味な話なのに。なのに……


　うう。すんません。





　読者の方々。


　さすがに年に一冊という刊行ペースには問題があるかもしれませぬ。まあ、今回の上下巻は例外としても、今後もうちょっとペース上げられるよう努力しまする。いや、マジで。


　でもあれもせにゃならんし、そういやあっちの企画もちょっと動き始めたし……時間、なかなかないんですよね……


　ああ。許ゆるして。そんな眼めで見ないでっ。








　というわけで。


　次は下巻。近々お会い……できるよね、多分（ちょっと弱気）。





２００１／11／５


ＢＧＭ：『熱い衝しょう撃げき』（ｂｙマティア・バザール）


ＭＡＣＨＩＮＥ：自作三号機（セレロン７００Mhz／ＲＡＭ１２８ＭＢ）




ストレイト・ジャケット３


オモイデのスミカ


～THE REGRET／FIRST HALF～
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